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電子版 ビーズログ文庫アリス









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　胸元から勢いよく鮮せん血けつが噴ふき出した。

　体がゆっくりと傾かたむき、地面に吸い寄せられていく。




　──おいおい、勘かん弁べんしてくれ。




　男は黄色い瞳ひとみを大きく見開いた。

　仰あお向むけに倒れ、荒あらい呼吸を繰くり返す。




　──こんなところで死にたくねえよ。




　だが、動こうにも、四し肢しに力が入らなかった。体が冷えはじめ、次第に瞼まぶたが重くなってくる。命の終わりが、すぐそこに迫っていた。

　スモッグに覆おおわれた灰色の空を見上げながら、男は舌打ちする。




　──命がいくつあっても足りねえな、この街は。
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　ドーラは、自分自身が魅み力りよく的てきな女であることを十分に理解していた。

　化け粧しようの映はえる派は手でな目鼻立ちに、ぽってりとふくれた唇くちびる。シャープな輪りん郭かくを甘く包む、シナモンベージュの艶つややかな巻き毛。その上に生える二つの愛らしい耳に、柔やわらかく揺ゆれる尻尾しつぽ。そして、手入れの行き届いた白い爪。

　女優顔負けの美しさに加えて、スタイルも抜ばつ群ぐん。身にまとったオフホワイトのタイトなワンピースは、彼女の豊ほう満まんな胸やくびれた腰こし回まわりを強調している。短い裾すそからは肉厚な太ふと腿ももが覗のぞき、すらりと長い脚あしの先にある踵かかとの高いハイヒールも、彼女の色気を引き立てていた。

　露ろ出しゆつの多い挑ちよう発はつ的てきな格かつ好こうをしていながら、彼女の醸かもし出す雰ふん囲い気きはどこか気品が漂ただよっている。盛さかりのついた雄おす猫ねこが、そんな美女を放っておくはずがなかった。

　万年発はつ情じよう期きのゴロツキならば、尚なおのこと。




「──よう、ネエちゃん」

　ヒールの音を打ち鳴らしながら路ろ地じを闊かつ歩ぽするドーラを、男が馴なれ馴なれしい態度で呼び止めた。

「イイ女だなぁ、あんた」露ろ骨こつなまでに、卑ひ猥わいな色を込めた声だった。

　違法な飲食店や風ふう俗ぞく店てん、無む法ほう者ものの住むような安いアパートメントが建ち並ぶこともあって、この地域は市内でも特に治安が悪い。コンクリートの壁かべは、どこも色とりどりのスプレーで下品な言葉が書きなぐられていて、いかにも猥わい雑ざつな雰囲気を醸し出している。ゴミも散らかり放題で、空になった酒さか瓶びんの転がる音があちこちから聞こえてきた。辺りをうろついている男も、皆揃そろって柄がらが悪い。

　ドーラに声をかけた男たちも、そういう連中だった。ギャング崩くずれの２人組だ。無む造ぞう作さに鬚ひげを生やした男と、全身に刺いれ青ずみを入れた男。ドーラの前にひとり、背後にもうひとり。耳と尻尾をぴんと立て、こちらの行く手を阻むように立ち塞ふさがっている。

　どちらの男も、見るからに粗そ野やで品のない雰囲気だった。ドーラの体──特に、大きく開いた胸元と、短い裾から伸びる生足を舐なめ回すように眺ながめ、にやにやと笑っている。ドーラが薬指にはめている指輪には、目もくれない。

「なあ、１回いくらだ？」

　鬚を生やした方の男が、不ぶ躾しつけなことを尋たずねてきた。吐き出す息からはマタタビのきつい臭においがする。日頃から麻薬の世話になっているのだろう。

「２人まとめて相手できるなら、金は弾はずむぜ」男たちは顔を見合わせ、耳みみ障ざわりな笑い声をあげた。

　またか、とドーラはため息をつく。こういう下げ衆すな輩やからに絡からまれることには、厭いやというほど慣れていた。あしらい方もわかっている。

「生あい憎にくだけど、わたしは娼しよう婦ふじゃないの。他を当たりなさい」ドーラは冷ひややかな視線を返した。彼女の仕事はバーの店主だ。金を貰もらって男を相手することはない。

　だが、男たちはしつこかった。ドーラの一いつ蹴しゆうを気に留とめることなく、へらへらした顔で食い下がってくる。

「そりゃあ好都合だな」と、鬚面の男がにやつき、ドーラの肩に手を回してきた。「アバズレの商売女には飽あきてたんだ。素しろ人うと相手も悪くねえ」

　酒と薬の混じった男の口臭にむっとしながら、ドーラは顔を背そむけた。「……離してよ」

「まあ、そう言うなって。可か愛わいがってやるからさぁ」ドーラの細い腰に手を這はわせ、自分の方へと強引に引き寄せた。さらに、腕を下げ、彼女の尻尾を撫なでようとする。

「触らないで！」

　ドーラは声を張り上げ、とっさに男の腕を叩たたいた。あまりの不快さに、彼女の毛の長い尻尾は逆さか立だち、左右に揺れる。

　尻尾や耳は繊せん細さいで、敏びん感かんな箇所だ。感情がダイレクトに表れる部分であり、同時に急所でもある。気を許した相手なら構わないが、こんな下品な男に馴れ馴れしく触れられたくはない。

「わたしの言ってることが、理解できないのかしら」ドーラはわざとらしくため息をついてみせた。「それなら、あなたたちに通じそうな言葉で喋しやべってあげましょうか？　──汚きたない手で触んじゃねえ、このクソ野郎ども」

「……おいおい、口の利きき方には気をつけろよ」刺青をした方の男が言った。ドーラの言葉に少し気分を害したようで、にやけた笑みが引いていた。その代わりに、男の瞳には加か虐ぎやく的てきな色が浮かんでいる。絶対にこの女と一発ヤってやる、と燃えているようだった。

　こっちは男２人。対する相手は、か弱い女ひとり。力で捻ねじ伏ふせてしまえばいい。──きっと彼らはそう考えているだろう。

　だが、それは大きな間違いだ。

「急いでるの。失礼するわ」ドーラは赤い唇を歪ゆがめた。

　次いで、右手の指先で、パチンと音を鳴らす。途と端たんに瞳どう孔こうが開き、ドーラの青い瞳が真っ黒に染まる。

　と同時に、視界が変わった。

「な、──」

　鬚面男が驚おどろきの声をあげ、大きく目を見開いている。彼はドーラではなく、刺青の男の腰に手を回していた。

「なんだ──」

「お、おい、何が起こったんだ」

　つい先ほどまで刺青の男がいた場所には、今は彼女が立っている。

　ドーラが指を鳴らした瞬間、彼女と男の位置が入れ替わったのだ。

「……どうなってんだ、こりゃあ」

　一瞬で移動したドーラに、男たちは揃って瞠どう目もくしている。

「このアマ、まさか……【[image: ]サイ】か？」

　その通り、と答える代わりに、ドーラはかすかに目を細めた。




　この世界には、不思議な力が存在する。

　そして、決まった条件を満たすことによって、その力を使うことができるという。

　Ψ──超能力、及びそれを操あやつる者のことを、この街ではそう呼んでいる。




　ドーラも、その不思議な力をもっていた。

【指を鳴らすと、自分と他の人間との位置が入れ替わる】──それが彼女のΨだ。

　だから、捕まることはない。どんな暴漢に言い寄られようと、その腕からするりと抜け出すことができる。パチン、と指を鳴らすだけで。

　恥はじをかかされた２人の男は憤いきどおり、にやけ顔を捨て、本気になった。「くそったれ」と、再び鬚面の男が詰め寄ってきた。ドーラを捕まえようと手を伸ばす。だが、避よけるのは容易たやすい。ひとつ指を鳴らせば、ドーラのいる場所は変わる。

「いい加減、諦あきらめてちょうだい」

　──あなたたちに勝ち目はないんだから。

　ドーラがひらひらと手を振った、そのときだった。路地の向こうに、黒い軍服姿の男たちの姿が見えた。２人組の警けい察さつで、パトロール中のようだった。たまたま通りかかっただけのようだが、ドーラにしてみれば助かった。

　これ以上ない絶妙なタイミングで現れた警官たちに、すかさず呼びかける。「ねえ、そこのお巡まわりさんたち。ちょっと助けてくれない？」

　こちらに気付き、警官たちがすばやく駆かけ寄ってくる。「どうしました？」

「この人たちがしつこくて、困ってるのよ」と、ドーラは男たちを指差した。

　なにかやましいことでもあるのか、彼らは途端に慌あわてふためく。２人の警官は、彼らが逃げないよう、すばやく行く手を塞いだ。

　通りすがりの軍警察にその場を任せ、ドーラは先を急いだ。早いところ買い出しを済すませて、店の仕込みをしなければならない。早歩きで細い路地から抜け出すと、目的の大通りに出た。




　キャットランドの街は、今日も騒さわがしい。

　市のメインストリートを歩きながら、ドーラは頭の上にある耳を外側に向け、文字通り街の喧けん騒そうに耳を傾かたむけた。音が洪こう水ずいのように流れ込んでくる。けたたましい車のクラクションに、オートバイの爆音。銃じゆう声せいや、若い女の悲ひ鳴めい──

「泥どろ棒ぼうよ、捕まえて！」

　突とつ如じよ、宝石店から女が飛び出してきて、歩道を指差した。店の商品でも盗ぬすまれたのか、ヒステリックに叫び続けている。だが、そのときにはもうすでに、泥棒は消えていた。文字通り、姿を消してしまったのだ。一瞬にして。

　おそらく泥棒はΨを使ったのだろう、とドーラは思った。──たとえば、一瞬で移動する能力とか、体が透明になる能力とか。いずれにせよ、お手上げだ。捕まりっこない。

　ドーラは視線を移した。車道を挟はさんで反対側にある薬局の前では、２人の男が罵ののしり合っている。店員と、客のようだ。喧けん嘩かだろうか。

「警察を呼ぶぞ」と、店員が叫んだ。

　それに対して、大おお柄がらな男が「薬を寄こせ」と怒ど鳴なり散らしている。この巨きよ漢かん、おそらく麻薬の常習者だろう。この街では、ああいう輩はよく見かける。

　男はマタタビ中毒のためか、ひどく興奮しているようすだった。尻尾の毛が無造作に逆立っている。薬のやりすぎで頭もイカれてしまったのだろう。いくら薬局でも、さすがに麻薬は売っていない。

　この街に流行しているドラッグは、ほとんどがアッパー系で依存性が高い。常用すれば凶きよう暴ぼう性せいが増す。そして、判断力が鈍にぶり、短たん絡らく的てきになってしまう。つまり、自分の思い通りにならないことがあると、暴力で解決しようとする。欲しいから奪う。ヤりたいから、襲おそう。そこに理性はない。

　痺しびれを切らしたその男も、とうとう暴れはじめてしまった。

　だが、その暴れ方が尋常じゃない。驚いたことに、男は道みち端ばたに停とめてあった車に手を伸ばすと、それを片手で軽々と持ち上げ、薬局のドアに向かって投げつけたのだ。

　とんでもない怪かい力りきだ。

　当然、普通の人間に、そんな芸げい当とうができるはずもない。つまりは、Ψの仕し業わざだ。男の目は黒く染まっていた。能力者はΨを使うとき、きまって瞳が大きくなり、黒く変色する。おそらくあの男も能力者で、車を軽々と持ち上げられるだけの【怪力】のΨでも使ったのだろう。

　そのときだった。不意に、パトカーの音が聞こえてきた。１台だけじゃない、何台分ものサイレンが、こちらに向かってきている。どこかで大きな事件でもあったのだろうか。

　薬局の前で暴れていた男は、その音を聞いて慌てるように逃げ出し、姿をくらましてしまった。店は半壊している。なんて迷めい惑わくな男だ、とドーラは肩をすくめた。

　しばらく歩いていると、生おい茂しげる木々が見えてきた。メインストリートの、ちょうど真ん中にある大きな公園──セントラルパークの前に、なぜか人だかりができている。20人ほどの人数が、公園の入り口に集まり、中のようすを窺うかがっていた。

　ドーラはその集団に近付き、「なにかあったの？」と、野や次じ馬うまのひとりに声をかけた。

「ああ」男は頷うなずいた。作業着姿で、掃除用の道具を持っている中年男だ。「誰かが銃をぶっ放したらしい。８人撃うたれた」

　彼はこの公園の清掃係で、事件の目撃者だと言った。

　男の話によると、どうやらここで銃の乱射事件が起こったらしい。今から30分ほど前のことだ。彼が園内の公こう衆しゆうトイレを清掃していると、銃声が聞こえ、急いで駆けつけてみればこの有様だったという。

　公園の入り口には、【KEEP OUT】と書かれた黄色のバリケードテープが張り巡めぐらされていて、一般人の立ち入りを拒んでいた。テープの向こう側には、大勢の警官の姿が見える。黒い軍服を着た軍警察の男たちが、現場を調べ回っていた。

　公園のあちこちに、ビニールシートで覆おおわれた塊かたまりが転がっている。──死体だ。まだ覆われておらず、剝むき出しになっている死者の姿も見えた。幼おさない子どものものもある。思わず、ドーラは目を逸そらした。

「それで、すぐに警察と救急車を呼んだんだが……」清掃係が顔をしかめながら、話を続けた。よほどショックだったのだろう、今もまだ、手が震えている。「……駄だ目めだった。全員、死んじまった」

　８人の犠ぎ牲せい者しや。ただ、公園に遊びに来ていただけの、何の罪もない尊い命。

　やるせない気分に襲われながら、胸の前で十字を切り、ドーラは踵きびすを返した。




　犯罪は日常茶飯事。それが、このキャットランド市──通称・ノラネコシティ。

　薬物と超能力の蔓まん延えんが、この街を腐くさらせている。





◆◆◆






　能力を使うと、きまって小腹が空すく。大量のエネルギーを消しよう耗もうするせいだろう。無意識のうちに体が食べ物を欲しがってしまう。ドーラは通りにあるカフェに入り、軽食をとることにした。

　フルーツサンドを平らげてから、ドーラは店を出て、市場をうろついた。途中、馴な染じみの果物屋で、カクテル用のライムとレモンを買った。

　買い出しを済ませると、ドーラは自分の店へと戻った。

　キャットランド市は縦に長い人工島で、それを縦じゆう断だんするようにメインストリートが走っている。政治や経済、文化の中心は島の北側にあり、南に進むにつれて廃すたれていく。北側には洒しや落れた建造物や高層ビルが建ち並んでいる一方で、南側にあるのは工場や廃はい倉そう庫こ、低所得者向けのパブや安宿ばかりだ。

　ドーラの自宅も、中央よりやや南寄りにある。メインストリートから細い路地に入った先、より治安の悪い地域の一角に、彼女のバーは店を構かまえている。【Pussycat】という文字と唇のマークが描えがかれたネオンの看かん板ばんは、今はまだ消えたままだ。

「──……あら？」

　ふと、ドーラは足を止めた。

　──店の前に、なにかいる。

　黒い塊だ。よく見れば、それは、人の形をしていた。

　──男だ。

　店の壁にもたれかかるようにして、男が蹲うずくまっている。──黒い短髪に、黒い肌。それから、黒い耳。おまけに、爪まで黒い。

　……嫌な予感がする。

　ドーラは警戒しながら、男に近付いた。

　浮ふ浪ろう者しやだろうか。汚らしい格好をしていた。濃い色のカットソーを着ているが、まるでボロ布のように、所々穴が空いている。服のあちこちに、血と見られるどす黒い染みもついていた。なにか事件にでも巻き込まれたのだろうか。この街ではそれも珍しいことではないが。

「ちょっと、あなた」このままにしておくわけにもいかず、ドーラは声をかけた。「わたしの店の前で、なにやってるの」

　返事はなかった。

　男は動かない。黒いスラックスとレース編あみのショートブーツをまとった長い足は、力なく地面に投げ出されている。まるで、死体のように。

　まさか、と思った。

「……死んでるの？」ドーラは眉まゆをひそめた。

　また、ノラネコが死んだのか。よりにもよって、人の店の前で。

　この街ではよく見かける光景だ。ギャングのメンバーにチンピラ、ホームレス、ときには幼い子どもや娼婦だって、いつ野の垂たれ死んでもおかしくない。それがこのキャットランド市だ。

　だが、その男にはまだ息があった。かすかに肩が上下している。

「ねえ、ちょっと！」

　ドーラが声を張り上げると、男の三角形の黒い耳がぴくりと動き、音を集めようとこちらを向いた。地面にだらりと垂れた黒い尻尾をハイヒールの爪先でつついてみれば、流石さすがに男も反応を示す。尻尾を激しく揺らし、ドーラの足を払った。

「生きてるなら、どいてちょうだい」

　ドーラが足を引っ込めようとした次の瞬間──不意に、男の腕が伸びてきた。

　大きな掌てのひらが、彼女の生足をがっしりと摑つかむ。

「なっ」ドーラはぎょっとし、慌てて足を引いた。
















　しかし、男の力が強く、振り払い切れない。死体のように冷たい掌が、ドーラの足首にしっかりと絡みついている。「なんなのよ、もう」と、ドーラは顔をしかめた。

　すると、男は俯うつむいたまま、

「……腹減った」

　と、小さく呟つぶやいた。

　声が掠かすれていて、よく聞き取れなかった。「……なんですって？」

「腹が減った、って言ったんだ」

　男がドーラから手を離し、顔を上げる。黄色の瞳が、ドーラを射い貫ぬいた。

　やっぱり、と思った。髪の毛、肌、耳、尻尾、爪──体の大部分を占める漆しつ黒こくのパーツに加えて、この黄色い目。

　この男──黒猫ブラツクだ。

「腹が減って、死にそうなんだ」黒猫の男は繰り返した。「なあ、頼む。なにか食わせてくれよ」

　両耳を伏せ、ドーラをじっと見つめている。

　不ぶ気き味みな男だ、と思った。黒猫だから、というだけではない。男の眼には、熱や色がまったく感じられなかった。虚うつろで、光のない、まるで死んでいるかのような目だ。こちらを見ているはずなのに、どこか遠くを見ているかのような。

「うちの店は、ただのバーよ」

　ドーラは肩をすくめた。フィッシュ＆チップスやソーセージの盛り合わせのような、酒のつまみ程度のものなら提供できるが、腹を満たしたいのならば専門の店に行った方がいいだろう。──というのは建前で、単に厄やつ介かい払いしたかった。

「余よ所そに行きなさい。表の通りに出れば、食堂ダイナーがあるわ」

　すると、男は「行ったさ」と嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「だけど、追い返された。どの店も【NO BLACK黒猫お断り】だってよ」

　だから食わせてくれよ。頼たのむよ。そう言って、男はこちらをじっと見つめる。

　冗じよう談だんじゃない、とドーラは眉をひそめた。こんな見ず知らずの怪しい男を、店に入れるわけにはいかない。それが黒猫ならば、なおさらだ。

　ドーラが渋しぶっていると、「……なんだよ、この店もかよ」と、男が鼻で笑った。非ひ難なんしているような声色だった。

「じゃあいいや。ここで死ぬから」

　男の言葉に、ドーラは「なんですって」と眉み間けんに皺しわを寄せる。

　男は大の字になって寝転がり、そのまま目を閉じてしまった。「……店の前で黒猫が野垂れ死んでたら、この上なく不吉だろうなぁ」

　彼はわざとらしく呟き、こちらの出方を窺っている。

　ドーラは心の中で舌打ちした。

　──この、悪魔の手先め。

　悔くやしいが、この男の言う通りだ。このまま店の前に居座り続けられても困るし、死なれたらさらに困る。となれば、この男を受け入れるしかなかった。こちらの負けだ。

「……入りなさい」店のドアを開け、ドーラは男を促うながす。「そのかわり、食べたらすぐに出ていって」

「わかってる」男は起き上がり、ふっと薄く笑った。「あんた、名前は？」

「ドーラ」

「恩おんに着るよ、ドーラ」

「ドーラさん、と呼びなさい」ドーラは睨にらむような視線を送る。「それに、人に名前を訊きくときは、まず自分から名乗るべきじゃないかしら？」

「そりゃ悪かった」微み塵じんも悪いと思っていないような声色で、男は言った。「俺には、名前がないんだ」

　──……名前がない、ですって？

　ますます怪しい男だ。ドーラは眉をひそめた。

「クロ、とでも呼んでくれよ、ドーラさん」

　男はそう言って、薄く笑った。





◆◆◆






　ドーラが営いとなむバー【Pussycat】は、カウンター席が五つと、ボックス席が二つ。奥にはビリヤード台とダーツがある。こぢんまりとした店だが、満席になることはない。営業中でも、いつもがらんとしている。

　中に案内すると、クロは店内を見渡し、「いい店だな」と世せ辞じを言った。それから、勝手にカウンター席に腰かけた。

「どうも」とドーラは無ぶ愛あい想そうに返し、店に備え付けられているテレビの電源をつけた。

　ちょうど、ドラマが放送されているところだった。再放送中のラブストーリーで、主演はアッシュという、キャットランドの人気ナンバーワン俳はい優ゆうだ。最初は雑誌のモデルだったが、最近は役者としても活動し、成功を収めている。甘いルックスと魅み惑わく的てきなオッドアイで若い女性の支持を集め、一いち躍やくスターの座に上り詰めた男だった。

　──そういえばこの俳優、若手女優との熱愛が報道されていたっけ。

　そんなゴシップを思い出しながら、ドーラはチャンネルを操作し、ニュース番組に変えた。２人組の飲食店強盗の事件が報道されている。銃を持って店に押し入り、売上金と客の財さい布ふを奪うばう、という手口だった。今月に入ってもう３件目で、犯人２人はまだ捕まっていないらしい。自分も注意しなければ、とドーラは気を引き締しめた。

　それが終わると、今度はセントラルパークでの銃乱射事件に移った。先程の事件だ。キャスターが、７人の被ひ害がい者しやの名前を読み上げている。

　────７人？

　ドーラは首を捻ひねった。死体は８体じゃなかったのか？　あの清掃係の話と食い違っている。気が動転していたせいで数え間違えたのだろうか？

　テレビ画面を見上げ、クロが「ああ、さっきのか」と呟いた。事件を知っているような口ぶりだった。もしかすると彼もドーラと同じように、あの野次馬の中にいたのかもしれない。

　報道によると、犯人は黒猫の男で、事件を起こした直後に逃走。警官に囲まれ射殺された、とのことだった。

　犯人は黒猫の男──キャスターの言葉を、頭の中で反はん芻すうする。

　──黒猫、か。

　ドーラは、カウンターにだらしなく頰ほお杖づえをついているクロを一いち瞥べつした。

　心の中にふと、後悔が生まれる。どうして、黒猫なんかを店に招き入れてしまったのだろうか。それも相手は、名前すらないという、得え体たいの知れない男である。なにを仕し出でかすか知れたものではない。

　もし、この男も強ごう盗とう目的だったとしたら？　施ほどこしを受けるふりをしながら、悪意をもってドーラに近付いてきたのだとしたら？

　心を許したわけではないが、もう少し警戒すべきだったかもしれない。

　気を揉もむドーラを余所に、クロは大きな欠伸あくびをしている。その腑ふ抜ぬけた顔に毒気を抜かれ、ドーラは息をついた。

「ほら、水よ」カウンターにグラスを置く。それから、油の入った鍋なべを火にかけた。「なにか作ってあげるから、それでも飲んで待ってて」

　クロはグラスを呷あおり、いっきに飲み干した。よほど喉のどが渇かわいていたのだろう。「やっと水にありつけた」と目を細めている。どこか、皮ひ肉にくめいた声色だった。

「ここに来る前に寄った食堂ダイナーじゃ、俺が席に座っても、店員が注ちゆう文もんをとりに来なかったんだ。それを見て、他の客は笑ってた。水すら出してもらえなかった。『出て行け、ブラック』って、ただ侮ぶ辱じよくされただけだった」

　クロは「碌ろくな街じゃないな、ここも」と肩をすくめた。

「あなた、この街の人間じゃないの？」

「まあな」彼は頭の上に手を伸ばし、がしがしと黒い耳を搔かいた。

　別に、余所者は珍めずらしくもなんともない。キャットランドには流れ者が多い。住所不定の根無し草人間が集まる街。だから、ノラネコシティと呼ばれている。

「この街は、特に人種差別が激しいのよ」

　髪や耳、肌が黒いから。ただ、それだけの理由で差別される人種。

　それが、黒猫ブラツクだ。

　黒猫は差別される。大昔から悪魔の僕しもべだと見なされ、処刑されていた時代もあったようだ。今でも不幸の象しよう徴ちようとして、忌いみ嫌われ、蔑さげすまれることが多い。

　黒猫に関わると、碌なことにならない。不幸が舞い込んでくる。彼らは魔女の手先で、悪の象徴なのだから。店に黒猫が来ると、その店は商売が行き詰まると言われていた。根拠のない迷信だが。

　そのため、職のない黒猫は多い。誰も好んで雇やとおうとしないからだ。

　仕事にありつけないとなると、不法な手段で金を手に入れなければならない。泥棒、強盗、詐さ欺ぎ、殺人──この街の犯罪の７割が、黒猫によるものだとも言われている。

　──黒猫、イコール、犯罪者。

　そんな偏へん見けんが生まれ、市民の差別意識はますます深まるばかりだった。結局、いつまで経たっても、差別の悪あく循じゆん環かんの中からは抜け出すことができないのだ。

　最近では、そんな社会に不満をもっている黒猫が事件を起こすケースも増えている。人種問題に基づいた無差別テロも多発していた。もしかすると、今日起こったばかりのあの銃乱射事件にも、そういう社会的な側面があるのかもしれない。

「あんたも、黒猫が嫌いか？」

　ふと、軽い調子でクロが尋ねた。

　料理の手を動かしながら、「好きとは言えないわね」と、ドーラは正直に答えた。

　手元に視線を戻し、薬指に輝く指輪を見つめる。

「……わたしの夫も、黒猫に殺されたわ」

　３年前の記憶が、ドーラの頭に蘇よみがえってきた。




　この店は元々、夫のものだった。ドーラはバーテンダーとして、彼を手伝っていた。

　ある日のことだった。いつものように開店の準備をしていると、ひとりの男が店にやってきた。

　黒猫だった。

　男は『金を出せ』と、夫に銃を向けた。

　夫は抵抗した。

　強盗は、追い詰められているようすだった。生活が苦しいのだろう。思い詰めた顔をしていた。体は瘦やせ細り、頰はこけていた。何日も食べていないのだとわかった。

　金を渡す気のない夫に、黒猫は焦じれた。

　反撃しようと護身用の銃を手にした夫に、黒猫は驚き、引き金を引いた。そして、逃走した。

　夫は胸を撃たれ、即死だった。

　ドーラのすぐ目の前で、彼は死んだ。

　今でも、鮮明に覚えている。血を噴き出しながら、ゆっくりと倒れていく、愛する男の姿。頭に焼き付いて離れない。

　夫が死に、ドーラは悲しみに暮れた。あのとき、撃たれたのが夫ではなく、自分だったらよかったのに。あの場所に立っていたのが夫ではなく、自分だったら──何度もそう思った。今でも、思う。もう、どうすることもできないというのに。




　ドーラは、夫を心から愛していた。

　彼の死はドーラの精神に大きなショックを与え、それがきっかけか、いつしか彼女は不思議な力が使えるようになっていた。【相手と自分の位置を入れ替える】というΨが。




「──やっぱり」余計なことを思い出してしまった。ドーラは軽く首を振り、頭の中から記憶を追い払う。「どうしても、好きにはなれないのよ、黒猫は」

　クロは気を悪くしたようすもなく、「気の毒に」と、静かな声で言った。

「辛つらいよな、人の死を見送るのは」

　別に身の上話をしたかったわけじゃない。慰なぐさめは不要だ。ドーラは肩をすくめた。「わたしはただ、事実を述べただけよ。夫を殺されたから黒猫が嫌いだ、って。同情の言葉はいらないわ」

「わかってる。俺も事実を述べただけだ」クロは小さく笑った。だが、相変わらずその目には冷たい印象を受ける。笑っているのは口元だけで、心は無表情のまま。

　不思議な男だ、とドーラは思った。

　大抵の男は、自分を盛りのついた目で見てくるものだ。ところが、この男は違った。女には興味がない、そもそも、他人に興味がない。そんな目をしている。

　愛想がない。だからといって、素っ気ないというわけではない。無口でも、お喋りでもない。摑みどころのない男だった。

　この男ならば、自分に危害を加えるようなことはしないだろう。なんとなく、そんな気がした。ドーラの勘かんがそう言っていた。何人もの男を見てきたからわかる。

「あなたも気をつけなさい」警戒心が緩ゆるんだせいか、忠ちゆう告こくがこぼれた。「この街は治安が悪いの。いつ襲われてもおかしくないわ」

「身をもって思い知ったよ」と、クロは自じ嘲ちようする。「ここに来たときに、強盗に遭あった。歩いてたら、いきなり銃を突きつけられたんだ」

「それは災難だったわね」

「財布とコートを盗とられた。それからずっと、ホームレス生活だ。公園のベンチは寝心地が悪い」

「ちゃんと銃はもってるの？　丸腰で歩かない方がいいわよ」

　トイレットぺーパーより銃の方が売れている、などと揶や揄ゆされる街なのだ。護身用の銃がなければ、暢のん気きに外出することもできない。

　それなのに、クロは武装しているようには見えなかった。腰回りに拳けん銃じゆうを下げているわけでもないし、服のポケットには膨ふくらみが見られない。武器どころか、財布すら持っていないのだから。

　だが、クロは飄ひよう々ひようと答えた。「俺なら大丈夫だ」

「有り金全部盗られたくせに？」

「あれは、くれてやったんだ。あの強盗、俺よりみすぼらしい格好してたから、気の毒になってさ」

「そういうことにしておくわ」ドーラは呆あきれ顔で答え、出来上がった料理をカウンターに置いた。「どうぞ、召し上がれ」

　店の奢おごりよ、と付け加える。路上強盗に身ぐるみ剝はがされた哀あわれな男からは、飲食代を毟むしり取る気にはなれなかった。

「いただきます」

　揚あげたてのポテトと魚を前にして、クロはぺろっと唇を舐め、両手を合わせた。

「この恩はいつか返すよ」

「期待しないで待ってるわ」

　それからは、沈黙が続いた。クロが食べ物を咀そ嚼しやくする音だけが店の中に響いている。ドーラはカウンターの端の席に腰かけた。

　しばらくして、

「……ねえ」

　と、口を開き、尋ねる。

「あなた、どうしてこの街に来たの？」なんとなく、気になった。

　口の中のものを飲み込んでから、クロが答える。「この街には、能力者が多いって噂うわさを聞いたんだ」

「まあ、たしかに、そうね」ドーラは頷いた。




　Ψを使う者には、二つのタイプがいる。先天性か、後天性か。つまり、生まれつき能力をもっている者か、なにかをきっかけに能力が芽め生ばえる者か。後者には、ドーラのように精神的なショックが影響することもあれば、薬物の摂せつ取しゆが関係していることもある。

　この街で流は行やっているドラッグの中には、特に強力なものがある。脳を強制的に働かせ、活性化させる。その副ふく作さ用ようで、人によってはΨに目覚めることがあるそうだ。

　だからこの街には、Ψをもつ者が多かった。麻薬の中毒者であり超能力者、という厄やつ介かいなゴロツキたちが。




「あんたも能力者か？」

　というクロの質問に、

「ええ、そうよ」ドーラは正直に答えた。隠す必要もないと思った。

「どんな力なんだ？」

「知りたい？」

「ああ」

　口で説明するよりも、実際に見せた方が早いだろう。ドーラは腕を動かした。いつものように、指を鳴らす。

　次の瞬間、ドーラの位置が移動した。クロが座っていた席へと。

　クロはといえば、カウンターの端の席で、不思議そうに辺りを見渡している。「……移動してる。どういう仕掛けだ？」

「【自分と、他の人間の位置を入れ替える】──それが私の力なの」ドーラは簡潔に説明した。「指を鳴らせば、視界に入った人間の位置に移動できる。その代わり、その相手はわたしのいた場所に移動する」

「なるほどな」だから俺はここにいるのか、とクロは納得していた。

　もう一度、ドーラは指を鳴らした。再び２人の場所が入れ替わる。元の席へと戻ってきたクロは、何事もなかったかのように食事を続けた。

「たいした力じゃないけれど、これが結構、役に立つのよ」

　男に絡まれたときには、特に。今日だって、この力のおかげでゴロツキたちから逃れることができた。

「──それで」と、ドーラは話題を戻す。「Ψの多いこの街に来た理由は？」

　クロはしばらく黙り込んでから、「能力を消す方法を探してるんだ」と、答えた。

「能力を消す方法？」

「そうだ。この街にはΨが多いから、手がかりがあるんじゃないかと思ってな」クロはこちらを見み遣やり、続ける。「あんた、何か知らないか？　例えば、Ψを抑える薬とか、Ψを消す能力とか、なんでもいいんだが」

　しばらく考え、さあ、とドーラは首を捻った。そんなものは、聞いたことがない。

「残念だけど、知らないわね」

　クロは「そうか」と呟いた。

「……ま、気長に探すよ。時間なら、たくさんある」

「あなたも、Ψをもっているの？」ドーラは訊いた。「あなたのΨを消すの？」

「ああ」彼は頷いた。「どうしても、消したい能力があるんだ」

「どんな力なの？」興味が湧わいた。そこまでして消したくなるようなΨとは、いったいどのようなものだろうか。

　クロはしばらく黙だまり込んだ。どことなく、打ち明けたくなさそうな雰囲気ではあった。だが、先に訊いたからには、自分も答えなければフェアではないと思ったのだろう。ドーラに視線を向け、口を開く。

「俺のは──」

　クロの目が、真っ黒に変色していく。今にもΨを発動させようとしていたが、そのとき、彼の黒い耳がぴくりと反応した。瞳の色が元に戻り、クロは「来客だ」と言って、顎あごで入り口を指した。

　次いで、ドアベルが鳴った。男がひとり、大きな足音を立てながら店に入ってくる。

「ごめんなさい、まだ準備中なの」

　ドーラは席を立ち、客に向かって声をかけた。

　軽く追い返すつもりだった。

　だが、相手の顔を見て、ドーラははっと息を吞のんだ。

「あなた、まさか──」

　見覚えがあった。

　間違いない。今日の昼、メインストリートの薬局の前で暴れていた、あの男だ。

「薬を出せ！」

　男の瞳孔は開き切っている。禁断症状からか、両腕は小こ刻きざみに震えていた。

　面倒なことになった。厄介な客を前に、ドーラは顔をしかめる。

「帰ってちょうだい」

　たしかに、この辺りに建ち並ぶ猥雑なバーの中には、薬物の売買に一ひと役やく買っている店もある。だが、ドーラの店は違う。

「うちはそういう店じゃないの」

　強い口調で突っぱねると、男は激げつ高こうした。「いいから早く、薬を寄こせ！」

　──駄目だ、話が通じる相手じゃない。

「薬を、寄こせって、言ってんだろうがぁ！」

　男は唸うなり声をあげながら、傍そばにあったテーブルに拳こぶしを叩きつけた。バキ、と大きな音がする。木製のテーブルにひびが入り、そのまま真っ二つに割れてしまった。

「ちょっと、なにするのよ！」

　男の暴ぼう挙きよに、ドーラは頭を抱えた。昼間の、薬局での光景が頭を過よぎる。あのときと同じように、この男が暴れ回れば、ドーラの店も無事では済まないだろう。夫から受け継いだ大事な店が、滅め茶ちや苦く茶ちやに壊されてしまう。

　早く警察に通報しなければ、と思った、そのときだった。

　クロが動いた。

「……本当に治安の悪い街だな」

　しずかに呟き、ゆっくりとスツールから立ち上がる。彼は体を翻ひるがえすと、招かれざる客と向かい合った。長身で、それなりに体格のいいクロだが、男と並ぶと小こ柄がらに見えてしまう。それでも、彼は怯ひるんだようすは一切見せず、冷静な表情で暴漢と対たい峙じしていた。

「マスターが言ってるだろうが。ここは健全な店なんだ。薬ヤクは置いてない」クロが諭さとすような声で続ける。「他を当たれよ。今ならまだ、警サ察ツには黙っといてやる」

　だが、説得はムダだった。

「うるせえ、黙れ！」

　男は割れたテーブルを軽々と持ち上げ、クロに向かって投げつけた。

「──おっ、と」

　クロは体をすばやく右に捻り、飛んでくるテーブルを躱かわした。彼の背後で、テーブルは壁にぶつかり、大きな音を立てて砕けた。

「……おいおい、なんて馬鹿力だ」ただの木もく片へんと化したテーブルを見遣り、呆れたような声でクロが呟く。

「気をつけて」ドーラはクロに声をかけた。「この男、車を片手で持ち上げてたわ」

「ってことは、Ψか」

「ええ。おそらく、怪力かなにかの」

「麻薬中毒者の能力者とは、また厄介だな」

　と言いながらも、クロは男に一歩ずつ近付いていく。

「ほら、かかってこいよ」

　男に向かって腕を伸ばし、指先を小さく動かした。相手してやる、と挑発する。よほど腕っぷしに自信があるのか、それともただ命知らずなだけなのか。

　クロの態度に憤り、男が怒声をあげる。「舐めんじゃねえぞ、この、ブラックがぁっ！」

　拳を握りしめ、男が襲い掛かってきた。丸太のように太い腕を、クロの顔面に振り下ろそうとしている。

　だが、クロは動かなかった。

　先程のように、避けようとしない。どういうわけか、棒立ちのままだった。

　次の瞬間、クロの右頰に、男の拳がめり込んだ。

　──直撃だ。

　鈍い音がした。クロの体が弾はじかれる。

「……いってえ」

　よろけながら、クロは手の甲で鼻血を拭ぬぐった。

「ばっ」ドーラは思わず叫んだ。「馬ば鹿か！　なんで避けないのよ！」

　クロが体勢を立て直そうとしている間に、獣けもののような唸り声をあげながら、男はさらに攻撃を繰り出す。腹に一発。Ψを使い、筋力を極限まで高めた状態で、男はクロを殴りつけた。

　またも直撃だ。クロの体は勢いよく弾き飛ばされ、店の壁に激突する。その衝撃で、壁には大きなひびが刻まれた。ずるり、と壁伝いに滑すべり、クロの体が床に落ちる。

「クロ！」ドーラは叫んだ。

　クロは壁に背をつけ、ぐったりと頭を垂らしている。床に座り込んだまま、動かない。動けないのだろうか。

　男は攻撃を止やめない。クロの傍に近付くと、彼の尻尾を思い切り踏ふみつけた。クロの顔が痛みに歪み、それを見た暴漢が愉たのしげに笑う。

「くたばれ、ブラック野郎」

　さらに、男は拳を握りしめた。止とどめを刺そうと、クロの頭めがけて腕を振り下ろす。やられる、と思った。

　見ていられず、ドーラは掌で顔を覆った。

　ところが──




「……どいつもこいつも、ブラックブラックうるせえんだよ」




　クロの呟きが聞こえてきた。

　次いで、男が驚いたような声をあげる。「な、なに、っ」

　いったい、なにが起こっているのか。恐る恐る顔から掌を離し、ドーラは目の前の状況を確認した。

「なんだ、この──」

　暴漢は目を見開いている。

　ドーラも驚いた。

　クロを殴りつけようとしていた男の腕は、ぴたりと止まっていた。男の太い腕を、クロが右手で摑んでいる。

「……どうした、タフガイ。ご自じ慢まんの怪力はその程度か？」

　床に座ったままの体勢で、クロは男の拳を受け止めていた。

　なんとか腕を動かそうと、男が唸りながら、右腕に力を入れる。だが、びくともしなかった。クロの筋力が、どういうわけか、暴漢に勝っていた。

「さっさとその足を退どけろ」

　クロは逆の腕で、相手の腹を思い切り殴りつけた。勢いそのままに、男の巨体が後方へと飛んでいく。

　クロはゆっくりと立ち上がった。相手を見下ろし、尻尾の毛並みを整えながら、吐き捨てるように言う。「どうだ、ちょっとは目ェ覚めたか」

　目覚めるどころか、男は気き絶ぜつしていた。

　クロはお返しとばかりに暴漢の尻尾を踏みつけると、

「こいつ、どうする？　警察に突き出すか？」

　その巨体を指差し、ドーラに尋ねた。

　男は気を失ったままだ。一発殴りつけただけで、クロはこの巨漢を伸のしてしまった。

　──とんでもない怪力だ。

　怪力のΨをもつ男に勝るほどの、怪力。

　もしかして、とドーラは思った。

「……あなたの能力も、この男と同じなの？」

　クロ自身も、怪力のΨをもっているのだろうか。ドーラはそう思った。でなければ、この男に力勝負で勝るはずがない。

　すると、

「いや、ちょっと違う」

　クロは首を左右に振った。

「俺の能力は、【コピー】なんだ」

「……コピー？」

「そうだ。他人のΨをコピーできる」クロは頷き、説明する。「相手に触れて、それから相手が能力を使うところを観察すれば、そいつのΨを使うことができるんだ」

　相手に触れてから、能力を使うところを観察する──そうか、と合が点てんがいく。「だからさっき、わざと殴られたのね」

　クロは最初、相手の攻撃を避けなかった。あえて殴られることによって、相手に触れようとしたのだろう。自分のΨを使うために。そうして触れた後で、クロは暴漢が能力を使う様子を十分に観察し、怪力のΨをコピーしたのだ。

　クロは先せん刻こく、ドーラにこう言っていた。

『消したい能力があるんだ』

　妙な言い回しだ、と思った。

『能力を消したいんだ』ではなく、『消したい能力がある』──違和感の残る言葉だ。まるで、複数の能力を所有していて、その中の一つだけが用無しであるかのような言い方。

　それもそのはずだ。彼のΨは【コピー】なのだから。いくつもの能力をもっているに違いない。

　事のからくりが解け、ふっと気が抜けた。そのときだった。




「──この、クソ野郎ッ！」




　突然、背後で叫び声がした。

　とっさに振り返る。気絶していたはずの暴漢が、いつの間にか起き上がっていた。右手になにかを持っている。黒い塊──拳銃だ。

「死ねえ、ブラック！」

　銃口をクロに向けている。今にも、引き金を引こうとしていた。

「クロ！」

　ドーラは叫んだ。

　叫ぶことしかできなかった。

　──あのときと同じだ。

　夫が撃たれた、あの瞬間と。

　危ない、避けて、逃げて──言葉が続かない。足はすくみ、体が強こわ張ばっている。

　すぐに、一発の銃声が聞こえた。引き金が引かれたのだ。

　ドーラは息を吞んだ。

　──また、目の前で人が死ぬのか。あのときのように。

　絶望が心を覆っていく。




　ところが、次の瞬間──パチン、という音が響いた。

　指を鳴らす音だった。




「──う、ぐあっ」

　悲鳴をあげたのは、クロではなかった。

　男の方だ。

　銃を持った暴漢が、腹から血を流して、床に倒れ込んでいる。クロを撃ったはずの男が、なぜか、撃たれていた。

　ドーラは目を見張った。

　──いったい、なにが起こったの？

「これは──」その場を見渡し、気付く。

　──場所が、変わっている。

　クロがいた場所に、男がいる。血を流して倒れている。一方、つい先程まで暴漢がいたところには、クロが立っている。つまり、クロと男の位置が入れ替わっているのだ。

「……どういうこと？」
















　自分と相手の位置を入れ替える──これは、わたしのΨだ。自分の能力を、クロが使った。そうとしか考えられなかった。

　彼のΨは、【コピー】──他人のΨを、自分のものとして使うことができる能力。

　ということは、つまり。

「まさか──」いつの間に、とドーラは目を丸くする。

　──いつの間に、わたしはコピーされていた？

「あんたの言った通りだ」と、クロは薄く笑った。「なかなか役に立つな、この能力」

　クロの能力の発動条件。一つは、相手に触れること。もう一つは、その相手のΨを実際に目で見て観察すること。

　思い返してみる。クロと出会ってからこれまでの、すべての出来事を。

　そういえば、とドーラははっとした。

　──あのときか。

　店の前で、『なにか食べさせてくれ』と頼まれたとき、ドーラはクロに足首を摑まれた。

　そうだ、クロは自分に触れていた。その後で、ドーラは自分の能力を、クロの前で披ひ露ろうした。だから、彼は自分の能力をコピーすることができたのだ。

　そして、自分に向けてトリガーが引かれた直後に、クロはドーラのΨを発動した。暴漢は、間抜けなことに、自分の放った弾を食らったわけだ。

「悪かったな」と、クロは呟くように言った。店内を見渡し、迷信を蒸むし返す。「黒猫俺のせいで、この店に不幸が舞い込んじまった」

　黒猫がいると、碌なことにならない──まったくもってその通りだ。テーブルは割れ、壁にはあちこちにひびが入っている。修理が必要だろう。今日はもう店を開けられない。

　だが、被害は最小限に防げた。

　なにより、目の前で人が死ななかっただけ、よしとしよう。

「……力を使ったら、腹が減っちまった。せっかく食ったのにな」スツールに腰を下ろしながら、クロはばつの悪そうな顔で耳を搔いた。「また何か食わせてくんねえかな、ドーラさん」

　黒猫の言葉にドーラは肩をすくめ、「ドーラ、でいいわ」と答えた。


Continue to the next cat...
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「ブルース・ロジオノワ特別捜そう査さ官かん」

　名前を呼ばれ、ブルースは「はい」と短く返事をした。軍ぐん帽ぼうを胸もとに当てた直立の姿し勢せいのまま、相手の言葉を待つ。

　目の前には、これから自分の上司となる、黒い軍服を着た中年男がいる。彼は自身のデスクで、紙の束たばに目を通していた。

「今日から君は、この麻薬局の一員だ。しっかり頑がん張ばってくれたまえ」と言いながらも、上司は顔を上げない。資料を見つめたまま、ブルースの顔を見ようとしない。

　当然だ、とブルースは思った。

　今、上司が読んでいるのはおそらく、ブルース自身についての資料だろう。彼の詳細なプロフィールや、これまでの経歴、試験の成績や精神分析テストの結果等が、事こと細こまかに記されているはずだ。それを読めば、誰だって自分と目を合わせようとはしない。

「──お」

　ガラス張りの壁かべ越ごしに通路を見み遣やり、上司が不意に声をあげた。

「おい、アビー」と、通りすがりの男を呼び止めている。「ちょっと来い」

「はいはーい？」軍服姿の瘦そう身しんの青年が足を止め、こちらに歩み寄ってきた。「なんすか、局長」

　アビーと呼ばれたその男は、まだ若かった。二は十た歳ちになったばかりのブルースとも、それほど歳としは離はなれていないだろう。むしろ、顔立ちには幼さが残っており、自分よりも年下にすら見えた。好こう奇き心しん旺おう盛せいで、やんちゃな少年のような雰ふん囲い気きだ。きっと社交的で、人に好かれやすく、友人の多いタイプだろう。見ただけでわかる。

　シルバーフレームの眼鏡めがね越しに相手を観察し、ブルースはそんなことを思った。

　ブルースの横に並び、アビーが軍帽を脱ぐ。赤茶色の髪の毛と、その上に生える大きめの耳が露あらわになった。目上の者の前では帽子をとる──それが、この組そ織しきのルールだ。

「彼はロジオノワ特別捜査官。今日からウチに配属される新人だ」上司はブルースを目で指し、紹介した。「お前が面めん倒どうみてやってくれ」

「えっ？　新人？」声を弾はずませ、アビーはこちらを向いた。興きよう味み津しん々しん、といった色をにじませたヘーゼルの瞳が、ブルースの顔をまじまじと見つめる。「もしかして、オレの後こう輩はい？」

「そうだ。下したっ端ぱのお前に、ようやく後輩ができるんだ。よかったな」

「マジっすか。やったぁ」

「お前が教育係だ。しばらくの間、一緒に組んでやれ」それから局長は、ブルースに声をかけた。「そういうワケだ、ロジオノワ。仕事は、こいつに教えてもらってくれ」

「はい」ブルースは頷うなずいた。

「あとは頼んだぞ、アビー。変なことは教えるなよ」

「了解でーす」

　そう言って、アビーは帽子を斜ななめに被かぶった。「んじゃ、いくぞー」とブルースの尻尾しつぽを摑つかみ、軽く引っ張ると、そのまま局長のオフィスを出ていった。

　初対面の相手の尻尾にいきなり触れるなんて──その馴なれ馴なれしさにぎょっとしながらも、ブルースは局長に一礼してから、先輩捜査官のあとを追いかけた。青みがかったグレーの髪の毛と耳を覆おおうように、軍帽を被り直しながら。

　真ま新あたらしい帽子に、真新しい制服。

　実感が徐じよ々じよに湧わいてくる。

　今日から自分は、軍警察本部麻薬局の所属となったのだ。







　後をついてくるブルースを振り返り、アビーはにっと歯を見せて笑う。「俺、アビゲイル・ハイレ特別捜査官。アビーって呼んでくれよな！」

　自己紹介をする先輩捜査官に、ブルースは軽く頷き返した。

（この人も、特別捜査官なのか）

　すると、

「……あ、今『女みたいな名前だ』って思ったろ？」

　アビーが拗すねたように口を尖とがらせた。

　いえ、と否定する前に、彼は言葉を続ける。

「いいっていいって、慣れてるから。でもさ、これにはワケがあるんだって。話すと長くなるんだけどさ、オレがまだ、お袋ふくろの腹ン中でプカプカ浮いてたときに、診察に来たお袋にヤブの産婦人科医が言ったんだ。『女の子が生まれますよ』って」

　休みなく回る口に、くるくると変わる表情。

（……よく喋しやべる人だな）

　圧倒されているブルースを余よ所そに、アビーの話はまだまだ続く。

「それでお袋は、生まれてくる赤ん坊に『アビゲイル』って名前を付けることにした。女の子用の服とか靴くつとかを準備して、ご丁てい寧ねいなことに、その全部に刺し繡しゆうで名前を入れたんだ。ところがなんと、生まれてきたのは、股こ間かんに立派なモンをぶらさげたこのオレ！　面倒くさがりのお袋は、オレにそのまま女の名前を付けた、ってワケ」

　良く言えば、元気で賑にぎやか。悪く言えば、騒そう々ぞうしい。

　無口で、感情を示すことが苦手な自分とは、正反対だ。

「この名前、あんまり気に入ってないんだよ。だから、アビーって呼んで」そこでようやく彼の話が終わった。「よろしくな、ブルース」

「ご指導のほど、よろしくお願いします」ブルースは目もく礼れいした。「アビー先輩」

「アビーでいいって。みんなそう呼んでる」

「ですが」と、ブルースは眉根を寄せた。「先輩のことを、そのように馴れ馴れしく呼ぶわけには……」

「お堅かたい奴だなぁ」アビーはまた笑った。よく笑う人だ。

　雑談しながら歩いているうちに、本部の地下にある駐車場に辿たどり着いていた。広々としたフロアに、出動を待つパトカーがずらりと並んでいる。アビーは慣れたようすでその中の一台に乗り込んだ。「んじゃ、このアビー先輩がさっそく仕事を教えてやろう」

　ブルースも助手席に乗り、シートベルトを締しめる。

「行くぞ、後輩！」と、アビーは強くアクセルを踏ふみ込んだ。





◆◆◆






　この車がパトカーではなかったら、おそらく交通局の警官に止められ、違反切符を切られていたことだろう。アビーの運転する車は、制限速度を大おお幅はばにオーバーしたまま、キャットランド市内を爆走していた。

　しばらくして渋じゆう滞たいに捕まると、アビーは忌いま々いましげに舌打ちした。「おっせえ」「ちんたら走ってんなよ」と、後ろからクラクションを鳴らして煽あおっている。相当苛いらついているようで、赤毛に覆われた彼の細い尻尾は小こ刻きざみに揺れていた。

　警官としてあるまじきその姿に、ブルースは呆れかえった。

（……こんなスピード狂きようが捜査官で大丈夫なのだろうか、この組織は）

　軍警察の将来が心配になってしまう。

　狭せまい車内には警察無線の音声だけが鳴り響いている。ブルースがそれに耳を傾け、黙り込んでいると、「お前、無口な奴だな」とアビーは笑った。

「あ、もしかして、捜査官デビューで緊きん張ちようしてんの？」

「……いえ、そんなことは」ブルースは否定した。多少、心がざわついてはいるが、緊張しているわけではない。口数が少ないのは生まれつきだ。

　依然として渋滞は続いていた。この先でなにか事件や事故でもあったのか、車は一向に進まない。

　アビーは退たい屈くつそうに窓の外を見遣り、「おっ」と声をあげた。彼の視線の先には、本屋があった。その店の壁一面に、若い男の写真が貼はり出されている。どうやら、本日発売された写真集の特大ポスターのようだ。

「あの俳はい優ゆう、最近すっげー売れてるよな」

「誰ですか」

「えっ、お前、知らねえの？」

　ブルースの言葉に、アビーは瞳を丸くして驚おどろいていた。

「アッシュだよ、アッシュ。この街のスーパースター」

　すみません、とブルースは呟く。「芸能には疎うとくて」

「テレビで見かけない日はない、ってくらいの有名人だぞ」

「テレビはあまり観みないので」

「えー、マジかよ……」

「ニュース番組はちゃんと見ています」

「や、そういうことじゃなくてさ」アビーは肩をすくめた。

「そんなに有名なのですか、あの俳優」ブルースはポスターをまじまじと見つめた。

　さすが人気俳優だけあって、アッシュは顔の整った男だった。瞳は珍めずらしいオッドアイで、鼻はな筋すじは高く、唇の形もいい。その名の通り耳と髪は柔らかそうな灰色で、何本もの黒いメッシュが入っている。

「まあな。最初は雑誌のモデルだったんだけど、ドラマの主演に抜ばつ擢てきされてから、一気に人気に火が点ついたんだよ。今度もほら、映画に出るじゃん？　ヘレン・ワイヤーと共演してるやつ。……って、テレビ観ないんだったな」

「お詳くわしいですね」

「フツーだよ、フツー」これくらいは一般常識だって、とアビーは言う。

　捜査官たるもの、幅広い知識が必要となってくるのだろうか。今度、映画雑誌でも買って勉強しておこう。ブルースはそんなことを考えた。

　アビーはなかなか進まない車を諦あきらめ、「お前さ」と体ごと助手席に向き直った。雑談でもしながら暇ひまを潰つぶすことにしたようだ。

「オレたちが、なんで【軍ぐん警けい察さつ】って呼ばれてるか、知ってる？」

「……いえ、知りません」唐とう突とつな話題に、ブルースは首を振った。

　アビーは無線の音量を下げてから、再び口を開く。「今から１００年以上も昔の、戦後のことだけどさ。この国は元々、軍隊が治安活動をしてたんだって。悪い奴を捕まえたりパトロールしたりする、一般市民を統とう制せいする専門機関が整備されてなかったから、軍がその代わりをやってたんだ」

　そうだったのか、とブルースは無言のまま頷いた。

「そのうち、いろいろと面倒になったから、組織の内部で役割を二つに分担することにしたんだ。軍事組織と警察組織にな。だから、オレら警察が【軍ぐん警けい】って呼ばれるのも、この軍服の制服も、そのときの名残なごりなんだって」

　アビーの話はさらに続く。

「その軍警察の中でも、細かく役割を分けることになったんだ」

　そこからの話は、ブルースも知っている。




　軍警察内部には、いくつかの局がある。

　殺人や傷しよう害がいなど、事件全般を取り扱う【捜査局】

　要よう人じん警護や、イベント・祭さい典てんの警備等を行う【警護局】

　サイバー関係の事件・対策を扱う【情報局】

　テロ対策、及びそれに関連する事件の捜査を行う【公安局】

　交通事じ故この捜査や、違反車両を取り締まる【交通局】

　それから──




「オレたちが所属してる【麻薬局】は、その名の通り、麻薬に関する事件を取り扱う。麻薬組織を潰すために、こんな風に街をパトロールしながら、シャブシャブしてそうな連中を探す。それから、薬の出所を突き止めて、取り締まる。……ま、そんなところかな」

　キャットランド市は違法のドラッグで溢あふれ返っている。麻薬局捜査官の仕事量は計はかり知れない。

「この街で流は行やってんのは、主にマタタビ系のドラッグ。まあ、マタタビ自体は合法なんだよ。栄養ドリンクや抗こう欝うつ剤ざいなんかにも使われてる。でもな、その量を大幅に増やしたブツが、【ＭＭマジツクマタタビ】っていうアッパー系のドラッグになるんだ」

　ＭＭを摂せつ取しゆすると、興奮し、気分が高まる。それと同時に、凶暴になり、幻げん覚かくを見るなどの副作用があるらしい。

「それから、最近巷ちまたで出回りはじめたのが、【Ｍマジツク・Ｄデラツクス・ＭＡマタタビ】っていう厄やつ介かいなブツでさ。脳を強制的に働かせて、身体能力を大きく高めることができるんだ。ほら、よくスポーツ選手がドーピングに使ってるやつ。ＭＭと同じで、依い存ぞん性せいが強い。他にも、こいつにはすっげえ副作用があって──」

　ふと、アビーの言葉が止まった。

「……なんか、事件があったみたいだな」

　車内に流していた警察無線のやり取りが、急に慌あわただしくなった。アビーが絞しぼっていた音量を上げる。ブルースも無線に耳を傾けた。

　銃じゆう撃げき、死者、犯人、射殺──物ぶつ騒そうな言葉が飛び交っている。どうやら、黒猫が公園で銃を乱射し、その後、警官に射殺されたらしい。

　この道の先には件くだんの公園がある。今回の渋滞も、もしかしたらその事件によるものかもしれない。

「銃乱射かぁ」再び、アビーは無線の音量を下げた。「捜査局の連中も大変だな」

　大きな事件だが、ブルースたち麻薬局の管かん轄かつではない。犯人が薬物中毒者であれば、話は別だが。

　渋滞が解とけたのは、その十数分後のことだった。ようやく前方の車が動きはじめ、アビーもアクセルを踏み込む。

　ところが、彼はすぐにブレーキを踏んだ。路ろ肩かたに車を停とめ、窓の外を睨にらんでいる。その視線の先には、細い路地が伸びていた。

「どうしました？」

　訊きけば、「……薬の臭においがする」と、アビーは鼻をひくつかせた。

　ためしにブルースも辺りの空気を嗅かいでみたが、特に臭いはしなかった。アビーの捜査官としての勘かんが、そう言っているのかもしれない。

　ここは細い路地なので、車は通れない。パトカーを降おり、２人は歩くことにした。

　しばらく進むと、人の姿が見えてきた。３人いる。女がひとりと、男が２人。

「──ねえ、そこのお巡まわりさんたち」

　こちらに気付き、女が声をかけてくる。

「ちょっと助けてくれない？」

　ブルースたちはすぐに駆かけ寄った。「どうしました？」

「この人たちがしつこくて、困ってるのよ」と迷惑そうな顔で、女が２人の男を指差す。どちらも、いかにも柄がらの悪い男だった。

　困ったようすの美女と、それに言い寄る２人のゴロツキ。一目見ただけで、状況はすぐに理解できる。

「ちょっと話、聞かせてもらえる？」アビーが２人組に詰め寄った。

　絡からまれていた女は安あん堵どの息を吐はき、その場を立ち去った。

「な、なにもしてねえよ」鬚ひげ面づらの男が言い訳する。「ただ、一緒に喋ってただけだって」

「そうそう。あんなイイ女がいたら、声をかけねえワケにはいかねえだろうが」と、仲間の男も同意した。「お巡りさんたちだって、わかるだろ？　男なんだから。な？」

「そんなことよりさぁ」と、アビーが唐突に話題を変える。彼が問い詰めたいのは、女に絡んでいたことではないようだ。「……なーんか、マタタビ臭くない？」

　その一言に、２人組の顔が青ざめる。

　彼らの反応に、アビーはにやりと笑った。「シャブシャブしてる奴、見っけ」

　次の瞬間、男たちがすばやく踵きびすを返した。

　逃げる気か、とブルースがはっとした、そのときだった。




「──動くな」




　アビーの鋭い声と、冷ひややかな金属音に、男たちの足がぴたりと止まる。

「逃げたら、撃つ」

　いつの間にか、アビーは腰こしのホルスターから銃を抜き、構えていた。

「オレさ、射撃あんまり得意じゃないんだよねえ。一応、足を狙ねらってやるつもりだけど、うっかり心臓に当たっちゃったら……ごめんな？」銃口を相手に向けたまま、アビーは命じた。

「ゆっくりと両手を上げて、頭の上に乗せろ」

　──抵抗すれば、遠えん慮りよなく撃ち殺す。

　そんな殺さつ気きが込められた声だった。これまでの明るい声色とは、まるで違っていた。少年のような雰囲気の男だが、彼も立派な捜査官なのだと思い知らされる。

　アビーはブルースに目め配くばせした。お前も抜け、と言っているのだろう。ブルースは自身の拳銃を抜き、先輩に倣ならって男たちを威い圧あつした。

　男たちは舌打ちする。「何なんだよ」「ちくしょう」とぐだぐだ文句を言いながらも、アビーの言う通りにした。

「このオレから逃げようなんて無理だから、大人しくしときなよ」

　彼らのリアクションを見れば、やましいことがあるのは明らかだ。おそらく、体のどこかにドラッグを隠し持っているのだろう。ブルースは片方の手で眼鏡をずらし、２人の男の目をじっと見つめた。

（……そうか）

「──アビー先輩」銃を構えたまま、ブルースは視線で鬚面の男を指す。「彼の、右足の靴くつ下したを調べてください」

　アビーは一瞬、きょとんとしていたが、「靴下ね、オーケイ」と頷き、身を屈かがめた。さっそく男のワークパンツの裾を捲めくり上げ、靴下の中を調べる。──そこに隠されていたのは、白い粉末の入った小さなビニール袋。明らかに違法薬物だ。

　男の顔の前で袋をひらひらと揺らしながら、「これ、なーんだ？」とアビーが首を傾かしげてみせた。

「こ、小麦粉だよ、小麦粉」男が苦笑いを浮かべる。「ムニエルでも作ろうかと思って、そこのスーパーで買ったんだ」

「こんだけの量で、何のムニエル作んのさ」アビーは鼻で笑った。それからすぐに、彼は男の腕を摑み、そのまま捻ひねり上げた。「はーい、現行犯逮捕ー」

　男の体を壁に押さえつけ、後ろ手に手て錠じようをかける。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。違うんだ、これは、俺のじゃなくて──」

「はいはい、言い訳は局で聞くからねー」

　手て際ぎわよく手錠をかけ、２人の身柄を拘こう束そくする。パトカーの後部座席に、逮捕した男２人を詰め込んだ。彼らはずっと文句を叫んでいたが、ドアを閉めてしまえばそれも止やんだ。

　次いで、アビーは無線でどこかに連絡していた。

「……なにをしているんです？」

　やり取りを終えたアビーに尋ねると、「護送車を呼んだんだ」と彼は答えた。

「護送車？」

「そ。さっき話したＭＤＭＡってドラッグには副作用があって、人によっては[image: ]サイが使えるようになるんだ。こいつら麻薬常習者の中には、Ψをもってる奴がいる場合もある。だから念のため、Ψ専用の護送車両で運んでもらうんだよ」

　しばらくすると、四角い形の黒い車が到着した。いかにも頑がん丈じようそうな車だ。２人の警官が乗っている。

　車から降りると、警官たちはこちらに敬けい礼れいした。その手には黒いアタッシュケースを持っている。ケースの中には、いくつもの注射器が並んでいた。なにかの薬のようだ。

「あの注射器は？」

「鎮ちん静せい剤ざい。あれを打ってから、護送するんだ。暴れないように」

　鎮静剤にはドラッグの興奮を抑おさえる上に、Ψの能力を制限する効果もあるのだと、アビーは説明する。

　ゴロツキたちをパトカーから引っ張り出すと、警官たちは慣れた手つきで彼らに注射を打った。それから、後方の両開きのドアを開け、護送車両の中に２人を押し込む。まるで走る牢ろう屋やだ。犯人の護送用なので、前の座席との間には分厚い仕切りがあり、声も手も届かないようになっている。後部座席のドアの鍵かぎも、もちろん内側からは開かない仕様だ。

「麻薬局までお願いねー」というアビーの言葉に、警官たちは敬礼し、車に乗り込んだ。

　走り去る護送車を見届けると、アビーはブルースに向き直り、

「──っと、これがオレらの仕事。だいたいの流れはわかったろ？」

　ブルースは頷き返す。「はい」

「さて、オレらも行くか」

　２人はパトカーに乗り込んだ。

　運転席に座ったアビーが、車を発進させる。アクセルを踏み込み、パトカーはメインストリートを疾走した。相変わらずのスピードだ。

　赤信号になり、車が停止する。

「……なあ」

　ふと、アビーが口を開いた。

「お前も、特別捜査官なんだよな？」

　──特別捜査官。

　彼の訊きたいことは、すぐに察さつした。

「はい」と、ブルースは小さく頷く。

　軍警察に所属する警官の役職は主に、捜査官と特別捜査官に分かれている。

　その区別は単純だ。Ψをもたない者は捜査官。Ψをもつ者は特別捜査官。学歴も成績も関係ない。

　特別捜査官であるということは、すなわち、能力者であるということだ。

「さっきの、靴下の中に隠してる、ってやつ……Ψ使ったの？」

「はい」

「どんな能力なの、お前のΨって」

　どんな能力なのか──それは、自分が最も、訊かれたくない質問だった。

　真実を告げれば、絶対に引かれてしまうだろう。だが、隠すわけにはいかない。いくら隠したって、いつかはバレることだ。それに、教育係とはいえ、この人は今、仕事の相あい棒ぼうなのだ。そんな相手に、噓うそを吐つくわけにはいかなかった。

「なあ、見せてよ、お前の能力」アビーは興味津々といった表情だ。ヘーゼルの瞳が輝かがやいていた。耳も尻尾もぴんと立ち、こちらの反応を待っている。

　気が進まないが、ブルースは頷いた。眼鏡を外はずしてから相手の目を見つめ、自身のΨを発動した。アビーの瞳に、真っ黒な目をした自分の顔が映り込んでいる。

　その瞬間、頭の中に声が流れ込んできた。

（もしかして──）

　アビーの声だ。

　彼の言葉を拾い、ブルースは声に出す。




「『もしかして、人の心を読む能力だったりして』」

「もしかして、人の心を読む能力だったして」




　──と同時に、アビーが言った。

　２人の言葉はぴったりと重なった。

　アビーとブルースは、まったく同じ一言を口にしていた。

「お察しの通りです」

　目を丸くしているアビーに、ブルースは告げる。

「自分は、相手の目を見れば、考えていることを読み取ることができます」

　ただし、肉にく眼がんで、だ。自分と相手のどちらかが眼鏡やサングラス、コンタクトレンズを着けているときは通用しない。

「……今、オレの心読んだの？」アビーが静かな声で訊いた。

「そうです」

　怒らせてしまっただろうか。勝手に心の中を覗のぞいて。そんな不安に駆られながら、補足する。「逆に、自分の考えていることを相手に伝えることも可能です。こんな風に──」

　ブルースは再び能力を使った。アビーの目をじっと見つめ、今度は自分の言葉を彼の中へと流し込む。




《──聞こえますか、この声》




　アビーは目を大きく見開いた。

「──うん、聞こえる」驚きながらも、頷き返す。




《できればもう少し、車のスピードを落としていただけると助かります》




　ブルースの言葉に、アビーは「……あ、うん。ごめん」と小さく返す。

「これが、自分のΨです」

　と言って、ブルースは眼鏡をかけ直した。

「……マジかよ」

　アビーは啞あ然ぜんとしている。なんともいえない表情だ。

　彼の反応に、ブルースは俯うつむいた。

（……ほら、やっぱり、引かれた）

　ずっとそうだった。子どものときに、このΨを得てから、ずっと。

　この能力のことを知ると、誰もがブルースから離れていく。きまって皆、ブルースと喋ろうとも、目を合わせようともしなくなる。

　──当然だ。誰だって、心を読まれたくはない。

　人には本音と建前がある。建前で本音を隠している。ブルースには、簡単に相手の本音が見えてしまう。だから、皆が、自分と距離を取ろうとする。自分から目を逸そらす。頭の中を覗かれないように。

　親しい友達など、できるはずもなかった。幼い頃から、ずっと孤独だった。ブルースは諦めていた。この能力がある限り、人と親しくなれることはない。覗き見されているような気がして、気持ち悪いと言われたこともあった。能力を使っていなくても。ただ、この能力があるというだけで、気き味み悪わるがられるばかりだった。

　昔から、ブルースは周囲に敬けい遠えんされてきた。友人にも、親しん戚せきにも、実の母親にも。そうやって他人に疎うとまれながら育ってきた。

　職場だって同じことだ。同僚にも、上司にも、皆に一線を引かれるだろう。その覚かく悟ごはあった。

　──ところが、アビーは違った。




「いいなーっ、お前の能力！」




　聞こえてきた言葉に、ブルースは耳を疑うたがった。

（……「いいな」？　今、いいと言ったのか、この人は？）

「心読めんのかよ！　マジですげーっ！」
















　アビーはいっそう目を輝かせていた。彼の言葉は噓ではない。ブルースに気を遣つかっているわけでもなく、本気でそう思っている。彼の目を見れば、心を読まずともわかった。

「超便利じゃん、その力！」

「……便利、でしょうか？」

「だって、相手の考えがわかるんだろ？　好きな女の子がいたら、『こいつオレに気があるかなー、どうかなー、脈みやくありかなー』とかさ」

　と言った直後で、アビーは「あ」と表情を曇くもらせた。

「……でも、脈なかったときのショックやばそう」

　アビーは「迂う闊かつに使えねーな、その能力」と眉をひそめている。

「──ってことはさ、捜査官になったのも、そのΨが理由？」

「そうです。この力が役に立つと思って」

「だよな。犯人の自供とるの、簡単そうだし」

　ブルースは頷いた。「他の局からも要よう請せいがあれば、取り調べに協力するようにと、局長に言われました」

「お前に手伝ってもらったら、尋じん問もんも楽だよなぁ」

　お前がやったのか、って訊いて、あとは心を読めばいいわけだ。そう言って、アビーはにっと笑う。「やっぱり便利でいいな、その力」

　信号が青になった。アビーは控ひかえめにアクセルを踏み込んでから、「お前、真ま面じ目めだよなー」と、感心したように言った。

「……はい？」

「そんな便利な力があるんだから、もっと自分のために使えばいいのにさ。わざわざ、警察になる道を選んだんだろ？」

「はい」と、ブルースは視線を落とす。「他に、思いつきませんでした」

「真面目すぎ。いい奴だな、お前」

　──真面目。いい奴。

　自分では、そうは思えなかった。

　この力をもっていることに、いつしかブルースは罪ざい悪あく感かんを抱いだくようになった。ただ能力をもっている、というだけで。こうして捜査官を目指したのだって、「いいことをしているんだ」「力を正しいことに使っているんだ」という言い訳がほしかっただけなのかもしれない。

　ブルースは質問を返す。「先輩はどうして、捜査官になったんですか？」

「この制服が着たかったから」

　──……は？

　アビーの返事に、ブルースは固まった。

「…………ご冗じよう談だんでしょう」

「いや、これマジ」と、彼は真顔で頷く。

「そんなくだら──単純な理由で、こんな危険な仕事を選んだのですか」

「だってカッコイイじゃん、この軍服。子どもの頃からの憧あこがれだったんだよ」

　信じられない、と思った。

　目を丸めるブルースに、

「噓だと思うなら、オレの心読んでみ？」

　アビーは横目でこちらを見遣り、口の端はしを上げた。

（……なんて人だ）

　ブルースは息を吞のんだ。

　心を読んでみろ──そんなことを言われたのは、生まれて初めてだった。

「……嫌じゃないんですか」

「なにが？」

「こんな能力をもつ人間と、ともに仕事をすることが」

　するとアビーは、「べっつにー」と笑い飛ばす。

「心読まれたって、どうってことないし」

「どうして」

「思ったこと、すぐ口に出しちゃうタイプなんだよね、オレって」

　いたずらっぽく笑うと、彼はまたスピードを上げた。





◆◆◆






　検査の結果、捕まえた２人の男にはΨの陽よう性せい反応がなかったそうだ。護送車は麻薬局に到着し、男たちはすでに本部内にある拘こう置ち所しよへと移されていた。

　麻薬の出で所どころを突き止めるため、局に戻ったアビーとブルースは、まずは鬚面の男から話を訊くことにした。

「──ったく、いきなり逮捕しやがって」

　取調室に連行された男は、不機嫌そうにアビーを睨みつけ、パイプ椅い子すにふんぞり返っている。鎮静剤のおかげか、先程よりは幾いく分ぶんか冷静になったように見えた。

　スチール机を挟んで、アビーは男と向かい合うように座った。ブルースはドアの前に立ち、彼らのやり取りを見学していた。

「あの薬、どこで手に入れたのかなぁ？」

　というアビーの質問を、

「弁べん護ご士しを呼んでくれ」男は一いつ蹴しゆうする。「弁護士が来るまで、俺はなにも喋んねえぜ」

　警察による不当な取り調べや、不利な証言の強要を避さけるために、被疑者は時折、弁護士を同席させようとする。

「あっそ」アビーは鼻で笑った。「別にいいもーん」

　そう言って、彼は椅子から立ち上がる。

「オレの相棒は、尋問のスペシャリストなんだ。弁護士が来る前に片付けてやるよ」

　アビーがこちらに視線を向け、トン、と指先で椅子の背を叩いた。代われ、ということなのだろう。

　促うながされるまま、ブルースは椅子に座り、ゴロツキと向き合った。眼鏡を外してから、口を開く。「いくつか質問させてください。答えたくなければ、『知らない』と言ってください。黙ったままでも結構です」

　男の顔をまっすぐに見つめ、能力を発動する。

「あの薬、どこで手に入れたんですか？」

「知らねえよ」男は顔を背けたまま、即答した。

　だが、心の声はだだ漏もれだ。




《売ばい人にんから買ったに決まってんだろ》




　ブルースの頭の中に、男の声が流れ込んでくる。

「その売人の名前は？」

　というブルースの言葉に、男は目を見開いた。「──はっ？」

「その売人の名前、何というのですか」

「……し、知らねえ」




《ロドリゲスだ。ルイス・ロドリゲス》




　ロドリゲス、か。

　聞こえてきた名前を、繰り返す。「そのロドリゲスには、どこに行けば会えます？」

「なっ──」

　男は驚き、ブルースの顔を凝ぎよう視ししている。そこで、ようやく察したようだ。




《おい、まさか……》

《こいつ、俺の頭ん中を読んでやがるのか？》

《冗談じゃねえぞ、くそ！》




「──テメェ、Ψか？　妙みような力使ってんじゃねえよ！」

　声を荒あららげる男を無視し、ブルースは質問を続けた。「そのロドリゲスから、どうやって薬を買ったんですか？」

「う、うるせえ、黙れ」

　心を読まれないよう、必死に考えないようにしているのだろう。だが、無む駄だなことだ。男の心の中から、ぶつ切りの声が届く。




《──奴の隠かくれ家が、──32番通りのモーテル、──５号室、──》




「ご協力、感謝します」

　ブルースが恭うやうやしく頭を下げると、男は苦にが々にがしい表情で歯を喰くいしばっていた。







　もうひとりの男を尋問しても、同じような証しよう言げんが得られた。情報の信しん憑ぴよう性せいを確認できたところで、２人のゴロツキを拘置所に戻し、ブルースたちは資料室へと向かっていた。

「やっぱお前の能力、便利だよなー」廊ろう下かを歩きながら、アビーが言う。「この仕事、向いてるよ」

「ありがとうございます」ブルースは軽く頭を下げた。

　２人の逮捕者から得られた情報をまとめると、売人はルイス・ロドリゲスという名前の男で、３年ほど前から世話になっているらしい。

　ロドリゲスは宿を転々としているが、今は32番通りのモーテルの５号室にいる、とのことだった。ドラッグを買うときは、彼のモーテルまで金を持っていくようだ。

　軍警察麻薬局が有する資料室は、段ボール箱だらけの棚たなで埋め尽くされていた。これらすべて、過去に麻薬関係の事件を起こした者の資料らしい。

「十じつ中ちゆう八はつ九く、前ぜん科か持ちだろうから」中央のデスクの上に、アビーが大きな段ボール箱を置いた。「こん中に、ロドリゲスの奴がいるかも」

　箱の中にはファイルがぎっしり詰まっている。【Ｒ】から始まる名前の犯罪者についての捜査資料のようだ。

「情報局みたいに、うちもデータベース導どう入にゆうしてほしいよなぁ」箱の中身を漁あさりながら、アビーがため息をつく。「いつまで経ってもアナログなんだから」

　過去のファイルの中から、

「──あった、こいつだ」

　ロドリゲスの資料を発見した。やはり前科があったようだ。

　さっそく中身に目を通す。生年月日や学歴、家族構成、刑務所入所時の写真もある。中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいの黒猫。取り調べで得られた人相の特とく徴ちようとも、一いつ致ちする。

「薬物所持で逮捕されて、４年前に出所してる」

　資料によると、ロドリゲスはドラッグ中毒者で、刑務所にいる間は薬物依い存ぞん症しようの治ち療りようやカウンセリングも受けていたらしい。残念なことに、その効果はまったくなかったようだが。

「麻薬が好きすぎて、麻薬屋さんになっちゃったのか」アビーがおどけた調子で言った。

　そのときだった。資料室のドアが開き、捜査官がひとり入ってきた。彼も捜査資料を探しに来たのだろう。麻薬局の同どう僚りようのようで、アビーと親しげに挨あい拶さつを交わしている。ブルースも軽く頭を下げた。

　アビーの持っている資料を覗き込み、「お、ルイス・ロドリゲスか」と、同僚の男は声をあげた。

「なに？　知ってんの？」アビーが身を乗り出す。

「まあな。前に一度、この男の事件を扱ったことがある」同僚が尋たずねた。「こいつ、なにか絡んでんのか？」

「今日、薬物所持で捕まえた男が、こいつから薬買ってるみたいでさ」

　アビーが簡かん潔けつに事情を説明すると、

「貧びん乏ぼうくじ引いたな、お前ら」同僚は苦く笑しようした。

　その言葉に、アビーは首を傾げる。「どういう意味、それ」

「ロドリゲスはな、『絶対に捕まらない男』なんだよ」

「絶対に捕まらない男ぉ？」アビーはさらに首を捻った。

「ああ、そうだ。ロドリゲスが出所してから売人になったって知って、これまで何人もの捜査官がこいつを逮捕しようとした。だがな、居場所を突き止め、いざ踏み込むってときになったら、きまってロドリゲスは姿をくらませるんだ」同僚は話を続ける。「何度やっても同じだ。どういうわけかこの男は、警察に踏み込まれる既すんでのところでいなくなっちまう。まるで、捜査官がやって来ることを、予あらかじめ読んでいたかのようにな」

「へえ」と、アビーは声をあげた。「それでお前も、まんまと逃げられちゃったワケか」

　同僚の男はばつの悪そうな顔で「うるせえ」と呟いた。

　これまで数々の追つい跡せきを逃れてきたロドリゲスは、一部の捜査官の間で【絶対に捕まらない男】と呼ばれているらしい。

「……絶対に捕まらない男、ねえ」

　にやり、とアビーが笑った。

「ま、絶対に捕まえてみせるけどな」と彼は豪ごう語ごした。よほど自信があるのだろう。「このオレから、逃げられるわけがない」
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　翌日、ブルースたちは黒い覆ふく面めんパトカーに乗り込み、ロドリゲスの潜せん伏ぷく先であるモーテルを目指した。

　アビーの運転は相変わらず荒い。時速90キロの速さで32番通りを北上していると、

「……なあ、どう思う？」

　不意に、彼が訊いた。

「なにがです？」ブルースは質問を返す。

「ロドリゲスは、なんで捕まらないんだと思う？」

　ブルースは即答した。「Ψをもってるから、ではないでしょうか」

「だよなぁ」

　そう考えるのが妥だ当とうだろう。

「……もしくは」と、ブルースは付け加えた。「軍警察内部に内ない通つう者しやがいて、ロドリゲスに情報を流している、とか」

「たしかに、その可能性もあるよな。考えたくはないけど」

　Ψか、内通者か。いずれにせよ、ロドリゲスに会って確かめるしかない。

「──あ、あれだな」前を向いたまま、アビーが声をあげた。

【ＭＯＴＥＬ】と書かれた看かん板ばんと、２階建ての建物が見える。情報が正しければ、ロドリゲスは今もここに泊まっているはずだ。

　駐車場に車を停め、「行くぞ」とアビーが頷く。ブルースは彼のあとに続いた。

　５号室は１階の真ん中の部屋だった。ドアの前に立ち、アビーが銃を抜く。ブルースもそれに倣った。

　ドアノブに手を伸ばし、捻る。

「……なあ、鍵が開いてんだけど」

　予想外の展開に、アビーが息を吞んだ。嫌な予感がする。

　すぐにドアを開け、２人は中に押し入った。

「軍警察だ！」銃を構え、叫ぶ。

　アビーたちは部屋の中を見渡した。ベッドに、テーブル。小さなテレビ。いたって普通のモーテルの光景。──だが、その中にロドリゲスの姿はない。

　ブルースは部屋の奥に進み、バスルームを確認した。やはり、誰もいない。「クリア」と小さく呟く。

　ふと、洗面台を見遣り、ブルースははっとした。

「……先輩」

　すぐに、アビーを呼びつける。

「なに？」

「これを見てください」ブルースは洗面台の鏡を指差した。

　そこには、殴り書きで文字が描かれていた。




　── Catch me,俺を捕まえてみろ、 if you can!やれるもんなら！ ──
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　ロドリゲスの残した挑ちよう発はつ的てきなメッセージを一いち読どくし、アビーは癇かん癪しやくを起こした子どものように苛立っていた。彼は「くっそ」と舌打ちし、文字の書かれた鏡に向かって銃を向けようとしたので、ブルースはとっさに彼の尻尾を摑んで止めた。

「ぎゃっ」と、アビーが小さく声をあげる。

「すみません、つい」

　いきなり尻尾を摑むなんて不ぶ躾しつけだったかもしれない、とすぐさま謝しや罪ざいすると、「いや、別にいいけどさ」とアビーは首を振った。

「それにしても、ムカつく野郎だぜ。絶対捕まえてやる」

　憤り、アビーは部屋を飛び出した。この周辺に隠れていないか見回りをするついでに、聞き込みをしてくる。そう言い残して。それから、お前は部屋を調べてろ、と。

　言われた通り、ブルースはモーテルの中をくまなく調べ回った。

　テーブルの上には、食べかけのサンドイッチが放り出されている。食事を中断し、慌てて部屋を出たことが窺うかがえる。

　コップの中のコーヒーはまだ温かった。ロドリゲスはついさっきまで、ここにいた。ブルースたちがやって来る直前に逃げ出したのだ。

　踏み込む直前に、姿を消す──まさに、あの同僚の話通りだった。

　絶対に捕まらない男、ルイス・ロドリゲス。

　──なぜ、捕まらない？

　ブルースは首を捻り、考えを巡めぐらせた。軍警察内部に内通者がいるから？　警察を手玉に取るようなΨをもっているから？　透とう明めいになる能力とか、未来を予知する能力とか？

　なにか手がかりはないだろうか、とブルースは雑ざつ然ぜんとした部屋を見渡した。ベッドの上にはリモコンが放り捨てられている。それを使い、テレビの電源を入れてみた。ちょうど、見たことのある男の顔が映っていた。アッシュという名の、例の人気俳優のようだ。バラエティ番組の中で、爽さわやかな笑みを浮かべてＭＣと話をしている。

　──だが、テレビからは音が聞こえない。故こ障しようだろうか？

　ブルースはリモコンを操作し、音を弄いじった。テレビの音量が、なぜか「１」まで下げられていた。これでは消音ミユート状態と変わらない。

　それだけではなかった。備え付けのラジオの音量も、極きよく限げんまで下げられている。

　さらに、ベッドの脇わきにある置き時計は電池が抜かれ、針が止まったままだった。

　不可解だ。どうしてロドリゲスは、わざわざこんなことを？

「──ブルース」

　突然、部屋のドアが開き、名前を呼ばれた。アビーだ。思った以上に早く、彼はここに戻ってきた。

「モーテルのオーナーに、話聞いてきた」アビーはベッドに腰かけ、聞き込みの成果をブルースに報告する。「ロドリゲスはたしかに、この部屋に泊まってたってさ。奴の写真を見せて確認してもらった。隣の部屋に泊まってる黒猫の男も、奴の顔を覚えてたぜ」

　オーナーが黒猫ということもあり、このモーテルには同じ黒猫の客がよく泊まりにくるようだ。

「隣の男の話じゃ、すっげえ怒りっぽい奴だった、ってよ。部屋でただ喋ってただけなのに、ロドリゲスがドアを乱暴に叩いてきて、『しずかにしろ、うるせえ』って怒ど鳴なられたんだって。テレビを観てるだけでも、ドンドン壁を叩かれたらしい。なんでも、『俺は耳がいいんだ』とか言ってて」

　──耳がいい。

　その言葉に、ブルースはぴんときた。

　ひとつの仮説が、確信へと変わる。

「先輩、自分の目を見てください」

　ブルースはいつものように眼鏡を外した。

「なんだ、なんだ？」と首を傾げつつも、アビーはこちらに顔を向ける。




《盗ぬすみ聞きされては困るので、こうやって説明します》




　能力を使って彼の頭に言葉を流し込むと、

「お、おう、わかった」と、アビーが頷いた。

　ブルースは話を続ける。




《ロドリゲスのΨが何なのか、わかりました》




「えっ、マジか」

　ブルースの言葉に、アビーが身を乗り出す。




《耳がいいことが、彼の能力なんです》




「……どういうこと？」

　アビーはきょとんとしている。




《【超ちよう聴ちよう覚かく】のΨをもっているんでしょう。どんな小さな音でも聞くことができる。遠くにいる人の会話まで聞き取れる。だから、警察の手が自分に迫っていることを、予め察知できたんです。そうすれば、踏み込まれる前に、逃げることができる》




　ブルースは自分の見解をすべて説明した。

　この部屋にあるテレビやラジオ、オーディオ機器の音量が、どれも最小になっていたこと。時計の電池が抜き取られていたこと。

　そして、アビーが訊き出した隣りん人じんの証言。

　ロドリゲスは異常なまでに耳がいい。だから、普通の人間では気にならない程度の生活音でも、彼にはうるさく聞こえてしまう。

　隣の部屋への態度も、そのせいだろう。能力を発動して警察の動きを警戒している最中に、隣の部屋から音が聞こえてきた。話をする声や、テレビの音が。だからロドリゲスは「しずかにしろ」と怒鳴り込んできたのだ。

　ブルースの説明に、「なるほどな」とアビーが唸うなる。

　そして、

「……いいこと考えちゃったぁ」

　悪戯いたずらを思いついた子どものような顔をした。
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　その翌日。

　──いいこと考えた。

　そんなことを言っていたアビーがブルースを連れてやってきたのは、麻薬局本部の拘置所だった。通路を挟んで牢屋がずらりと並び、取り調べを待つ犯罪者たちが拘束されている。

　その中の、ひとつの檻おりの前で、アビーは足を止めた。そこにいたのは、先日捕まえたゴロツキのひとり──鬚面の男だ。牢屋の中で寝台に横たわっている。ずいぶんと暇そうだ。

「よっ」

　と、アビーが明るく声をかけると、

「あっ、テメェ、このクソ警官が！」

　男は声を張り上げ、罵ののしってきた。

「どう？　拘置所のベッドの寝ね心地ごこちは」

　嫌いや味みな質問に、男は顔をしかめ、「最悪だぜ」と吐き捨てる。

「んじゃ、ここから出たくない？」アビーは口の端を上げた。「言う通りにするなら、取引してやってもいいけど」

「──なんだって？」鬚面の男が、アビーの言葉に食いついた。体を起こし、こちらをじっと見遣る。「なにをすりゃ、出してくれんだ？」

「ロドリゲスに連絡しろ」アビーは強い口調で告げた。

「……は？」

　押おう収しゆうした男の携帯電話を檻の隙すき間まから投げ入れ、話を続ける。「『薬がほしい』って言って、ロドリゲスの居場所を訊き出すんだ。うまくいけば、この檻から出してやるよ」

　男は合点したようだ。自分の携帯電話を受け取り、頷いた。「……わ、わかった。やってみる」

　念のため、ブルースは自分のΨを発動させ、男の心を監かん視しした。噓は吐いていないようだ。彼は本当に、ロドリゲスの居場所を訊き出そうとしている。

　すぐに男は電話を掛けた。相手に繫つながったのか、「俺だ」と答える。それから、「また無くなっちまったんだ。ちょっと分けてくれよ」と、いかにもヤク切れの演技──実際に薬が切れていたのかもしれないが──をしながら、相手の居場所を訊き出していた。

「……ああ、わかった。あとで行くから、待っててくれ」

　男はそう言って、電話を切った。どうやら無事に訊き出せたようだ。

「【ロイヤルキャッツ】っていうホテルに泊まってるらしい。８０７号室に来い、ってさ」

　男の言葉に、アビーが「よくやった」と満足そうに頷く。アビーが掌てのひらを差し出すと、男は彼に向かって端末を投げ返した。

　それを受け取ると、アビーは踵を返した。「行こうぜ、ブルース」と言いながら、後輩の尻尾を引っ張る。

　促され、ブルースもそのあとに続いた。

「──お、おい！」牢屋の鉄てつ格ごう子しにしがみつき、男がアビーを呼び止める。「ここから出してくれるんじゃねえのかよ！」

　アビーは足を止め、振り返った。

「ああ、出してやるぜ。拘置所ここからは、な」にやりと笑い、言葉を続ける。「そのあとは、刑務所行きだ」

「なっ」

　男は目を剝むいた。

「テメェ、騙だましやがったなあぁっ！」拘置所の通路に、野太い叫び声が響き渡る。

　それを聞きながら、アビーは「へっへー」と楽しそうに、肩を揺らして笑っていた。顔に似合わず、案外意地の悪い男なのかもしれない。

　さて、とアビーは意い気き込ごんでいる。「居場所もわかったことだし、さっそくロドリゲスを捕まえに行くか！」

　とはいえ、まだ問題が残っていた。

　犯人逮捕には、仲間との連れん携けい、意い思し疎そ通つうが不可欠だ。しかし、ロドリゲスのΨが見立て通り【超聴覚】であるならば、捕まえるには会話は厳げん禁きん。どうしても相手に言葉を伝えなければならない状況が発生したときのために、なにか方法を考えなければ。

「ハンドサインでも決めておきますか？」

　ブルースが提案すると、アビーは一蹴した。「そんなの、必要ないって」

「ですが……」

「オレ、そういうの覚えんの苦手だし」

「では、どうするんですか？」

「お前のΨを使うんだよ」

　アビーの軽い言葉に、ブルースはぎょっとした。

「…………今、何と？」

「お前がオレの心を読んで、お前の言いたいことを直接オレの頭に送り込めば、オレたちは喋らなくても会話ができるじゃん。サインなんか決める必要もない」

「それは──」ブルースは絶ぜつ句くした。

　──なんてことを考えるんだ、この人は。

　自ら、心を読ませようとするなんて。信じられなかった。





◆◆◆






　ホテル【ロイヤルキャッツ】は、31番通りの中心にある、古びたビジネスホテルだった。

　眼鏡を外し、軍服のポケットの中にしまう。計画通り、ブルースとアビーは声を出さないよう、頭の中の会話を試みた。Ψを使ってアビーの心をブルースが読み、またアビーの頭にブルースの考えを送り込む。




《このホテルだな》

《ええ》




　駐車場に覆面パトカーを停め、建物の中へと立ち入る。

　突然現れた２人の軍警察に、フロント係が瞠どう目もくしていた。しっ、と口に指を当てて合図を送ると、従業員たちは察したようだ。




《部屋、どこだったっけ？》

《８０７号室です》

《エレベーターで行くか》

《そうですね》




　非常階段で８階まで上がる足音を聞かれたら、ロドリゲスに怪あやしまれてしまうかもしれない。ここは普通の客を装よそおい、自然に近付いていくのが得とく策さくだろう。

　アビーがブルースの尻尾を摑み、《こっちだ》と軽く引っ張った。ブルースは頷き、彼のあとに続く。

　フロントの前にあるエレベーターに数人の客とともに乗り込み、ブルースは８階のボタンを押した。９階にはレストランがあるらしい。

　再びアビーと顔を見合わせ、手順を確認する。




《部屋に着いたら、オレがドアを蹴け破やぶる》

《はい》

《お前が先に突入しろ》

《了解です》




　エレベーターは一度、５階で止まった。両開きのドアが開き、その向こうに腰の曲がった老ろう婆ばが現れる。このホテルの宿泊客のようだ。

　狭せま苦くるしい箱が、アビーとブルース、それから老婆を含む数人を乗せ、再び上じよう昇しようしようとした──そのときだった。

「おや」老婆がアビーの顔を見上げ、会え釈しやくした。「これはこれは、軍警さん。お勤つとめご苦労さまです」




《……うわああ、マジかよ、もう！》




　アビーの心の叫びが、ブルースの中に流れ込んできた。

「ど、どーも」声をかけてきた老婆に、アビーは引き攣つった笑みを返している。心の中では頭を抱えたまま。

　今の彼女の言葉、もしかしたら、ロドリゲスの耳にも入っているかもしれない。だとすると、近付いてくる軍警の存在を、奴はきっと警戒しはじめているはずだ。




《なんてことしてくれたんだ、このバアさん！　計画が台無しじゃん！》

《落ち着いてください、先輩。なんとか誤ご魔ま化かしましょう》




　ブルースはアビーを一瞥してから、「ご旅行ですか？」と、老婆に声をかけた。

「ええ。孫がこっちに住んでいてね。ちょっと顔を見るついでに」すると、今度は老婆が尋ねる。「なにか事件があったの？」

「いえ」ブルースは首を振り、とっさに噓を吐いた。「ここのレストランで、昼食でもとろうかと思いまして。安くて美お味いしいと同僚に聞いたものですから」

「あら、そう。わたしもこれから行くところなの」

　エレべーターが、ようやく８階に到着する。扉が開き、アビーたちは降りようとした。

　それを見て、老婆が呼び止める。「ちょっと、あなたたち、レストランなら９階よ」




《いやもうマジふざけんなよババア！》




　老婆の発言にぎょっとして顔を見合わせると、アビーの口くち汚ぎたない心の声が聞こえてきた。

　彼女の言葉を無視して、２人はエレベーターから飛び出し、走った。

　さすがにロドリゲスも気付いただろう。自分を探しに軍警察がやってきている、ということに。

「くっそ」アビーは舌打ちし、今度は口に出して罵った。「あのババア、余計なことばっか言いやがってっ！」

　８階のフロアには、コの字型の長い廊下が続いている。角を曲がると、その奥の部屋から、ちょうどガウン姿の男が飛び出してきたところだった。

　黒猫の男──間違いない、彼がロドリゲスだ。

「止まれ！」ブルースは銃を抜き、構えた。「止まらないと、撃つぞ！」

　だが、ロドリゲスは足を止めない。非常階段の方向へと、全速力で駆けていく。

　──まずい。

　ブルースは顔をしかめた。

　──このままでは、逃げられてしまう。

　そのときだった。

「姿が見えればこっちのモンだ」アビーが呟き、にやりと笑った。

　彼はその場で、姿勢を低くした。まるで、獲え物ものを狩る前の肉食獣のように。瞳孔が開き、ヘーゼルの瞳が黒く染まる。




　次の瞬間──隣にいたはずのアビーの姿が、消えた。




　ブルースははっと息を吞み、慌てて視線を彷徨さまよわせた。

　いつの間にか、アビーの位置がロドリゲスのすぐ後ろに移動している。

　アビーは手を伸ばし、ロドリゲスの襟えりを摑むと、そのまま引き倒そうとした。バランスを崩しかけたロドリゲスが、両足に力を込め、なんとか踏み止とどまろうとする。相手の動きが一瞬、止まった──その隙を突き、アビーは勢いよく男の背中を蹴けり上げた。ロドリゲスの体が、ホテルの壁に叩きつけられる。ロドリゲスはよろけ、その場に膝ひざをついた。アビーは容よう赦しやなく、その顔面に拳を一発、食らわせた。
















　ロドリゲスは廊下に倒れ込んだ。痛みに悶もだえながらも、なんとか逃げようと床を這はう。

　その上に圧のし掛かるようにして動きを封ふうじると、アビーは相手の腕を捻り上げた。

　──ほんの数秒の出来事だった。

　あっという間に、アビーはロドリゲスを取り押さえてしまった。

（なんだ、今のは……）

　ブルースは呆あつ気けにとられていた。

（幻覚か？）

　まるで、アビーが瞬間移動したかのように見えた。

「はい、逮捕」

　アビーに駆け寄ったときには、もうすでに彼は、ロドリゲスに手錠を掛け終えていた。





◆◆◆






　Ψをもつ者を逮捕する場合には、逃げられたり反撃されたりしないよう、十分に注意しなければならない。無線で連絡すると、すぐに犯罪者用の護送車両がやってきた。以前と同じ、四角い形をした黒い車だ。護送係の警官がロドリゲスに鎮静剤を投とう与よするのを、ブルースは遠巻きに眺めていた。

　いつもの手続きが終わると、「んじゃ、あとはよろしく」と、アビーは警官たちに手を振った。このままロドリゲスは、Ψ専用の収監所へと連行されることになっている。

　護送車を見送り、ブルースたちはホテルの駐車場へと戻った。

「……あの、アビー先輩」先を歩く男の背中に、ブルースは声をかける。「先ほどの、あれは──」

　思い返す。ロドリゲスを逮捕した、あのとき。アビーは、20メートルほどの距離を、一瞬にして移動していた。いきなり消えたかと思えば、次の瞬間には、彼はロドリゲスを取り押さえていた。絶対に捕まらない男を、いとも簡単に捕らえてしまったのだ。

　すると、アビーは思い出したように、「ああ」と声をあげる。

「あれが、オレのΨ」

「……もしかして、【瞬間移動】ですか？」

「あー、違う違う」彼は掌を振って、笑った。「そんなすげーもんじゃないって。オレはただ、脚あしが速いだけ。【俊しゆん足そく】のΨってやつ」

「俊足？」

「そ」アビーは頷く。「オレ、めっちゃ速く走れるからさ、一瞬で移動したように見えんだよ」

　俊足──あれは、そんな可愛いものじゃなかった。目で追えないほどの速さ。とんでもないスピードだ。

　そういえば、とブルースは思い出す。アビーの、常にアクセルを踏み続ける、あの危険な運転。ただのスピード狂だと思っていたが、もしかしたら違うのかもしれない。あれは、彼にとってみれば普通のスピードなのだろう。

「だからさ、このオレから、逃げられるわけないんだって」

　どこにいるかさえわかれば、追いつけないものはない。それが、彼の力。

「……素敵な能力ですね」

　素直に、ブルースはそう思った。羨うらやましい、と。

「そうかぁ？」

「ええ、かっこいいです。自分のΨなんかより、ずっと……」

　すると、アビーは「なに言ってんだ」と笑った。

「初めての事件なのに、お前、よくやったよ」

「いえ、自分はなにも……」

「謙けん遜そんすんなって」バシッ、と尻尾の付け根を叩かれ、思わず体がよろめく。「奴の力に気付いたのはお前だろ？　それに、お前のΨがなかったら、こうしてロドリゲスを追い詰められなかったんだし」

　それからアビーは、拳でブルースの胸を小こ突づいた。

「お手て柄がらだぜ、ロジオノワ特別捜査官」

　ブルースは小さく頷いた。

　ロジオノワ特別捜査官──彼の口から出てきたその言葉は、悪くない響きだった。

　駐車場に着くと、

「お前、免めん許きよ持ってる？」

　アビーが唐突に訊いた。

「はい、一応」

　車の免許は取得済ずみだ。ブルースが頷くと、アビーはなにかを投げて寄こした。きらりと光るものが飛んでくる。ブルースは慌ててそれを受け止めた。──覆面パトカーのキーだ。

「帰りはお前が運転する？」

「いいんですか」

「安全運転で頼むぜ」

　どの口が、とブルースは吹き出した。

　運転席に乗り込み、シートベルトを締める。ハンドルを握ると、自然と唇が緩ゆるんでしまった。

　初めての、パトカーの運転。

　この組織の一員として、相棒として、認められたような気がした。

「行きますよ、先輩」

　隣の男を横目で一瞥してから、ブルースはアクセルを踏み込んだ。







　その数分後から、「ノロノロ走ってんじゃねえよ！」と助手席から野や次じが飛び続けることになる。


Continue to the next cat...
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　実際は無む能のうなくせに、自分よりも先に出しゆつ世せしていく連中を、これまでどれくらい見送ってきただろうか。

　その度に、ウィッカーシャムの心の中には彼らに対する軽けい蔑べつと、禍まが々まがしい嫉しつ妬とが渦うず巻まいていた。




　分ぶん署しよ勤きん務むの警けい察さつ官かんから、ようやく本部の所しよ属ぞくになれたのは、ウィッカーシャムが軍ぐん警けい察さつの採用試験に合格して、およそ７年後のことだった。

　軍警察警護局所属、メイ・ウィッカーシャム警護官。25歳のオールドルーキーは珍めずらしいものだった。




　実のところ、ウィッカーシャムの志し望ぼう先さきは警護局ではなく、捜そう査さ局きよくであった。

　捜査局は花形部署だ。志願者が多く、倍率も高い。選えりすぐりのメンバーで構成されている。ウィッカーシャムの持ち札では、どうしても手が届かなかった。

　それでも、目指していた本部の所属となり、彼は仕事に燃えていた。




　それから３年の間、ウィッカーシャムは死にもの狂ぐるいで働いた。

　採用試験で筆記も実技もトップ合格したポテンシャルを持ち合わせている彼は、普段の仕事ぶりだって優秀であった。射しや撃げきの腕なら誰にも負けない自信があるし、華きや奢しやな見た目に反して、武術にも長たけていた。

　だが、それでも出世は望めなかった。

　なぜなら、ウィッカーシャムには、[image: ]サイがないからだ。

　便利な能力を使える者こそ、使える人材──軍警察という組織には、そんな考えが深く根付いてしまっている。自分より劣おとっている者たちが、ただΨを使えるというだけで優ゆう遇ぐうされている。他の部署にはウィッカーシャムより年下でありながら局長を務つとめている者もいるらしいが、自分はいつまで経っても下したっ端ぱの警護官のままであった。

　Ψのない自分は所しよ詮せん、一般人と大差ない存在。同どう僚りようには雑ざつ務むばかりを押し付けられ、上司や先せん輩ぱいにも顎あごで使われる毎日だ。







　この日も、ウィッカーシャムは厄やつ介かいな仕事を押し付けられる破は目めになった。

「……殺害予告？」

　上司である警護局の局長に呼び出されたウィッカーシャムは、彼の言葉を反はん芻すうし、眉まゆをひそめた。

　デスクを挟はさんだ向かい側で、局長は頷うなずく。「そう、殺害予告。ヘレン・ワイヤーって女優、知ってる？」

「ええ、名前だけなら……」

　ヘレン・ワイヤー──テレビでその名を耳にしたことはあった。エンタメ業界に然さ程ほど興きよう味みのない自分でも知っているということは、そこそこ有名な女優だといえるだろう。

「ほら、今、マスコミに騒さわがれてるだろ？　アッシュと熱愛中とかで」

「そのようですね」

　アッシュというのは、この街の人気俳はい優ゆうだ。今やどこのニュース番組や週刊誌でも、その話題でもちきりだった。

「うちの娘、アッシュの大ファンなんだよ。軍警のコネでどうにかサインもらってきて、って頼たのまれてたんだけどなぁ」上司は小さくため息をついた。

　そんなくだらないことに軍警察局長の地位を利用するな、とウィッカーシャムはむっとした。もちろん、口にはしないが。

「あの熱愛報道で、娘もショックを受けてたよ。もう学校行きたくない、って駄だ々だ捏こねてるんだ」

　どうでもいい話をしてから、上司は本題に戻った。

「──まあ、そのヘレン・ワイヤーの元に、物ぶつ騒そうな手紙が届いてるらしい。殺してやる云うん々ぬんって」

　芸能人なのだから、妙な手紙が届くことくらいあるだろう。いちいち相手にしていては身が持たない職業だ。

　局長もまた、ウィッカーシャムと同じように考えていたようだ。「ただの悪戯いたずらだと思うんだが……」と、煮にえ切らない言葉を返す。

「実は、この女優の祖父が、軍警ＯＢのお偉えらいさんでね。可か愛わいい孫娘を守りたいから、事が落ち着くまで護ご衛えいをつけるように、とのお達たつしだ」

　なるほど、とウィッカーシャムは頷く。引退した爺じじいが圧力をかけてきたというわけか。迷惑な話である。

「そこでだ、ウィッカーシャム警護官。君に、この任務に就ついてもらいたい」

　上司の言葉に、ウィッカーシャムの黒い耳がぴくりと動いた。心の中で舌打ちする。

　なにが任務だ、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。ただ、ＯＢの我わが儘ままに付き合わされるだけじゃないか。

　だが、拒否権はない。「……承しよう知ちしました」

　いつもそうだ。普通の警護官である自分は、こういう面倒な仕事を押し付けられてばかりだった。まるで罰ばつゲームのような、誰もがやりたがらない案件。同期の特別警護官が要よう人じんの護衛に励はげんでいる裏で、自分はＯＢジジイのワガママをきくだけ。

　内心不満だらけだが、言う通りにするしかない。Ψをもたない自分には、ただでさえ普段から与えられる仕事が少なかった。上司の命令を断れば、今日は休きゆう憩けい室しつのコーヒーを淹いれる以外にやることがないのだ。

　仮に自分が担当する案件が大きな事件に発展したとしても、どこからともなく特別警護官がやってきて、「ここからは我々が引き継つぐ」などと言い出し、手柄を搔かっ攫さらっていくのが常である。

　──なにが特別だ。

　局長のオフィスを退出してから、ウィッカーシャムは顔をしかめた。

　憤いきどおりがおさまらず、白銀の髪の毛と大きな黒い耳をまとめて搔かき毟むしる。苛いら々いらした気分に呼こ応おうし、細い尻尾が左右に揺れた。

　──妙みような能力を使えるというのが、そんなに偉えらいことなのか？





◆◆◆






　ヘレン・ワイヤーの所属する事務所は、キャットランド市の一いつ等とう地ちに自社ビルを所有するほどの大きな会社だった。

　１階にいる受付嬢に軍警察ＩＤを提示すると、「６階へお進みください」と促うながされた。エレベーターに乗り、言われた通りのフロアで降りると、眼鏡めがねをかけた気の弱そうな男が待っていた。この事務所で働くマネージャーだという。

「どうぞ、こちらへ」

　ウィッカーシャムが案内されたのは、フロアの一角にある応接室だった。

　部屋の中には、ローテーブルを挟んで一対の長なが椅い子すがある。その奥の席に、若い女が座っていた。歳は二は十た歳ちそこそこ。小さく締しまった顔に、切れ長の瞳ひとみ。足を組み、退たい屈くつそうに爪をいじっている。

　──この女か。

　その顔には見覚えがあった。テレビの中とは違って化け粧しようは薄めだが、間違いなく彼女は現在売り出し中の若手女優、ヘレン・ワイヤーだ。女優なだけあってたしかに美人だが、無ぶ愛あい想そうだった。ウィッカーシャムを見ても、挨拶あいさつどころか、目を合わせようともしない。

　なんだこの女は、と瞠どう目もくする。

　高たか飛び車しやで、自己愛が強い。そんな印象を受けた。いちばん嫌いなタイプだな、とウィッカーシャムは思った。

　とはいえ、仕事は仕事だ。

「警護局のウィッカーシャム警護官です」女に向かって一礼する。「この度、事件を担当させていただくことになりました」

　すると、

「……はあ？　警護官？」ヘレンの顔が、醜みにくく歪ゆがんだ。「ちょっと、警護官ってどういうことよ」

「なにか問題が？」

　ウィッカーシャムの質問には答えず、彼女はマネージャーを睨にらみつけた。

「あたし、知ってるのよ。警護局には、警護官と特別警護官がいるんでしょ」お祖じ父いさまから聞いた、とヘレンは得意げに語る。「普通の警護官なんて、Ψも使えないし、その辺にいる一般人と変わらないじゃない。何の役に立つっていうのよ」

　女の不ぶ躾しつけな言葉に、かっと体が熱くなる。

　──この雌めす猫ねこが。

　ウィッカーシャムは奥歯を嚙かみしめ、湧わき上がる怒りをどうにか抑え込もうとした。なんとか冷静な表情を繕つくろうが、左右に大きく揺れる尻尾は苛立ちを隠かくしきれない。

「ヘレン」と小声で諫いさめてから、マネージャーは席を勧すすめた。「どうぞ、お座りください」

　女と向かい合うようにして座ると、

「事件について、詳しく聞かせていただきたい」ウィッカーシャムはさっそく本題に入った。

　ヘレンはそっぽを向いたままだ。彼女の隣に腰を下ろしたマネージャーが、代わって口を開く。

「ちょうど、２週間ほど前から、こういう手紙が届くようになったんです」

　彼は用意していた箱を開け、中から紙を取り出した。

　質しつ素そな白い封ふう筒とう。その中身は、１枚の紙。




『殺してやる』




　──そのたった一言だけが、大きく、乱らん暴ぼうに書き殴られていた。

　シンプルな文面だが、強い恨うらみが込こめられているのを感じる。

「なにか心当たりはないのですか？　誰かに恨まれているようなことは」

　ウィッカーシャムが尋たずねると、

「心当たり？」ヘレンが不ふ機き嫌げんそうに言った。「ありすぎるに決まってるでしょ。あたしを誰だと思ってんの。女優よ、女優」

　──この女、一発殴ってやりたい。

　年下の女の高飛車な態度に、いっそう苛立ちが募つのる。偉そうに。どうせたいした女優じゃないくせに、と心の中で悪あく態たいをついた。

　心の中だけでは気が済すまず、ウィッカーシャムは口を開く。「それは、申し訳ございませんでした。生あい憎にく、芸能には疎うとく、有名な女優しか存じ上げないもので」

「なっ」

　目を剝むくヘレンに、ウィッカーシャムは口を歪めた。

「あなたも女優でしたか。てっきり、マネージャーかなにかだと」

　返す言葉が見つからず、ヘレンは悔くやしそうに押し黙だまっている。しばらく無言で彼女と睨み合ってから、ウィッカーシャムはフンと鼻を鳴らした。

　やられっ放しではいられず、ついこうして言い返してしまうのは、ウィッカーシャムの悪い癖くせだった。そうとはわかっているが、その癖を直す気は毛もう頭とうない。

　勝った──と内心優ゆう越えつ感かんに浸ひたりながら、マネージャーの話の続きに耳を傾かたむける。

「こういう手紙が届き始めたのは、あの報道が出てからなんです」

「あの報道？」

「ある週刊誌に、熱愛報道の記事を書かれてしまいましてね。相手はアッシュという共演者の俳優で、一緒に食事をしているところを、パパラッチに撮とられてしまったようで」

「ああ」局長からも話は聞いていたし、その報道についてはすでに知っていたが、ウィッカーシャムはあえて知らないふりをした。「そうでしたか」

「別に付き合ってないわ」ヘレンが口をはさんだ。「ただ食事しただけよ。……まあ、アッシュのことは素敵だと思うけど」

「それ以降、こういう類たぐいの手紙が、いくつも届くようになったんです」マネージャーが、テーブルの上にいくつもの白い紙を並べていく。




『よくも裏切ったな』

『許さない』

『芸能界から消えろ』

『アッシュと別れろ』




　──といった恨み言ばかりが書かれていた。

「ずっと応おう援えんしてきた熱心なファンが、熱愛報道にショックを受けて、こんな手紙を送りつけたのかもしれません」

　なるほど、だから「裏切った」なのか。売れる前から支え続けてきたひとりの女。ファンにとっては、半ば恋人のような存在だっただろう。そんな女が、仕事を疎おろそかにして、恋愛に現うつつを抜かしている。自分以外の男と遊び回っている。ファンにとってみればそう見えるし、面おも白しろくない状況だ。ひとこと文もん句くを言いたくなる気持ちも、わからなくもない。文句にしては、少々度が過ぎてはいるけれど。

　ただの悪戯の可能性もあるだろうが、用心するに越したことはなかった。軍警ＯＢであるワイヤー氏を満足させるためにも。「身の安全のため、これから外出の際には、私が付き添そわせてもらいます」

「うそでしょ」ヘレンは目を剝いた。「最悪」

「よろしくお願いします」

　とマネージャーが頭を下げる隣で、ヘレンは頭を抱かかえている。

「こんな性格悪そうな男、絶対イヤ！」

　吐はき捨てる彼女に、ウィッカーシャムは舌打ちした。

　──それはこっちの台詞せりふだ、クソアマ。





◆◆◆






　今日は『ムービー・タレント』という月刊の映画情報誌の取材が入っているらしく、午後からインタビューとスチール撮影が行われることになっていた。撮影用のスタジオまでは、ウィッカーシャムが覆ふく面めんパトカーを運転した。警護局が所有する防ぼう弾だん仕様の要人護ご送そう用車両だが、特別に借りることができた。ワイヤー氏の影響力が窺うかがえる。

　スタジオに到着し、さっそく取材が始まった。芸能人はみな、裏と表の顔を使い分けているものだろうが、ヘレン・ワイヤーの変わりようにはウィッカーシャムも驚おどろかされた。

「よろしくお願いしまぁす！」

　先程の、芸能事務所での傲ごう慢まんな態度とはうって変わって、ヘレンはスタッフたちに愛あい想そを振りまいている。

　──この二重人格め。

　生なま意い気きな警護対象を横目で見遣り、ウィッカーシャムは眉をひそめた。

　今は護衛中のため、取材が終わるまでの間はこの場でじっと待っていなければならなかった。手持ち無ぶ沙さ汰ただが、ヘレンが笑顔でカメラに向かってポーズを取る姿を見物したいとも思わない。

　ウィッカーシャムはスタジオの片かた隅すみで、これまで届いた手紙を読み返してみることにした。マネージャーから預あずかってきたものだ。どの紙にも、殺すだの消えろだのと、物騒な言葉が並んでいる。

　どうやら、ヘレン・ワイヤーという女優は相そう当とう憎まれているらしい。

「……まあ、あの性格じゃ無理もないな」どこで敵を作っていても不思議ではない。ウィッカーシャムは独ひとり言ごち、小さく笑った。

　手紙の筆ひつ跡せきや紙質には統一感がなく、中には印字されたような文面もあった。身元を特定されないよう、あえてバラバラに変えているのだろうか。

　それから、ウィッカーシャムは脅きよう迫はく状じようや誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようだけでなく、ヘレン宛あてに届いたファンレターにも目を通した。ヘレンのマネージャーは、ファンの仕業かもしれない、と言っていた。ファンレターを調べれば、脅迫状と似たような筆跡の人物が見つかる可能性もある。

　だが、結局のところ、成果はなかった。

　本当にファンの仕し業わざなのだろうか、とウィッカーシャムは首を捻ひねる。あの脅迫状の文面には、なんとなく違和感を覚えていた。どうも憎しみが過ぎるような気がする。この一件、ファンによるただの悪戯では終わらないかもしれない。そんな予感を覚えながら、ウィッカーシャムは気を引き締めた。

　作業に没ぼつ頭とうしている間に、どうやら取材は終わったようだ。「お疲つかれさまです」という言葉がスタジオに響ひびき渡る。顔を上げると、スタッフに頭を下げるヘレンの姿が見えた。

　ヘレンはまだ若手の女優だ。マネージャーは彼女の専属というわけではなく、他にも何人ものタレントを抱えているらしい。この日も他の仕事があるらしく、ウィッカーシャムに彼女を任せて事務所へと戻ってしまった。

　マネージャーに代わって、自分がヘレンを家まで送り届けないといけない。

「帰るぞ」

　声をかけると、ヘレンは不機嫌そうな顔で後をついてきた。







　警護局の局長には『可能であれば、アッシュのサインをヘレンに頼んでほしい』と言われていたが、こんな女に頭を下げる気にはなれなかった。局長には悪いが、サインは諦あきらめてもらおう。娘がファンだろうとなんだろうと、自分の知ったことではない。己おのれのプライドの方が大事だ。

　帰りの車の中では、互いに終しゆう始し無言だった。後部座席に座っているヘレンは、スモークガラスの窓から見える景色を眺ながめている。

　しばらくして、

「──あんたさ」

　先に口を開いたのは、ヘレンの方だった。

　ハンドルを握り、前を向いたまま答える。「……なんだ」

「態たい度ど悪くない？」

　貴様が言うか、という言葉は、かろうじて飲み込んだ。

「あたしのお祖父さま、警察に顔が利きくのよ」

「そうらしいな」

「だったら、あたしの機き嫌げんを損そこねたらどうなるか、わかるでしょ？」

　ヘレンの言葉に、ウィッカーシャムはむっとする。「貴様に媚こびを売れというのか」

　死んでも御ご免めんだ、と鼻で笑う。

　今度はヘレンがむっとした。「ちょっとは態度を改めろ、って言ってんの」

　その言葉、そのまま返してやりたい。

「あんまり酷ひどいと、お祖父さまに言いつけてやるわよ」

　バックミラーに映る勝ち誇ほこったようなヘレンの顔を一いち瞥べつし、ウィッカーシャムはため息をついた。そんな脅おどしが効きくとでも思っているのだろうか、この馬鹿女は。

「好きなだけ告げ口しろ」と、吐き捨てるように答えた。

　ウィッカーシャムの淡泊な反応が気に入らなかったのか、ヘレンは「なによ、強がっちゃって」と口を尖とがらせている。

「出世できなくても知らないから」

「覚かく悟ごはしている」

　もとより出世できる身ではない。

　ヘレンの言葉を一いつ蹴しゆうし、ウィッカーシャムは告げる。「着いたぞ」

　小競り合いのような会話を繰り広げている間に、車はヘレンの自宅である高級マンションに到着した。

　ヘレン以外にも有名人が多数暮らしていることもあり、建物のセキュリティはしっかりしている。住人以外は簡単には入れない。

　地下駐車場の警備員に軍警のＩＤを提てい示じし、中へと進入する。場所が場所なだけに、駐車している車はどれも高級車ばかりだった。

　ゲスト用のスペースに車を停める。

　運転席から降り、ヘレンに声をかけた。「降りろ」

　後部座席のドアを開けると、ヘレンが足を伸ばし、地面に靴のヒールを着けた──そのときだった。

　ふと、人の気け配はいを感じ、ウィッカーシャムは振り返る。

　不意に、破は裂れつ音おんが聞こえた。

　──銃声だ。

　音がしたと同時に、ウィッカーシャムの体は動いていた。とっさにヘレンに覆おおいかぶさり、コンクリートの地面に伏せる。銃弾が二つ、車のボディに突き刺ささった。

「やだ、ちょっと、なんなの──」

　悲鳴をあげるヘレンの腕を摑つかみ、ウィッカーシャムは強く押した。「隠れていろ！」

　覆面パトカーにヘレンを押し込み、後部座席のドアを閉める。その間も、銃声は続いていた。

　──どこだ？　どこから狙っている？

　ウィッカーシャムは駐車場の柱に身を隠すと、懐ふところから銃を抜き、周囲に視線を向けた。

　だが、辺りには誰もいない。誰もいないはずの場所から、なぜか弾丸が飛んでくる。

「くそ……っ」ウィッカーシャムは舌打ちし、覆面パトカーから離れた。車に身を隠しながら移動し、応戦する。

　──どうして見えないんだ？

　ウィッカーシャムは顔をしかめた。

　──だが、誰かがいるのは確かだ。

　瞳どう孔こうの開いた瞳で、駐車場の奥を注ちゆう視しする。そこには、一いつ丁ちようの銃があった。

　ところが、人の姿はない。

　拳けん銃じゆうだけが宙に浮いていて、弾を放ち続けている。

　なんだ、あれは──ウィッカーシャムは目を剝いた。まるで、銃自身が意思をもち、こちらを攻撃しているかのようだった。

　──まさか、Ψか？

　空中を漂ただよう拳銃に狙いを定め、ウィッカーシャムは引き金を引く。

　銃声が一発。それから、

「うあ、っ」

　男の悲鳴が聞こえてきた。

　──手ごたえはあった。仕し留とめたか？

　相手の攻撃が止み、代わりに慌ただしく走り去る足音が鳴り響く。

　空中に浮いていた拳銃も、消えていた。

「……逃げたか」

　息を整えながら、ウィッカーシャムは呟いた。

　人の気配が消えたことを確認してから、ヘレンを乗せたパトカーに駆かけ寄る。

「──おい」後部座席の窓をノックし、声をかけた。「怪け我がはないか」

　ドアを開けると、青い顔をしたヘレンが弱々しく頷いた。





◆◆◆






　報告を入れたところ、上司は狼ろう狽ばいしていた。まさか本当にヘレンが襲おそわれるとは思っていなかったのだろう。すぐにワイヤー氏に連絡する、と言って、局長は電話を切った。

　いくらヘレンの自宅がセキュリティの強固な高級マンションとはいえ、奇き襲しゆうされたばかりで部屋に帰すわけにはいかなかった。いったん、どこか安全な場所に避ひ難なんしなければ。

　ウィッカーシャムは彼女を連れ、警護局の本部へと戻った。

　オフィスのある４階のフロアは閑かん散さんとしていた。局長をはじめ、警護官はほとんど出で払はらっているようだ。そういえば、今日は大きな事件が起こったばかりだった。セントラルパークの銃乱射事件。捜査局の管かん轄かつではあるが、警護局も人手を提てい供きようしているのだろう。

　だが、逆によかったかもしれない。人がいれば、皆が女優を一目見ようと騒いでいただろうし、局長は愛まな娘むすめのためにアッシュのサインをねだっていたことだろう。突然の襲撃に動どう揺ようしているヘレンの心も休まらなかったはずだ。

　ウィッカーシャムはマネージャーに報告を済ませると、近隣の分署勤務の警察官に応援を求め、ヘレンの自宅とその周辺の見回りを命じた。安全が確認できてから、彼女を自宅に帰すつもりだった。

　ヘレンは警護局のオフィスにあるソファに腰を下ろし、差し出されたコーヒーをゆっくりと飲んでいた。先程から口数が少ない。襲われたことがよほどショックだったのだろうな、とウィッカーシャムは思った。

　しばらくすると、オフィスにヘレンのマネージャーがやってきた。ひとりではなく、彼は年老いた白はく髪はつの男を連れていた。体格が良く、歳の割には背筋の伸びた、貫かん禄ろくのある老人だ。

「おお、ヘレン！」

　ソファで小さくなっている女を見つけると、老人は声をあげた。

　ヘレンの顔がぱっと明るくなる。「お祖父さま！」

　お祖父さま──ということは、この老人が件くだんの軍警察ＯＢの、ワイヤー元本部長か。

　引退したとはいえ、彼は目上の人間だ。ウィッカーシャムは念ねんのため、軍帽を取り、一礼した。

　ヘレンとワイヤーはハグを交わしている。

「撃たれたと聞いたが、大丈夫なのか？」

「ええ、大丈夫」

「かわいそうに、怖こわかっただろう」可愛い孫をいたわるように、ワイヤーはヘレンの耳を指先で撫なでた。

「平気よ」と、ヘレンは柔やわらかく微笑ほほえんだ。

　噓を吐つけ、と思う。あんなに青ざめていたくせに。

「しかし、私の孫を狙うとは、許せん奴だ」ワイヤー氏はご立りつ腹ぷくである。鼻息荒く告げる。「お前の身になにかあっては困るからな、私も早々に手を打つことにした。捜査局に優秀な男がおるんだが、そいつにお前の警護を頼んでおいたぞ。あの男に任せておけば、もう安心だ。これからここに来ることになっておる」

　……なんだって？

　ワイヤーの言葉に、ウィッカーシャムは目を見開く。

　──捜査局？　護衛を頼んだ？

　どういうことだ、と顔をしかめていると、ワイヤーはこちらに気付いた。

「ああ」ウィッカーシャムに視線を向け、等なお閑ざりに言う。「君はもういいぞ。あとは、彼に引き継いでくれ」

　──なんだ、それは。私は用無しということか？

　命がけで孫を守った男に対して、労ねぎらうどころか、「もういい」だと？

　怒りが沸ふつ々ふつと湧き上がる。

「……はい」と頷きながらも、ウィッカーシャムは眉み間けんに皺しわを寄せた。苛立ちのあまり尻尾が激しく揺れそうになり、拳を握りしめて懸けん命めいに堪こらえる。

　──このクソジジイめ。馬鹿にしやがって。人を何だと思ってるんだ。

　さすがはこの女の祖父、性格の悪さがそっくりだ。

「気を付けるんだぞ、ヘレン」

　そう言い残し、ワイヤー氏とマネージャーはオフィスを去っていった。







　ウィッカーシャムの仕事ぶりに問題はなかったはずだ。突然の襲撃にも、彼は冷静に対処し、警護対象の命を守り切った。だが、自分の働きが評価されることはない。Ψのないウィッカーシャムでは心こころ許もとないので、能力が使える他の者に任せる、という判断が下されるだけだ。

　当然、納得はいかない。それでも、自分はその決定に従うしかなかった。

　ワイヤー氏の話通り、その男はしばらくして警護局にやってきた。

「ワイヤーさんに呼ばれて捜査局から来た。ベン、って呼んでくれ。よろしくな」

　そう言って、彼は軍帽をとった。丸みを帯びた二つの耳が露あらわになる。

　その男に、ウィッカーシャムは目を剝いた。

　まず、その体格に驚かされる。ベンは長身で、肩かた幅はばも広く、体の大きな男だった。２メートル近くはありそうだ。

　さらに驚いたことに、彼は上半身裸はだかだった。裸の上から、制服のジャケットを羽は織おっている。ボタンは留とめておらず、ごつごつした胸きよう筋きんや腹ふつ筋きんが剝き出しになっていた。それだけではない。浅あさ黒ぐろい肌には豹ひよう柄がらのタトゥが刻きざまれている。

　──……こいつが、捜査官、だと？

　信じられなかった。

　啞あ然ぜんとしたまま、ウィッカーシャムは相手の顔を見つめた。男らしく精せい悍かんな顔立ちだが、顎には無ぶ精しよう鬚ひげが生えている。髪の毛も、耳や尻尾の毛並みもぼさぼさで、見るからにだらしのない男だ。どこまで軍警の風ふう紀きを乱すつもりなんだ。

　破は天てん荒こうな格好に、粗そ野やな風ふう貌ぼう。これじゃ警察というより、ギャングじゃないか。

　──こんな男が、本当に軍警察なのか？

　ウィッカーシャムは呆気にとられていたが、

「あなたが新しいボディガード？」

　ヘレンは嬉うれしそうに目を細めた。どうやら、この男のことが気に入ったらしい。「ワイルドで素敵だわ」とうっとりしている。

　下げ品ひんで粗そ野や、の間違いだろう──ウィッカーシャムは心の中で反論した。

「ありがと、子猫ちゃん」ベンは片目を瞑つむり、ヘレンに手を差し出した。握手を交わしながら、にやりと笑う。「こんな美人と毎日いっしょにいられるなんて、役得だぜ。俺が襲っちゃうかもぉ」

　男の軽口に、ヘレンも「やだぁ」と頰を緩ゆるませている。

　だらしないだけじゃなく、おまけに女好きときた。最悪だ。ウィッカーシャムは舌打ちした。こういう奴は大嫌いだ。
















「あなた、特別捜査官なのよね？　どんな力をもってるの？」

　ヘレンが訊きくと、ベンは「秘密」と一いつ笑しようした。

「えー」

「男は謎なぞがある方が魅力的でしょ？」

「いいじゃない、教えて」

　ワイヤー氏が放った最終兵器の男に、ヘレンは興きよう味み津しん々しんだ。「ねえ、お願い」と媚びるような笑みを浮かべる。

　若い女にねだられ、「んじゃ、ちょっとだけね」と、ベンは折れた。そして、ソファに手を伸ばす。

　次の瞬間、ヘレンを乗せたソファが宙に浮いた。ベンが片手で持ち上げたのだ。

「まあ、すごい！」ヘレンが声を弾はずませる。

　その横で、ウィッカーシャムはため息をついた。

　──なんだ、その程度か。

　わざわざワイヤー氏が連れてきたのだから、余よ程ほどすごいΨを使うのだろうと思っていたが、ただの怪かい力りき男おとこじゃないか。

　怒りすら覚える。こんな奴に仕事を横取りされるなんて。たかだか力が強いだけで、だらしのない、ふざけた男に。

　だが、致いたし方なかった。上の命令には逆さからえないのだから。

「──それでは」ウィッカーシャムは踵きびすを返し、２人に背を向けた。「あとは頼む」

　ところが、

「──待った」

　と尻尾を摑まれ、びくりと体が跳はねる。ウィッカーシャムは思わず「ぎゃっ」と声をあげた。いきなり他人の尻尾に触れるなんて、どういう神経しているんだ、と相手の顔をきつく睨みつける。

「どこ行くの、お兄さん」ベンが尋ねた。ウィッカーシャムの尻尾を摑んだまま、強く引き寄せる。

「どこって、決まっているだろう」ウィッカーシャムは彼の手を振り払い、答えた。「帰るんだ。今日はもう仕事がないからな」

　すると、ベンは首を傾げ、ヘレンを指差す。「この子の護衛はどーすんのよ」

「……は？」ウィッカーシャムは目を丸くした。

　──なにを言ってるんだ、こいつは。

　──この子の護衛？　どうして俺が。

「ワイヤー氏には、貴様に引き継ぐようにと言われている」

　つい先刻、護衛は解任されたばかりなのだ。自分がこの場に残っていたって、仕方あるまい。

「そうよ」とヘレンが同意した。「あなたがいるなら、この人はもう必要ないでしょ？」

「やだなぁ、ヘレンちゃん。俺を寝かさないつもり？」ベンは目め尻じりを下げ、わざとらしくにやついた。「さすがの俺でも、24時間ぶっ続けで見張ってるのはムリだから」

　ベンは胸に手を当て、ヘレンに向かって頭を垂れた。「俺たち２人の騎士ナイトが、姫様プリンセスをお守りいたします」
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　マンションの巡回が終わり、安全が確認できたとの報告を受けたときには、すでに日付が変わっていた。ベンとウィッカーシャムはヘレンを自室へと連れ帰った。

「んじゃ、俺たちが傍そばにいるから、安心して休んでちょうだいね」

　そう言って、寝室へ向かうヘレンを見届けると、ベンは我わが物もの顔がおでリビングのソファに腰を下ろした。まるで自宅で寛くつろいでいるかのように、大きく足を広げ、背もたれに体を預けている。

　いい気なものだ、と思った。捜査局も暇ひまではないだろう。銃乱射事件が起こったばかりだし、２人組の連続飲食店強盗犯はまだ捕まっていない。人手は足りないはずだ。

　それなのに、警護局の特別警護官ではなく、わざわざ捜査局のこの男に孫の護衛を命じたということは、ワイヤー氏はそれだけこの男を買っているということなのだろう。だが、見ている限りでは、それほどまでの男とは思えなかった。見た目も性格も言動も、どれをとっても浮うわついていて、いい加減だ。

　リビングの脇に直立したまま、

「……どういうつもりだ？」

　と、ウィッカーシャムはベンに問いかけた。

「なにが？」

「どうして、私を残した」

　理由を訊かなければ気が済まない。

　ワイヤー氏の一声で、この一件はすでにベンの手に渡っていた。捜査局が担当する案件となったというのに、なぜわざわざ別の部署であるウィッカーシャムを残し、合同警護の形式をとったのか。

　──それも、何のΨもない、ただの警護官である自分を。

「よほど人手不足のようだな、捜査局は」

　ベンが首を傾げる。「なんでそう思う？」

「私に手伝わせるくらいだ。無能の手も借りたい状況なんだろう？」

「別に、そうじゃねえよ。捜査局ウチは上手く回ってる」

「だったら、別の特別捜査官をつければいいじゃないか。それなのに、どうしてこの私なんだ？　情なさけか？　それとも遠えん慮りよしているのか？　なぜだ？」

　矢や継つぎ早ばやに問い詰めると、ベンは苦笑した。

「そんな怖い顔しないの。美人が台無しだぞ」

　今のウィッカーシャムに、軽口を受け流す余裕はなかった。

「ふざけるなっ！」牙を剝き出し、声を荒らげる。

　どこまで馬鹿にするつもりだ、この男は。尻尾の毛を逆立て、相手を睨みつける。

「なにを企たくらんでいるんだ、貴様は」

「別に、なにも？」

「ただの警護官である私に、力の差でも見せつけたいのか？」

　──貴様だって本当は、足手まといだと思ってるんだろう？　特別な力のない、私のことを。

　すると、

「なーんで、そんな捻ひねくれたこと考えるかなぁ」

　ベンはため息をついた。

「お前の力が必要だから、お前をここに残した。ただそれだけのことじゃねーか」

「……なんだと？」綺き麗れい事ごとを、と憤りが芽め生ばえる。「捜査局のエリート捜査官が、私なんかを必要とするはずがない」

「私なんか、ねぇ」不意に、ベンの声色が真面目なものに変わる。「勝手に僻ひがむのはいいけどな、それに気をとられて本来の目的を見失うなよ」

「……どういう意味だ」

「俺のことをどう思おうと構わねえが、協力はしてくれ、ってこと」それから、ベンはウィッカーシャムの顔を指差した。「今回の一件をいちばんよく知ってるのは、お前だろ？　当事者から詳しく話を聞いたのも、実際に事件に遭そう遇ぐうしたのも、お前しかいない。だから、ここで抜けられるわけにはいかねぇの。わかった？」

　……たしかに、彼の言う通りだ。

　予想に反して正論が返ってきたので、ウィッカーシャムは押し黙るしかなかった。

　口を噤つぐんだまま俯うつむいていると、

「お前、名前は？」ベンが尋ねた。

「メイ・ウィッカーシャムだ」

　ベンはにかっと歯を見せて笑う。「よろしくな、メイちゃん」

　その馴れ馴れしい態度に、ウィッカーシャムはぎょっとした。

「やめろ、変な呼び方をするな！」と声を張りあげてから、今度はウィッカーシャムが相手を指差す。「だいたい何なんだ、貴様のその格好は！　制服をちゃんと着ろ！」

「えー。俺、堅かた苦くるしいの苦手なんだよねぇ」

「それに、その刺いれ青ずみは──」

「ああ、これ？　潜せん入にゆう捜査してた頃の名残」

　かっこいいでしょ、と笑う男に、ウィッカーシャムは深くため息をついた。「……捜査局に、こんな奴がいるとは」

　不真面目でだらしなく、馴れ馴れしい。いちばん嫌いなタイプだ。

　ベンはすっかり打ち解けた気分でいるようで、世間話をはじめた。「そういや、メイちゃんって、いくつなの？」

「28だが」

「……あ、俺より２個上だ」

「は？」

　──年下なのか、こいつ。信じられない。あまりにも老ふけている。見た目は三十半ばの冴さえない不ふ良りよう捜査官、といったところだった。

「ほら、お前も座れよ」ベンはソファをぽんと叩いた。「今日は疲れただろ？　ゆっくりしろって」

「なにを偉そうに。ここは貴様の家じゃないだろう」

「おっ、ワインがある。一杯やろうぜ」

「やるか馬鹿！」

「──んじゃ、事件の話でもするか」ベンは唐突に話題を変えた。摑みどころのない男である。「最初から話を聞きたい。お前の見解も含めて」

　促され、ウィッカーシャムは向かい側のソファに腰を下ろし、口を開いた。「殺害予告があったのは、貴様も知っているだろう」

「ああ。ワイヤーさんに聞いた」

「これが、その手紙だ」

　２人の間のローテーブルの上に、例の脅迫状を並べていく。それらを一読し、「うっわ、怖いねえ」と、ベンは唸うなった。

「マネージャーの話では、ヘレン・ワイヤーがある俳優との熱愛を報道されてから、この手の手紙が届きはじめたらしい」

「あっ、俺それ知ってるわ！　アッシュだろ？　え、あれマジだったの？　ショックー」

「真面目に聞け！」一いつ喝かつしてから、ウィッカーシャムは話を戻す。「マネージャーは、報道にショックを受けた熱心なファンの仕業かもしれない、と言っていた。まだそうと決まったわけじゃないし、ただの悪戯の可能性だってあるが、念のために──」

「メイちゃんが、あの子を守ることになったのね？」

　そうだ、と頷く。「今日は雑誌の取材があった。スタジオでの撮影を終えて、私たちはマンションに戻った。そこで、襲われたんだ」

　辛かろうじて、警護対象は守り抜いた。

「相手は、見えなかった。拳銃だけが浮いているように見えて、こちらを狙っていた」

「Ψか？」

「そうとしか考えられない。だが、プロではなく、素人しろうとだろう。がむしゃらに撃っている感じがした」

「見えない犯人を相手に、よく守ったな。さすがは警護官だ」

　そう言われ、ウィッカーシャムは思わず息を詰めた。目を丸くしてベンの顔を見つめる。

　彼の一言は、自分がなによりも欲しかった言葉だった。仕事ぶりを評価されなくたって構かまわない。ただ、たった一言でいいから、誰かに労いの言葉をかけてもらいたかったのだ。

　胸のすくような気分がした。

「んじゃ、行きますか」唐突に、ベンがソファから腰を上げた。

「どこにだ？」

「本部」ベンは答えた。「実は、犯人の目星、ついちゃってんだ」

　そう言って、彼はおどけたように片目をつぶってみせた。
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　分署の警官を数人呼びつけ、ヘレンが眠っている間の見張りを任せると、ベンはウィッカーシャムを連れて軍警察本部へと戻った。

「エドワード・ジョンソン。黒猫の男で、歳は35歳。無職。Ψをもってる」

　犯人と思おぼしき男について、車を運転しながらベンは語った。

「どんなΨなんだ？」

「【透明になる能力】だってさ」

「透明……」

　なるほど、そういうことか、とウィッカーシャムは頷いた。

　透明になる能力──それならば、たしかに説明がつくだろう。駐車場で襲撃されたときに、相手の姿は見えず、銃だけが浮いていた。あれは、透明になった人間の仕業だったというわけか。

　だが、ひとつ疑ぎ問もんが浮かぶ。「顔が見えないのに、なぜその男が犯人だとわかるんだ？」

「防犯カメラの映像に、男の顔がしっかり映っちゃってたのよ。なんでもこの能力、肉眼では姿は見えないけど、レンズ越ごしには見えるらしいぜ」

　ベンの話によると、この男、昨日の昼頃にメインストリートの宝石店で盗みを働いたらしい。捜査局がその事件の捜査に当たっている間に、男はマンションの駐車場でヘレン・ワイヤーを襲った。

　ところが、ウィッカーシャムに反撃され、男は逃走。慌てて自宅に戻った男を待っていたのは、彼の居場所を突き止めた捜査局の捜査官たちだった。

　透明になる能力も、画面越しでは意味を為なさない。ハンディカメラを片手に、しっかり対策をとった捜査官たちによって、透明人間インビジブルマンはあっけなく逮捕されてしまった、というわけだ。

　この事件を同局の捜査官から聞いていたベンは、ウィッカーシャムの話を聞いてぴんときたのだろう。ヘレンを襲った犯人は、もしかしたらエドワード・ジョンソンなのではないか、と。そして、捜査局の連中に駐車場の防犯カメラを調べさせたところ、そこに映っていた顔は紛まぎれもなくジョンソンだった、という次し第だいだ。

　つまりジョンソンは、宝石強盗を仕出かしたその日の夜に、なぜかヘレンを襲ったことになる。脈みやく絡らくのない犯行に、ウィッカーシャムは首を捻った。「動どう機きは、何だ？」

「それは、じきにわかるさ」ベンが答えた。「助すけっ人とを頼んだから、楽な取り調べになるだろうよ」

「助っ人？」

「ああ。麻薬局に、面白い新人が入ったんだって」

　なんでも、人の心が読めるらしい。ベンはそう言って目を細めた。







　向かった先は、警護局でも捜査局でもなく、軍警察本部の敷地内にあるΨ犯罪者専用の収しゆう監かん所しよだった。

　所内の取調室のひとつ──その前の廊ろう下かで、若い男が待っていた。眼鏡をかけた、大人しそうな男だ。同じ軍服を着ているということは、彼もどこかの局に所属する捜査官なのだろう。彼は雑誌を読んでいた。表紙には『ムービー・タレント』の文字と、アッシュの写真が載のっている。ヘレンが取材を受けていた芸能雑誌の今月号のようだ。

「よう」

　ベンが手を上げ、その青年に声をかけた。どうやら、彼が例の面白い新人らしい。見たところ、地じ味みで真面目そうな男だ。面白そうなところはなにもない。

　青年はベンを見ると、慌てて立ち上がり、帽子を取った。直立の体勢で、それを胸に当てる。「麻薬局特別捜査官、ブルース・ロジオノワです」

　先輩捜査官を前にして緊張しているのか、彼の表情は硬かたかった。

「捜査局のベンだ。こっちは、警護局のメイちゃん」

「ウィッカーシャムだ」ベンの発言をすかさず訂てい正せいする。

「悪かったな、こんな時間に呼び出して」

「構いません。仕事ですから」

　ベンは顎で雑誌を指し、尋ねた。「映画、好きなの？」

「いえ」ロジオノワは首を左右に振った。「ですが、勉強しようと思いまして」

　いくつかの言葉を交わしてから、ベンが本題に入る。「さっそくだけど、こいつの取り調べを手伝ってほしい」

「了解です」

　取調室では、例の犯人──エドワード・ジョンソンが、手て錠じようを掛けられたまま椅子に座らされていた。

　ベンとロジオノワ捜査官が中へと立ち入る。ウィッカーシャムは部屋の外で、壁のマジックミラー越しに中のようすを窺った。

　デスクを挟んで犯人と向き合うようにロジオノワが座り、その傍かたわらにベンが立つ。ロジオノワが眼鏡を外したところで、

「いくつか質問がある」

　と、ベンが口を開いた。

「ヘレン・ワイヤーを撃ったのは、お前だな？」１枚の写真を机の上に置く。「駐車場の防犯カメラに、お前の顔がしっかり映ってた。メインストリートの宝石強盗もな」

　ここまで証拠が揃っていては、さすがに言い逃れはできないと思ったのだろう。ジョンソンは素す直なおに犯行を認めた。「……ただ、金が欲しかったんだ」

　彼は「借金があって」と言い訳がましい愚ぐ痴ちをこぼした。

　ジョンソンの供きよう述じゆつによると、彼は典てん型けい的てきなマタタビ中毒者で、前科もあった。精神的にも問題を抱えており、獄ごく中ちゆうではカウンセラーによる診しん療りようも受けていた。

　その頃、すでにジョンソンは薬の副作用でΨが使えるようになっていた。それが、【透明になれる】能力だ。彼を担当していたカウンセラーに捜査局が話を訊いたところ、たしかにジョンソンはカウンセリングで能力についても相談していたという。

　出所後、彼は薬欲しさに借金を繰り返した。当然、返へん済さいは滞とどこおり、ジョンソンは行き詰まっていた。心の拠より所どころだったカウンセリングにも通えなくなった。

　そして、金を得るために、彼はこの力を悪用することを思いつく。

「……宝石店に強盗に入ったはいいが、気付かれちまって、警察を呼ばれた。それで、怖くなって逃げた。たいしたものは盗めなかった」

　肉眼では見えなくとも、店の監視カメラにしっかりとジョンソンの姿が映っていたために、店員が気付いたのだった。

「どうして、ヘレン・ワイヤーを襲ったんだ？」

　ベンが問いかけると、「指示されたから」とジョンソンは答えた。

「指示？」

「女を殺すように、指示されたんだ」

「誰に？」

「知らねえ」

　鏡越しに尋じん問もんを見守りながら、どういうことだ、とウィッカーシャムも首を捻る。

「宝石店に強盗に入ったあと、部屋に戻ったら、ドアの前にバッグが置いてあってさ。中には金と銃が入ってた。メモ紙に、『ヘレン・ワイヤーを殺せば、この倍の額を渡す』っていうメッセージと、マンションの住所が書かれていたんだ」

　透明になれる力があれば、警備員の監視をすり抜けることができる。ジョンソンはマンションの駐車場で待ち伏せし、帰ってきたヘレンを襲った。つまり、ジョンソンが透明になれることを知った何者かが、彼にヘレン殺しを依い頼らいした、というわけか。

「俺はただ、言う通りにしただけだ」とジョンソンは項うな垂だれている。

　ベンはロジオノワに視線を向けた。「どうだ？」

「間違いありません。彼の言っていることは事実です」ロジオノワは力強く答えた。人の心を読めるというのは本当らしい。

　なんて便利な能力なんだ、と思った。

　こんな便利な連中がいれば、Ψのない自分なんて、どうあがいても用無しじゃないか。

　改めて思い知らされる。自分の能力が評価される日なんて、この組織に認められる日なんて、永遠に訪おとずれやしないのだと。

　マジックミラー越しに中の２人を見つめ、ウィッカーシャムは重いため息をついた。







　取り調べに協力してくれたロジオノワ捜査官とは、収監所の前で別れた。

　いつの間にか、空が白みはじめていた。ヘレンはまだ自宅で休んでいるだろう。彼女の元に戻る前に、ウィッカーシャムたちは朝食をとることにした。

　早朝から営業している食堂ダイナーに入ると、ウィッカーシャムはサンドイッチとコーヒーを、ベンはハンバーガーとチリドッグ、それからコーラを注文した。

　いくら分署に応援を頼んでいるとはいえ、一刻も早くヘレンの元へと戻るべきだと思い、テイクアウトの食事にしようとウィッカーシャムは提案した。

　だが、ベンがそれを拒こばんだ。「朝あさ飯めしくらい、ゆっくり座って食いたいね」

「そんな悠ゆう長ちようなことを言っている場合じゃないだろう。こうしている間に、もしものことがあったら──」

「大丈夫だって」

　自信満々なベンの言葉に、眉をひそめる。「どうしてそう言い切れるんだ？　根こん拠きよはあるんだろうな？」

「俺の勘かん」

　ウィッカーシャムはため息をついた。この男、どこまでいい加減なんだ。

「なにかあったときは、俺が責任取るさ」

「そういう問題じゃない」

「それに、ヘレンちゃんには５人も警官がついてるんだぜ？　心配いらねえよ」

「ただの警官がな」

　所詮、彼らはΨをもたない分署勤務の一般警察官だ。

「そういうこと言わないの」と、ベンが真面目な顔で諫いさめた。「Ψがあろうがなかろうが、立派な警察官だ。お前にだって、わかるだろ？」

「…………」ベンの試ためすような視線に、ウィッカーシャムはたじろぐ。

　──ああ、よくわかっている。自分も分署の出身だ。

　分署の警察官たちだって、仕事に手を抜くことはない。Ψをもたないために彼らは軽んじられ、見くびられることはあるが、それでも一人の警官として誇りをもって仕事をしている。

「あいつらが真面目に働いてるおかげで、俺らは自分の仕事に専念できるんだから」信頼しようぜ、とベンは歯を見せて笑う。

　この男には驚かされてばかりだ。

　どこまでも型かた破やぶりな捜査官だな、と思う。見た目も、頭の中までも。自分の上司も彼のような人間だったならば、これほどまでに自分は冷れい遇ぐうされなかったのではないだろうか。つい、そんな余計なことまで考えてしまう。

　自分の中の込み上げてくるものに表情を崩くずされそうになり、ウィッカーシャムは唇を嚙んで引き締めた。

　なにか言葉を返さなければ、と思ったところで、店員が料理を運んできた。「早く食おうぜ」というベンの一言で、ウィッカーシャムは何も言えなくなる。

　ハンバーガーを頰ほお張ばりながら、

「──あのロジオノワって奴、噂うわさ通り、面白い新人だったな」

　ベンが思い出すように言った。

「ああ」青年の顔を思い返し、ウィッカーシャムは頷いた。「便利な力だ」

　人の心を読む能力──羨うらやましいと思わずにはいられない。

「ま、その分、いろいろ大変だろうけどさ」

「そうか？」

「人の心を読めるって、いいことだけとは限らないだろ」

　ウィッカーシャムは「私にはわからないな」と呟くように答えた。

　──Ψがほしい。

　ただ、それだけだった。才能への底知れない渇かつ望ぼうが、自分の心には濁だく流りゆうのように渦巻いている。どんな不利益を被こうむろうと、Ψさえ手に入るならば構わないとすら思っていた。

　あの男──エドワード・ジョンソンのことが、ふと頭を過よぎる。

　彼の話を聞いて、ウィッカーシャムは腹が立った。せっかくの能力を、強盗や殺人に使うなんて。それも、借金返済なんかのために。

　あんなくだらないことに使うくらいなら、私に寄こせ──そんなことを思った。神はどうしてあんな奴にΨを与えたのだろうか。この私ではなくて、と。

「……Ψがないことは、才能がないのと同じことだ」

　思わずこぼれた言葉に、自分でも驚いた。無意識のうちに本音を吐と露ろしてしまったことが気き恥はずかしくなり、ウィッカーシャムは目の前のサンドイッチに牙きばを立てた。

「そんなことねえよ」とベンは笑い飛ばす。

「いや、そういうものだ。捜査局の連中だって、全員がΨの能力者なんだろう？」

「まあ、たしかに、そうだけどさ」ベンが苦笑を浮かべた。

　ほら見ろ、と思った。捜査局は、才能のない奴は雇やとわない。

「でも、みんな優秀だぜ？　能力のあるなしは関係なく、いい捜査官しか集めてねえよ」

　自じ慢まんか、と顔をしかめたくなった。遠回しに自分もいい捜査官だと言いたいのか。

「メイちゃん、捜査局に興味あんの？」コーラの瓶びんを呷あおりながら、ベンが尋ねた。

　ウィッカーシャムは「まあな」と正直に頷いた。

「……以前は、そう思っていた」

　今はもう、諦めかけている。

「上司に掛け合ってみればいいじゃねえか。ウチだって人手は欲しいし、警護局の局長のお許しが出れば、移れるかもしれねえぜ」

「無む駄だなことだ」淡い期待を一蹴する。いくら捜査局が人手を欲しがっていようと、無能な自分にお声が掛かることはないだろう。

　ベンはハンバーガーを平らげ、チリドッグに手を伸ばした。豪ごう快かいな食べっぷりだった。見かけに違たがわず、よく食べる男だ。

　一足先に食べ終えたウィッカーシャムは、コーヒーを飲みながら、ヘレンの番号に電話をかけた。報告も兼かねた、念のための生存確認だ。すでに起きていたようで、相手はすぐに出た。『……もしもし？』

「ウィッカーシャムだ」

『ああ、なに？』

「これからそちらに戻るが、変わりはないか？」

『別に』不機嫌そうな声が返ってくる。

「貴様を襲った犯人はわかったぞ」

『……うそ、本当？』ヘレンの声が少しだけ明るくなる。

「今は軍警本部に拘束されている」

『それじゃ、もう安全なのね』

　声を弾ませるヘレンに、「話は最後まで聞け」と、ウィッカーシャムは鋭するどい声で告げた。

「その男に金を払い、貴様の暗殺を依頼した奴がいる。そいつを捕まえるまでは危険だ。今日は大人しくしていろ」

『……はあ？　冗談じゃないわ。あたし、夕方から出掛けなきゃいけないのよ』

　ヘレンの返事に、なにを言ってるんだ、と顔をしかめる。「聞いていたのか？　貴様はまだ命を狙われているんだぞ」

『そんなこと言われたって、今日は大事なパーティがあるんだもの』

「パーティ？」

『そう。映画の完成記念パーティ』

「そんなもの、断ればいい。命より大事ではないだろう」

『馬鹿じゃないの。ヒロイン役が出ないわけにはいかないでしょ』

　ヘレンは頑がん固こで言うことをきかないし、かといって職務上ウィッカーシャムが折れるわけにもいかない。どちらも一歩も引かず、「行く」「行くな」の言い争いを続けていたところ、不意に向かい側から太い腕が伸びてきた。

　ベンが携帯電話を摑み、ウィッカーシャムの手から奪い取る。

「──あ、もしもし？　ヘレンちゃん？　俺だけどさ」彼は端末を自分の耳に当て、ヘレンに声をかけた。「そのパーティ、俺らも出ていい？」

「……は？」ウィッカーシャムは目を丸めた。

　ベンは構うことなく、ヘレンを相手に話を進めている。「会場どこ？　ドレスコードある？」

「おい、待て。なにを馬鹿なことを言ってるんだ、貴様は」

「パーティの間、俺たちがヘレンちゃんの傍についてるから」ベンはにやりと笑う。

　今度はなにを企んでいるのだろうか、この男は。







　どうして、こんなことになったんだ──予想外の展開に、ウィッカーシャムは頭を抱えていた。

　窓ガラスに映る自分の姿にため息をつきたくなる。黒のタキシードに、同じ色の蝶ちようネクタイ。白はく銀ぎんの髪の毛は軽く後ろに撫でつけている。普段の軍服とは違う格好は、いつまで経っても落ち着かなかった。「……なぜ私たちまで、めかし込まなきゃいけないんだ」

「今夜はお祭りなんだぜ？　軍服の男が張り付いてたら興きようざめじゃねえか」

　隣に立つベンは白いタキシードを身にまとっている。浅黒い肌とのコントラストが鮮あざやかだ。彼のがっしりとした体型には、礼服がよく馴な染じんでいた。ぼさぼさだった髪や耳の毛も、今はワックスで整えられている。

「この服、本当に経けい費ひで落ちるんだろうな？」

　パーティのためにタキシードも新しん調ちようした。安月給の平ひら警護官には痛い出費だ。

　じろりと睨むと、ベンは豪ごう快かいに笑う。「大丈夫、大丈夫。ちゃんと落としてみせるぜ。経けい理りの子、俺に気があるからさ」

　警備員にＩＤを提示してマンションに入り、警護対象の部屋へと向かう。インターフォンを鳴らせば、ドレスアップしたヘレンが出迎えた。白いマーメイドドレスを身にまとい、長い髪をひとつにまとめ上げている。尻尾の先は煌きらびやかなリボンで飾られていた。

　ヘレンはベンを見るやいなや、「まあ、素敵！」と声を弾ませた。

「すごく似合ってるわ、ベン」

「惚ほれ直しちゃった？」

「ええ」ベンの軽口に笑顔で答えてから、ちらりとウィッカーシャムを見遣る。「……あんたも、まあ、悪くないんじゃない」

　ふん、と鼻で笑い飛ばし、ウィッカーシャムは眉を顰ひそめた。この女に褒ほめられたところで、嬉しくもなんともない。

「そうそう、ヘレンちゃんにプレゼントがあるの」

　そう言ってベンが取り出したのは、大きなダイヤをあしらったネックレスだった。いつの間に用意したんだ、とウィッカーシャムは驚いた。粗野な顔に似合わず、まめで気き障ざな奴だ。

「君に似合うと思ってさ」ベンはそう言いながら、ヘレンの細い首にネックレスをつけてやった。

「すごくきれい。ありがとう、ベン」

「肌身離さずつけててね」

　ベンはヘレンに手を差し出した。彼女を優雅にエスコートしながら駐車場まで連れて行き、防弾仕様のリムジンに乗せる。この車も警護局が所有するもので、本来ならば王族や政治家の護送用車両なのだが、ワイヤー氏の名前を出すと簡単に借りることができた。

　運転手はベンが務つとめた。後部座席に座るヘレンの隣で、ウィッカーシャムは会場周辺の地図を広げる。不測の事態が起こったときのために逃走経路を確認しておくことは、警護の基本だ。

　頭の中に地図を叩き込んでいると、あっという間に目的地に到着した。

　車を乗りつける場所から会場までは、およそ数十メートルの距離がある。レッドカーペットが敷しかれ、道を挟む両脇の柵さくの向こうには、スーパースターたちを一目見ようと駆けつけたファンがひしめき合っていた。

　この道を通らなければならないのか、とウィッカーシャムは眩暈めまいがした。こんなオープンな空間を愛想を振りまきながら歩くなんて、「どうぞ狙ってください」と言っているようなものじゃないか。

　リムジンを停め、

「さあ、行きましょうか、お姫様」

　一足先に降車したベンが、後部座席のドアを開けた。

　ベンに促うながされ、ヘレンが車を降りた瞬間、眩まばゆいフラッシュが襲い掛かってきた。待機していた報道陣たちが、ヘレンの美び貌ぼうを収めようと、何度もシャッターを切っている。

　会場の警備員に促され、先へと進む。

　ヘレンはレッドカーペットを歩きながら、時折ファンの呼びかけに応え、手を振っていた。ウィッカーシャムとベンは、その傍らにぴったりと張り付いたまま、彼女の両脇をかためる。
















「気を抜くなよ」と、ウィッカーシャムは周囲に目を光らせながら、ヘレンに耳打ちした。「どこから狙ってくるか、わからないからな」

「おいおい、そんなに脅すなって」ベンは苦笑し、ヘレンに向かって優しく微笑む。「大丈夫、大丈夫。心配いらないからね」

　なにを無責任なことを、と呆れてしまう。

「ヘレンちゃん」今度はベンが、彼女に耳打ちする。「笑顔、笑顔」

「ええ」と、ヘレンは頷いた。

「メイちゃんもね。笑顔、笑顔」

「ふざけるな」

　──会場の扉まで、あと、10メートルほど。

　道の途中で、テレビカメラとインタビュアーが待ち構えていた。どこかのテレビ局の取材らしい。めかし込んだ女性アナウンサーが、マイク片手にヘレンを呼び止めた。

　軽く受け答えを済ませ、ヘレンは再び歩き出す。

　──あと、５メートル。

　大勢のファンが、ヘレンの名前を叫んでいる。懸けん命めいに手を振り、ペンや色紙をヘレンに向かって差し出している。ヘレンは足を止め、数人のサインに応じた。

　──そのときだった。

　ウィッカーシャムは気付いた。ヘレンにサインをもらっている幸こう運うんなファンの隣で、男がパーカーのポケットに手を伸ばしていた。

　ぎらりと光るものが見える。

　──ナイフだ。

　ウィッカーシャムはとっさに動いた。ヘレンの体を押し退のけ、その前に躍おどり出る。と同時に、男の腕を手しゆ刀とうで叩き、そのまま捻り上げた。小さな果くだ物ものナイフが、レッドカーペットの上に転がる。

　場が静まり返り、一拍置いて、周囲から悲鳴があがった。

　ウィッカーシャムは上から圧のし掛かり、男を地面に押さえつけた。背後では、ベンが守るようにヘレンの体を抱きしめている。

「……あんただったの」男を見下ろし、ヘレンが口を開いた。「あたしに、あんな手紙を送りつけたのは」

　嫌悪や憎しみを滲にじませた声こわ色いろだった。

「だって、キミが悪いんだよ！」あんな男と付き合うから、と男は喚わめいている。アッシュのことだろう。「ひどいじゃないか、ヘレン……こんなに、愛していたのに、僕がいちばん応援してきたのに……」

　馬鹿じゃないの、とヘレンは一蹴した。よほど腹が立ったのか、テレビカメラの前だというのに「この×××野郎！」と放送禁止用語を吐き捨て、男の尻尾をヒールで思い切り踏みつけた。男が痛みに悶もだえる様をひと睨みしてから、ドレスの裾を翻ひるがえして踵きびすを返した。彼女の肩を抱き、ベンが建物の中へと連れていく。

　その姿を見届けると、ウィッカーシャムは自分の仕事に移った。男の細い手首に手錠をかけ、体を引っ張り上げる。男は抵抗する気を失い、おとなしくなっていた。

　その胸むな倉ぐらを摑み、ウィッカーシャムは顔を寄せる。「ひとつ、教えてやる。あの熱愛報道はガセだ」

「え……」男が顔を上げ、見つめ返してくる。

「だからといって、貴様にはチャンスはない」ウィッカーシャムは吐き捨てるように告げた。

　貴様とあいつでは、もっているものが違う。住む世界が違う。まったくもって、別の人種なのだ。

　この男を見ていると、なぜか無む性しように苛立った。

　──なにが、キミが悪い、だ。

　甘えるな。自分の至らなさを、他人のせいにするな。ヘレンを恨むのは筋違いだということに、なぜ気付かないんだ。

「……何の才能もない、ただの一般人に生まれてきた自分を恨むことだな」

　誰に向けた言葉なのか、自分でもわからなかった。

　ウィッカーシャムの容よう赦しやない言葉に、男は項垂れ、嗚お咽えつを漏らしはじめた。





◆◆◆






　現行犯逮捕した例の男を護送車に詰め込み、護送係には留置場まで運ぶよう命じた。本来ならばすぐに取り調べに移りたいところだったが、麻薬局のロジオノワ捜査官が他の局に駆り出されていたので、彼の体が空くまで待つことになった。それに、パーティはまだ続いている。２人は当初の予定通り、ヘレンの付き添いを続けることにした。

　映画の試写会が終わり、パーティが始まる。会場は広々としたホールへと移った。およそ３００人あまりの関係者が悠ゆう々ゆうと入ってしまうほどの大きな部屋で、天井からは豪ごう華かなシャンデリアが吊つり下がり、ドレスアップしたセレブたちを鮮やかに照らし出している。

「犯人も捕まったことだし、これでようやく安心してパーティを楽しめるわね」と、ヘレンはご機嫌だった。

　彼女は軽やかな足取りでパーティ会場を歩き回り、顔見知りを見つけては愛想を振りまいている。中年の女に笑顔を向けたかと思えば、その直後には、タキシード姿の２人組の男と話し込んでいた。

　その２人組の片方には、見覚えがある。アッシュだ。熱愛報道が出るだけあって、ヘレンとも仲なか睦むつまじそうに見えた。もうひとりは黒猫の男だったが、テレビで見かけるような顔ではなかった。裏方の人間だろうか。黒猫の客はこういう場には珍しいので、妙に浮いている。

「──あっ」隣で待機していたベンが声を弾ませ、会場の一角を指差した。「俺、あの女優のファンなんだよ。ちょっと声かけてくる」

「おい、遊びに来たんじゃないんだぞ」

　そのまま人ごみの中へと消えていったベンに、ウィッカーシャムはため息をつく。仕事中に女を口く説どくな、と一喝してやりたいところだが、もう放っておくことにした。

　この会場の中は、関係者しか入れない。外にいるよりも安全だ。それに、ヘレンを襲った犯人はすでに逮捕されている。

　──そうだ。たしかに、あの手紙の送り主は捕まった。

　だが、なにかが引っかかる。ウィッカーシャムの心の中には、未だに靄もやがかかったままだった。

　──なんだ、この違和感は？

　業界人への挨拶回りに忙しいヘレンを視界に捉とらえたまま、ノンアルコールのドリンクを片手に、ウィッカーシャムは事件について考え直した。

　あの嫌がらせの手紙の一部を思い出す。




『芸能界から消えろ』

『アッシュに近付くな』

『殺してやる』




　どうにも、ヘレンのファンが書いたとは思えなかった。ずっと彼女を応援してきた、という愛が感じられないのだ。

　愛というより、むしろその逆だ。文面からは禍々しい感情が見え隠れしている。怒りや憎しみ、強い嫉妬──どす黒い色が読み取れた。

　もしかしたら、と思い至った、そのときだった。ヘレンが動いた。きょろきょろと辺りを見渡し、裏口へと通じる廊下に向かっている。

　ウィッカーシャムはすぐに彼女を追いかけ、

「──おい」腕を摑み、呼び止めた。「どこに行く気だ？」

「どこって、化粧室よ」

　というヘレンの答えに、

「……そうか」ウィッカーシャムは頷き、ぱっと手を離した。たしかに、この通路の先には化粧室が設けられている。

「トイレまでついてくるなんて、野暮なこと言わないわよね？」

「早く戻ってこいよ」

　ヘレンはドレスの裾を翻し、ウィッカーシャムに背を向けた。







　それから15分が経っても、ヘレンは戻ってこなかった。女は時間がかかるということはわかっているが、これはあまりにも遅すぎる。

　──まさか。

　あの女、噓を吐きやがったのか？

　会場を見渡し、くまなく探し回ったが、やはりヘレンの姿はなかった。おまけにベンも消えている。

　まったく、と苛立ちのこもった息を吐き出す。

　──どこに行ったんだ、あいつらは。

　そのとき、懐の携帯電話が震えた。誰かが電話をかけてきたようだ。静かな廊下へと移動し、通話ボタンを押す。「ウィッカーシャムだ」

『助けて！』

　聞こえてきたのは、ヘレンの声だった。

「おい、今どこにいるんだ」

『さっき、アッシュに誘さそわれたの。２人でパーティを抜け出さないか、って。だから、裏口から外に出たんだけど』

　冗談だろ、とウィッカーシャムは天を仰あおいだ。この女やはり、噓を吐いていたのか。トイレに行くふりをして、裏口から逃げたのだろう。

『歩いてたら、男に襲われて』

「なんだと──」

　襲われた、だって？

　ウィッカーシャムはぎょっとした。

『慌てて逃げたの。そしたら、知らない女がいて──』

「女？」

『その女に、なにかされたみたいで、脚が動かないのよ！』ヘレンは涙なみだ声ごえだった。

　彼女の話によると、見知らぬ女に声をかけられた瞬間、勝手に足が動き出したのだという。どこかの建物の部屋に入ったところで、今度は両足が動かなくなったらしい。

『動けないから、逃げられなくて──』

　足は動かないが、電話をかけることはできるのか。つまり、下半身の自由だけが利かないという状況なのだろうか。

　ウィッカーシャムは首を捻った。いったい、彼女の身になにが起こってるんだ？

『お願い、助けて』

「どこにいる？　目印になるようなものはないか？」

『この辺は詳しくないから、わからないのよ。どこかの建設現場みたいだけど……』しばらく沈ちん黙もくしたあとで、ヘレンは付け加えた。『なんだか、香こう辛しん料りようの匂においがするわ』

「すぐに行く」

　ウィッカーシャムは裏口へ向かい、会場を飛び出した。





◆◆◆






　ヘレンから目を離したのはたったの15分程度だ。女の足なら、そう遠くへは行ってないだろう。

　車の中にいる間に、会場周辺の地図を頭に叩き込んでおいた。香辛料の匂いがするような店は、徒歩15分圏けん内ないに１軒だけ。雑ざつ居きよビルの１階にカレー屋が店を構えている。その隣の建物は、建設中だ。ウィッカーシャムは真っ先にそこへ向かった。グレーのシートに覆われた建物──立ち入り禁止の看板を無視し、中へと足を踏み入れる。顔の前で銃を構えたまま、突とつ入にゆうした。

　中はがらんとしていて、足場だけが組まれた空間が広がっている。

　──その中央に、ヘレンがいた。

「た、助けて……っ」

　彼女は小さな台の上に乗り、上から吊り下がったロープの輪を、その細い首にかけていた。まさに、首を吊って自じ殺さつする直前、という姿だ。

　そんな彼女のすぐ傍に、誰かが立っている。背が高く髪の短い女で、ヘレンと同じくドレスを身にまとっていた。右手には、拳銃を握っている。ウィッカーシャムを一瞥し、「やだわ、余計なものが来ちゃった」と肩をすくめた。

　その女は、ヘレンの乗った台に足を掛け、今にも蹴り倒そうとしていた。

「おい、やめろ！」

　ウィッカーシャムが叫ぶと、女は目を細めた。ぞっとするような笑みだ。

「やめないわ」女がヘレンをぎろりと睨む。「この女、邪じや魔まなの。早く消さなきゃ。私のアッシュが迷惑してるから」

　私のアッシュ──女の言葉を聞いて、ようやく腑ふに落ちた。

「……なるほどな」

　どうにか相手の気を引こうと、ウィッカーシャムは口を開く。

「やっぱり、そうだったか。おかしいと思っていたんだ。ヘレンのファンにしては、殺意の度が過ぎてるからな」

　ヘレンを殺させないよう、こちらに注意を引きつけなければ。ウィッカーシャムは言葉を続ける。「男の方のファンの仕業だったか。女の嫉妬は恐い」

「私はファンじゃないわ。彼の恋人よ」

「そんなの、ただの妄もう想そうだろう」

　所詮、スターストーカーの妄もう言げんだ。

　すると、女はむきになって反論した。「違うわ。事実なのよ。彼は私に、なんでも悩みを打ち明けてくれる。すべての秘密を話してくれる。恋人だからこそ、心を開いてるの」

　それから女は、ヘレンに顔を向けた。

「彼は、あなたとのスキャンダルで心を病やんでいたわ。あなたに言い寄られたせいでマスコミに騒ぎ立てられて、とても苦しんでた。かわいそうなアッシュ。あなたさえいなくなれば、彼は解放される。だから、あなたを消すことにしたの。最初は、他の奴を使って襲わせたけど、どれも役に立たない奴らばかりだった。悪運の強い女ね」

　そう言って、女は赤い唇を不気味に歪める。

「だけど、それでよかったわ。今日のパーティで、アッシュにすり寄るあなたの姿を見てたら、私の手で殺してやりたくなった」

　よほどヘレンが憎いのだろう。女は忌いま々いましげに顔をしかめると、垂れ下がったヘレンの尻尾を乱暴に摑んだ。

　痛みに悲鳴をあげる彼女を見遣り、満足そうに嗤わらう。「あなたには、ここで自殺してもらうわね。芸能活動を苦に、首吊り自殺。珍しい話じゃないけど、ファンも同情してくれるんじゃないかしら」

　ヘレンの乗った台に、再び女は足を掛けた。

「動くな！」ウィッカーシャムは声を張りあげ、一歩前に踏み出した。銃口を女に向け、距離を詰めていく。

　女とヘレンまでは、あと５、６メートル。

「それは私の台詞よ」女がこちらを睨んだ。「それ以上、近付かないで」

「な──」

　ウィッカーシャムは驚き、目を見開いた。

「なんだ、これは……」

　突然、足が動かなくなった。

　前に踏み出せない。どんなに力を入れても、ぴくりとも動かない。まるで、下半身の感覚がなくなってしまったかのようだ。

　──やはり、この女、Ψの能力者か。

　先刻、ヘレンは言っていた。足が急に動いたり、動かなくなったりした、と。どういう力なんだ？　相手の足を思うように動かせるのか？

　くそ、と悪態をつく。どいつもこいつも、妙な力を使いやがって。

　前には進めない。だが、上半身は自由が利く。両手は動かせる。ならば、十分戦える。

「銃を捨てて、ヘレンから離れろ」ウィッカーシャムは引き金に指をかけた。「従わなければ、撃つぞ」

「私を撃っちゃ駄だ目めよ」女は笑った。命令に従う気はなさそうだ。

　かまうものか、と思った。実力行使に出るしかない。躊躇ためらうことなく、ウィッカーシャムは引き金を引いた。

　銃声が三度、鳴り響く。

　──ところが、弾はすべて外れた。

　信じられなかった。

「……どうなってるんだ」啞然として、その場を見つめる。

　ウィッカーシャムは女の足を狙って撃った。射撃の腕には自信がある。この程度の距離で外すわけがない。

　だが、女は無傷だ。

「どういうことだ、これは」

　狼狽するウィッカーシャムを前にして、女は高笑いをあげている。

「催さい眠みんをかけたのよ。私を撃たないように」

「……催眠、だと？」

「そう、これが私の能力。相手に催眠をかけて、10分の間、私の思い通りに動かすことができるの。10分もあれば、この女なんて簡単に殺せる」

　女が得意げに語る。勝ち誇ったようなその笑みが気に食わず、ウィッカーシャムは舌打ちした。

　相手に催眠をかけて、思い通りに動かす──なんて厄介な力だ。

　──発動条件は、なんだ？

　ウィッカーシャムは自問した。

　──今、どうして私は、催眠をかけられたんだ？

　女が命令を口にしたとき、ウィッカーシャムの方に顔を向けていた。こちらの目を見み据すえていた。

　もしかしたら、彼女の顔を──目を見ると、催眠にかけられてしまうのだろうか。それが、発動条件のひとつか。

　女は言った。『それ以上、近付かないで』──それから、『私を撃っちゃ駄目よ』と。

　ウィッカーシャムの体は、まさに催眠術にかかったかのように、この二つの命令に忠実に従っている。両足はどうやっても動かせないし、女の体を狙って撃ったはずの弾丸は、ことごとく外れた。

　これが、この女のΨの力か。

　──どうする？　どう戦えばいい？

　自問し、考えを巡らせる。

　──なにかいい方法はないか？
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　次の瞬間、女が台を蹴り飛ばした。足場を失い、ヘレンの両足が宙に浮いた。吊るされたロープが、彼女の首を絞めつける。

　私を撃っちゃ駄目よ──女の言葉が頭を過よぎる。

　そうか、と閃ひらめいた。

　この女は撃てない、ならば──




「──貴様以外は撃てるんだな？」
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　ウィッカーシャムは銃を構え直した。

　狙うは、天井から吊るされたロープ。ヘレンの首に繫がっているその一筋に照しよう準じゆんを合わせ、引き金を引く。

　見事、弾は命中した。弾丸に撃ち抜かれ、ロープが千ち切ぎれた。支えを失ったヘレンの体が、どさりと床に落ちる。

「ヘレン、逃げろ！」ウィッカーシャムは叫んだ。

　すでに10分は経過している。彼女にかけられた催眠は、とっくに覚めているはずだ。

「そいつの顔を見るな！　そのまま逃げろ！」

　首元を押さえて咳せき込んでいるヘレンに、「早く！」と声を張りあげる。

　ヘレンは頷いた。首にかかった縄を放り捨て、走り出す。

「待ちなさい！」女が銃を構え、走り去るヘレンの背中を狙った。

　──そうはさせない。

　ウィッカーシャムは引き金を引いた。女を撃てないなら、武器を狙えばいい。弾丸は女の拳銃に命中し、ヘレンを襲う弾はうまく逸それた。銃はそのまま弾き飛ばされ、地面を転がる。女が銃を拾っている間に、ヘレンは姿を消していた。

　なんとか彼女を逃がすことはできた。

　だが──

「……よくも、邪魔してくれたわね」

　しんと静まり返った空間に、憎しみのこもった声が響きわたる。女の銃口は、今度はウィッカーシャムに向けられていた。

　依い然ぜんとして、自分の足は動かないままだ。

　──何分経った？　あと何分でこの呪じゆ縛ばくは解けるんだ？

　ウィッカーシャムの頰を、冷や汗が伝っていく。

「目め障ざわりよ……死んで」

　女が引き金を引いた。何発も、繰り返し、繰り返し。銃声が鳴り続けた。

　くそ、とウィッカーシャムは顔をしかめる。催眠は未だ解けない。足は動かない。避けられない。

　襲いくる弾丸に、終わりだ、と思った。両耳を伏せ、目を閉じようとした。

　そのときだった。




「……なによ、これ」




　女が驚きの声をあげた。

　ウィッカーシャムも、目の前の光景に驚きよう愕がくする。

　──弾が、届かない。

　空を切り裂き、ウィッカーシャムめがけて突き進んでいた五つの鉛なまりの弾が、ぴたりと動きを止めたのだ。

　信じられない。弾丸が、宙に浮いている。

　さらに、その弾はひっくり返り、逆方向に先せん端たんを向けた。やがて、止まっていた銃弾が、再び動き出す。今度は女を狙って。

　五発の銃弾は自由な軌き道どうを描きながら、女の体に襲い掛かった。二発はその右足、もう二発は左足を掠かすめて女の動きを封じ、最後の一発はまるで栓せんをするかのように女の拳銃の銃口へと収まった。

　女は地面に倒れ、痛みに悶え苦しんでいる。そのせいか、どうやら催眠も解けたらしい。体から力が抜け、ウィッカーシャムはその場に尻しり餅もちをついた。

　──しかし、いったい何だったんだ、今のは。

　呆気にとられていると、

「エリザベス・ミラー、脅きよう迫はく及び殺人未み遂すい容よう疑ぎで逮捕する」

　男の声が聞こえてきた。

　突然、何者かが現れた。

　──ベンだ。

　見れば、周囲に数人の捜査官が立っていた。その中にベンの姿があった。いつの間に、とウィッカーシャムは目を見張る。

　捜査官たちは女をすばやく取り囲んだ。手錠をかけ、目隠しをすると、そのまま連行していった。洗せん練れんされた動き。手際の良さ。おそらく、彼らは捜査局の連中だろう。

　その場にはベンだけが残り、「メイちゃん、大丈夫？」と、彼は手を差し出してきた。

「……ああ。問題ない」大きな掌てのひらを摑み、ウィッカーシャムは腰を上げる。「ヘレンは？」

「無事だぜ。外で、捜査局ウチが保護してる」

　よかった、と息を吐いてから、

「おい」ウィッカーシャムは尋ねた。「さっきのは、お前の仕し業わざか？」

　まるで超常現象だ。銃弾が空中で止まり、さらに、女に襲い掛かったのだ。

「まあね」

「どういう能力なんだ？」

「【念力サイコキネシス】だよ。物体を自在に操あやつれるんだ」

「……念力？　それじゃあ、あれは──」

　ベンは以前、能力を披ひ露ろうするときに、ヘレンをソファごと軽かる々がると抱え上げていた。てっきり、怪力の類の能力かと思っていたが、実のところは念力を使ってソファを宙に浮かせていた、ということか。

「他にも、こんな風に──」と言って、ベンは実演してみせた。懐から取り出したのは、軍警が支給している護身用のナイフだ。彼はその刃やいばを、手で触れずに捻ねじ曲げてみせた。

「どんなに硬いものでも、形を変えられるし」

　元の形に戻したナイフを、ベンは壁に向かって投げた。途中でナイフはぴたりと止まり、宙に浮いていた。

「止めたり動かしたり、進む方向を変えたりもできる」

　ナイフの切っ先が反対を向き、ベンめがけて飛んできた。彼はそれを受け止め、刃を折りたたむと、再び懐にしまい込んだ。

　まるで手品みたいだ。

「……ただの馬鹿力じゃなかったのか」

　同時に、納得がいく。だからワイヤー氏は、この男に大事な孫の護衛を頼んだのか。

　どんな武器で狙われようが、どこから狙撃されようが、この男の能力の前では無駄なことだ。ナイフで刺そうとしても刃を捻じ曲げられ、銃で撃っても銃弾はすべて止められてしまう。これほど頼りになるボディガードはいないだろう。

「──そういえば、お前、どうしてこの場所がわかったんだ？」

　ふと、ウィッカーシャムが尋ねると、

「ネックレスに発信機を仕掛けておいた」ベンはいたずらっぽく笑って答えた。

　ネックレス──ウィッカーシャムははっとした。今日、彼がヘレンにプレゼントしていた、あれか。

「俺らがずっと彼女の傍についてたら、犯人も警戒して寄ってこないだろう？　彼女から離れる必要があったんだ」

　どうやらこの男、最初から気付いていたようだ。犯人は別にいる、ということに。

「まさか……ヘレンをわざと泳がせて、囮おとりにしたのか」

「ヘレンちゃんには協力してもらったの。なにがあっても絶対に助けるから、俺らを撒まいて会場を抜け出してくれ、ってね」

　知らなかった。

　──ヘレンが協力した？　囮役を？

　パーティの最中、彼女はずっと笑顔を絶たやさなかった。犯人に狙われるとわかっていたはずなのに、怯え、周囲を気にするような素そ振ぶりは、まったく見せていなかった。ただ、上機嫌に社交場を楽しんでいるかのように見えた。

　あれはすべて、彼女の演技だったのか。

　前言を撤てつ回かいしなければ、と思った。たいした女優だ、あの女。

　ベンの話によると、彼は他の捜査官らとともに彼女の動きを見張り、犯人の女がヘレンに危害を加えようとしたらいつでも能力が発動できるよう、傍で待機していたらしい。突入の機会を窺っていたところ、そこへ、なにも知らないウィッカーシャムがやって来た、という次第だ。

　自分が駆けつけなくとも、ヘレンはベンたち捜査局が助けていただろう。ウィッカーシャムは拍子抜けし、ため息をつく。自分だけが踊らされていたのだ。

「なぜ、私に黙ってたんだ？」

　計画があるなら、予あらかじめ話しておいてくれればよかったのに。

「どこで犯人が見てるかわからないんだし。それに、撒かれる役も必要だろ」

「なんだと」

　──この私を、道どう化けにしたのか。

　ウィッカーシャムが眉を顰ひそめると、「冗談だって」と、ベンが首を振った。

「メイちゃんがどう動くか、興味があったの」

「……私を、試したのか？」

　──いったい、何のために？

　問い詰める前に、ベンは口を開く。「あの犯人の女、アッシュのカウンセラーらしい。ジョンソンの担当でもあった」

　ジョンソンの能力について知る者は限られている。捜査局は初めから、あの女をマークしていたのだろう。

「お前だって、薄うす々うす気付いてたんだろ？　犯人の正体に」

　訊かれ、ウィッカーシャムは小さく頷いた。「なんとなくだが。あの手紙を見て、妙だと思っていた」

「へえ」

「人を妬ねたんだことのない人間には、わからないだろうがな」

　嫉妬と羨せん望ぼうは、表裏一体だ。人は皆、自分のなりたい姿に憧あこがれ、その姿をしている者を妬む。あの女は、恨めしく、羨ましかったのだろう。アッシュの隣にいる、輝かしいヘレンの姿が。

　その気持ちが、ウィッカーシャムにはわからないでもなかった。

　妙な能力が使えることが、そんなに偉いのか──いつもそう思っていた。自分も、羨ましいのだ。彼らのことが。自分にはない才能をもつ者たちが。いくら妬んだところで、手に入るわけがないというのに。

「──そういや」と、ベンが思い出したように口を開く。「ヘレンちゃん、あの女に捕まったとき、お前に電話してたな」

「知ってたのか」

「あのネックレスには、盗とう聴ちよう器きも仕掛けてたからね」ベンは目を細めた。「なんでヘレンちゃんは、俺じゃなくて、お前の番号に電話したと思う？」

「お前の番号を知らなかったんだろう？」

「俺の番号なら、最初に訊かれたよ。『今度、一緒にお食事しましょう』ってね」

「……そうか」仕事中になにをやってるんだ、と呆れてしまう。

　モテる男は大変なんだ、と軽口を叩き、ベンは続けた。「ヘレンちゃんがお前に電話したのは、お前が彼女を二度も助けたからだよ」

　ウィッカーシャムは首を捻る。「……どういう意味だ？」

「あんな風につんけんしてるけど、あの子はお前のことを認めてんだぜ。お前が頼りになるってことを、彼女は身をもって知ってるんだ。お前が二回も彼女の命を救って、信頼を築いたからな」

　ベンは歯を見せて笑った。

「だから、危険に曝さらされた彼女は、とっさにお前に助けを求めたんだよ。俺じゃなくて、お前にな」

　彼は「そういうのも才能だと思うぜ、俺は」と言い、片目をつぶった。

「射撃の腕もいいし、なにより度胸がある。ヒラの警護官にしとくのは、勿もつ体たいねえ」

　初めてだった。こんな風に、他人に仕事ぶりを認められたのは。

　いや、と心の中で首を振る。思えば、彼は最初から自分を認めてくれていた。Ψのない普通の警護官だからといって蔑むことも、侮あなどることもなかった。ひとりの、対等な警察官として接してくれていた。分署の警察官も尊そん重ちようし、敬意を表していた。

　自分を認めてくれた相手の力を、認めないわけにはいかない。

「……まだ、礼を言ってなかったな」

　ウィッカーシャムは、彼に向かって頭を下げた。

「お前のΨのおかげで、助かった。ありがとう」





◆◆◆






　後日、改めて関係者全員に話を聞いたところ、事件の真相が明らかになった。

　すべての発ほつ端たんは、ヘレン・ワイヤーとアッシュの熱愛報道にある。

　ヘレンのファンであるストーカー男は、その報道にショックを受け、「許さない」「よくも裏切ったな」といった内容の手紙を、事務所に送り続けていた。

　それと同時期に、自称・アッシュの恋人だという例のカウンセラーの女──エリザベスも、「アッシュに近付くな」「殺してやる」などの文面を送りつけ、ヘレンを脅迫しはじめたのだ。

　エリザベスの怒りはそれだけではおさまらず、脅迫の内容を実行に移そうとした。職業柄ジョンソンと付き合いのあったエリザベスは、彼が【透明になる】能力をもつことを知っていた。そこで、ジョンソンを金で動かし、ヘレンを殺させる計画を立てた。

　ところが、ウィッカーシャムの働きもあり、結果は失敗に終わる。

　エリザベスは次の手を考えた。彼女はアッシュと交流があるため、彼からパーティの招待状を入手していた。試写会も兼ねた、映画の完成記念パーティだ。そこにヘレンも出席することは明白だったので、エリザベスは来客の誰かをΨで操り、ヘレンを襲わせるつもりだった。

　だが、そこで思わぬ事態が起きた。なぜか、アッシュがヘレンを連れて、パーティを抜け出したのだ。

　仲なか睦むつまじい２人の姿に、エリザベスはさぞ憤ったことだろう。彼女は会場を出て、ヘレンたちを追いかけた。２人を見つけると、エリザベスは道みち端ばたで寝転がっていたホームレスに催眠をかけ、ヘレンを襲わせたのだ。ヘレンが電話で話していた『男に襲われた』というのは、この操られたホームレスのことだった。

　ヘレンの話によると、ホームレスに襲われたとき、偶ぐう然ぜん通りかかった黒猫の男に助けられたそうだ。操られているホームレスと黒猫が応戦している隙すきに、ヘレンは逃げた。アッシュともはぐれてしまい、彼女は独りだった。そこを、エリザベスに捕まったのだ。

　ヘレンは催眠をかけられ、あの建設現場へ向かうように命じられた。エリザベスの隙を突いて、ヘレンはウィッカーシャムに電話し、助けを求めたのだ。

　その後のことは、ウィッカーシャムが見た通りだった。ヘレンは無事に保護され、エリザベスは逮捕された。

　あの後、ベンは犯人逮捕の手柄を譲ゆずろうとしていたが、ウィッカーシャムはそれを頑かたくなに断った。施ほどこしは受けたくなかった。

　それに、自分はあくまで警護官だ。犯人の逮捕が仕事ではない。







　ヘレン・ワイヤーの脅迫から始まった殺人未遂事件も解決し、ウィッカーシャムは警護局での通常の任務に戻った。

　この日も、ウィッカーシャムは局長に呼び出されていた。どうせまた、妙な用事を押し付けられるのだろう、と気が滅め入いってしまう。

　能力をもたない自分は、出世もしない。その状況は変わらなかった。だが、仕方のないことだ。ないものは、ないのだから。いくら望んでも、Ψは手に入らない。

　これからも腐らず、真面目に働くしかないのだ。いつの日か、誰かが自分を認め、評価してくれることを信じて。

「──失礼します」

　局長室のドアをノックし、中に入る。

「局長、申し訳ありません」帽子をとると、ウィッカーシャムは先に口を開いた。「アッシュのサインを貰い損そこねてしまいました」

　頼まれていたことを、すっかり忘れていた。元々貰う気はなかったが、念のため謝罪しておいた。

「ああ、それはもういいよ。知り合いの伝つ手てを頼ることにしたから」

「そうですか」

「熱愛報道がガセでよかったよ。娘も元気になってくれたし」

　そんなことより、と局長は本題に入る。

「ウィッカーシャム君」

「はい」

「君、今日から、捜査局に移ってもらうことになったから」

「…………はい？」

　唐突な話に、思わず間の抜けた声をあげてしまった。

　サファイヤブルーの瞳を丸くし、尋ねる。「そ、捜査局？　いったい、なぜ」

「実は、捜査局の局長が、君を欲しがっていてね。『射撃の腕もいいし、度胸もある。能力に胡坐あぐらをかいているような奴よりも、役に立つだろう』だとさ」

「それは……引き抜き、ということですか？」

「そうらしい」

　……なぜだ？　どうして、捜査局の局長が、この私を？

　ウィッカーシャムは首を傾げた。

　どう考えても、妙だ。

　思い当たるとすれば、あの男しかいない。

　──ベンの仕業か？

　もしや、あの男が捜査局の局長に口を利いてくれたのだろうか。余計なことを、と思った。そのくせ、心は踊っている。にやけそうになる顔をなんとか引き締めたが、尻尾はぴんと立ったままだ。

「よほど人手が足りないんだろうね」という局長の嫌いや味みは、聞き流しておいた。







　本日付での急な異い動どうとなり、ウィッカーシャムは急いでデスクにある自分の荷物をまとめた。たいして仲良くもない同僚たちと適当に別れの挨拶を交わし、段ボール箱を抱えて新たな職場へと向かう。捜査局は、四つ上のフロアだ。

　エレベーターを降りたところで、休きゆう憩けい室しつが目に入った。中には男が２人いて、仕事をさぼって一いつ服ぷくしているところだった。どちらも、捜査局の捜査官のようだ。

「いや、だからさ、死体が消えたんだよ」

「あ？　なんだって？」

「いつの間にか、８人から７人に減ってたらしいんだ」

「ありえねえだろ、そんなの」

「本当だって。局長に聞いてみろよ」

「数え間違えたんじゃねえのか」

　妙なことを話している２人組に、「すまない」と、ウィッカーシャムは声をかけた。

「捜査局の局長に会いたいんだが、どこにいる？」

「局長なら、オフィスにいると思うぜ。廊下の突き当たりの部屋だ」

　男が指を差した部屋に向かい、ドアをノックをする。しばらくして、中から「どうぞ」という低い声が聞こえてきた。

「失礼します」

　扉を開け、中に入った。

　部屋は散らかっていた。書類が散さん乱らんしているデスクに、男が座っている。

　その男の顔を見て、ウィッカーシャムは仰ぎよう天てんした。

「なっ」




　──局長室の中にいたのは、ベンだった。




「……え？」口を開けたまま、硬こう直ちよくする。

　──なぜだ？

　頭が混乱している。

　──なぜ、こいつが、こんなところにいるんだ？

　どんなに考えてみても、その理由なんて、ひとつしか思い浮かばなかった。

「……そうか、部屋を間違えたのか」

　ひとつ頷き、ウィッカーシャムは外に出た。もう一度、確認する。目を凝こらしてみたが、相変わらずドアには『局長室』のプレートが掲げられていた。

「……えっ？」

　──たしかにここは、局長室だ。

　ウィッカーシャムは目を剝き、勢いよくドアノブを引いた。

「ど、どういうことだ、おい！」

　慌ただしく部屋の中へと押し入り、目の前の男を問い詰める。

「どうして貴様が、局長室に──」

「そんなの、俺が局長だからに決まってるでしょ？」

　椅子にふんぞり返ったまま、相手はにやにやと笑っていた。

「捜査局局長、ベンジャミン・ガルシアだ」
















　彼は改めて名乗った。

「……うそだろ、そんな」ウィッカーシャムは息を吞んだ。

　そういえば、と思い出す。他の局には、自分より年下にもかかわらず、局長を務めている者がいるという話を。

「まさか──」

　それが、こいつだったのか。

「そうか」と閃いた。たしかに、おかしいと思っていた。

　まず、あの麻薬局の新人──ロジオノワ特別捜査官。

　いくらワイヤー氏の息のかかった事件とはいえ、一介の捜査官が行う取り調べのためだけに、そう簡単に他局の捜査員を呼びつけられるはずがない。ベンは局長の職しよつ権けんを利用したのだ。

　ロジオノワ特別捜査官は、ベンが局長であることを知っていた。だから、収監所でベンを見たときに、慌てて軍帽を脱いだのだ。ただ新人が先輩捜査官を前にして緊張しているだけかと思ったが、とんだ思い違いだったようだ。

　それから、食堂ダイナーでのベンの発言。

『でも、みんな優秀だぜ？　能力のあるなしは関係なく、いい捜査官しか集めてねえよ』

　──いい捜査官しか集めてねえよ。

　彼は「集まって」ではなく、「集めて」と言った。ボスであるベンが自ら作ったチームだからだ。ただの自慢だろうと聞き流していたが、これも思い違いだったわけか。

　極きわめつけは、ヘレンが襲われた事件において、ベンが自分を試した理由。あれは、ウィッカーシャムの力量を見極めるため。自分の部下としてふさわしいかどうか、を。

　ウィッカーシャムの頭の中で、すべてが繫がった。

　ベンはいつもと変わらない笑みを浮かべている。「改めてよろしく、メイちゃん」

　聞きたいことや言いたいことは山ほどある。

　──だが、その前に。

　ウィッカーシャムは慌てて姿勢を正し、軍帽を脱いだ。


Continue to the next cat...
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　キャットランド市の某ぼう有名女性誌が行ったアンケートで、【恋人にしたい男】【結婚したい男】【抱かれたい男】の三部門すべてにおいて、アッシュはナンバーワンに輝かがやいた。




　弱じやつ冠かん25歳の若さにして、彼はすでに多くのものを手にしていた。

　地位、名めい声せい、人気、美び貌ぼう、有名ブランドのオーダーメイドスーツ、１０００万相当の高級車、５ＬＤＫのタワーマンション、その最上階から一いち望ぼうできる、キャットランド市の夜景──。

　この業界で働くようになって得たものは、山ほどある。キャットランドの人気俳はい優ゆうである彼にとって、今や金で手に入らないものなどひとつもなかった。

　だが、皆が憧あこがれるセレブな生活と引き換かえに、失ったものも多かった。

　その一番は、平へい穏おんだ。彼の心が安らぐ暇ひまはない。パパラッチや熱狂的なファンに追い回されることも多た々たあり、プライベートも気が抜けなかった。生活リズムが不ふ規き則そくで、以前よりも眠りが浅くなり、ベッドで休んでもなかなか疲つかれが取れなくなった。

　そんなキャットランド市ナンバーワンのスーパースターを、さらなる苦く悩のうが襲おそった。







「──未来が、視みえるんです」

　ここ最近における最大の悩みを、アッシュは正しよう直じきに打ち明けた。

「未来？」

　目の前に座る女性は、少しだけ驚おどろいた表情を見せた。

　彼女のことを、アッシュは「エリー」と呼んでいる。カウンセラーで、１年ほど前から世話になっていた。ベリーショートの髪が良く似合う、スレンダーな美人だ。歳としは32だそうだが、職業柄がら落ち着いた印象を受けるため、もっと年上に見えた。

　今日は月に一度のカウンセリングの日だった。自じ律りつ神しん経けいを高めるオルゴールの音楽と心を癒いやすアロマの香りに包まれた一室で、ひとり掛がけのソファに体を預あずけ、いつものように自分の内面と向き合う時間。

　モデルから俳優に転身して売れはじめた頃、アッシュは多た忙ぼうさと環かん境きようの変化によるストレスで体を壊してしまった。それ以来、こうしてエリーの診しん療りようを受けている。俳優は心に負ふ荷かがかかる職業だ。カウンセリングに通う同業者は少なくない。

　エリーは聞き上手だった。彼女を前にすると、なぜか隠かくし事ができなくなるのだ。アッシュはこれまで彼女に、様々な秘密を打ち明けてきた。演技の悩みや共演者の愚ぐ痴ち、ガセの熱愛報道に対する憤いきどおりまで、包み隠かくさずに話した。

　だが、今回の悩みは、今までとは毛け色いろが違う。

「……こんなこと、初めてなんです」アッシュは項うな垂だれた。

「話してみて」

　エリーに促うながされ、急に口が軽くなったように感じた。アッシュは順を追って説明する。

「先週、街を歩いていると、急に目が痛くなったんです。右目が、熱をもったように熱くなって」

　アッシュはオッドアイだ。生まれつき右目は青色で、左目は黄緑色をしている。そこが個性的でチャーミングだと、モデル時代からもてはやされてきた。

「それで、びっくりして目を閉じたら、瞼まぶたの裏に映像が浮かんできたんです。まるで、映画のワンカットみたいに。その映像は、強ごう盗とう事件のようでした。人が刺さされて、金を盗とられる瞬しゆん間かんで」

　エリーは黙ったまま、アッシュの話に耳を傾かたむけている。

「最初は、白はく昼ちゆう夢むでもみたのかと思いました」

　その不ふ可か解かいな映像の正体を、アッシュは次の日に知ることとなった。

「翌日の新聞に、映像の中で起こった事件が載のっていたんです。犯人の顔も、僕が視たものと同じで……」

　心しん底そこ、驚いた。新聞記事に書かれていた内容は、前日に自分が視たものとすべて合がつ致ちしていたのだ。

　もしかして、と思い至る。あのとき自分が視たのは、【未来】の出来事だったのではないか、と。

　やがてそれは、確信に変わっていった。

　アッシュはその後も【未来】を視た。今度は交通事じ故こだった。老人が車に撥はねられる瞬間だ。断片的な映像だった。

　その次の日のニュースで、前回と同じように、老人の事故死が報ほうじられていた。

「僕はずっと、自分は普通の人間だと思っていました。[image: ]サイをもたない、一般人だと」

　だけど、突然、自分には【未来】が視えるようになったのだ。その事実に今、アッシュはひどく戸と惑まどっていた。

「自分の能力にどんな法則があるのか、未だによくわかりません。どういう人の【未来】を視るのか、どれくらい先まで視られるのか……だけど、幸せな瞬間を視たことは、一度もなかった」

　映像の中の登場人物は、皆、死んでいた。殺される者、事故に遭あう者、それから、自みずから命を絶たつ者。さすがに吐き気がした。どうしてこう勝手に、無理やり、人の死を見せつけられないといけないんだと、苛いら立だちすら感じた。気が狂くるいそうだった。

　エリーはアッシュに近付き、そっと頭に手を伸ばした。

「Ψの発現には、心理的なショックが影えい響きようすることもあるらしいの」慈いつくしむようにアッシュの耳を優しく撫なで、それから、掌てのひらをぎゅっと握る。「あなたは職業柄、常に膨ぼう大だいなストレスに囲まれているわ。精神的に不安定になっているところに、Ψが芽め生ばえてしまったんでしょうね」

　よくあることよ、とエリーは微笑ほほえんだ。

「……僕は、どうすればいいんでしょうか」

　能力を持て余したアッシュは、自身のマネージャーにも相談した。警察に駆かけ込むことを考えていると伝えた。「自分には未来が視える」と打ち明けて、事件を未み然ぜんに防いでもらうことができれば、と。

　しかし、アッシュの所属事務所は難なん色しよくを示した。

「マネージャーは、誰にも言うなって」

　警察の捜査協力をすれば、確実にマスコミに漏もれる。だから事務所は、アッシュの能力を隠し通すことに決めた。彼らとしては、多忙なアッシュをこれ以上、仕事以外のことで煩わずらわせたくはないのだろう。俳優業に専念してもらいたいという彼らの言い分はわかる。

「……だけど、何もできない自分が、申し訳なくて」アッシュは俯うつむいた。「被害に遭う人がいるって、わかっているのに」

　このキャットランド市のどこかで、人が死ぬ。ときには理り不ふ尽じんに、不ふ条じよう理りに。そういう【未来】を、自分は知ることができる。

　しかし、頭に流れ込んでくる数秒間の映像だけでは、どこで事件が起こるのか、誰が死ぬのか、詳細までは知ることができない。未然に防ぎようがないのだ。

「気に病やむことはないわ」エリーが口を開く。「あなたが罪悪感を覚える必要はない」

「でも──」

「あなたの仕事は、俳優でしょう？」

　エリーの質問に、アッシュは頷うなずいた。「……はい」

「あなたはいつも、あなたしかできない方法で、人々を救っているわ。ファンに夢と希望と癒しを与えてる。立りつ派ぱなものよ」

　アッシュは「ありがとうございます」と小さく呟つぶやいた。彼女の言葉は、素直に嬉うれしく思えた。

「未来を視た人全員を救うなんて、難しいことだわ。それに、未来を無理やり変えることが、正しいとも限らないでしょう？」

　彼女の言う通りだ。自分は有名人ではあるが、ただの俳優だ。コミック誌に登場するような、街を救うスーパーヒーローなんかではない。

「ええ、わかっています。……わかってはいるんですが、そういう風に割り切ることができないんです」

　エリーは「そうでしょうね」と苦く笑しようした。「あなたは優しすぎるから」と。彼女は自分のすべてを知っているような口ぶりだった。

「だったら、やれるだけのことをやればいいわ」

「……僕に、なにができるでしょうか？」尋たずねながらも、自分がなにもできないことはわかっていた。

「あなたは忙しい身だし、人助けに時間を割さけないでしょう？　だから、誰かに協力してもらえばいい」

「……誰か、って？」

「たとえば、口の固かたい警察の人と仲良くなって、こっそり話を聞いてもらうとか。探たん偵ていを雇やとって、代わりに働いてもらうとか。あなたのことを助けられる人に頼ってみるのも、たまにはいいんじゃないかしら？」

　独ひとりで抱え込むのが一番よくないわ、とエリーは言った。

　たしかに、そうだ。自分ひとりで何とかできるような問題じゃない。だったら、協力してくれる人物を探すしかない。彼女の助じよ言げんは、すとんと心の中に落ちてきた。




　そうして、１時間あまりのカウンセリングは終わった。

「今日は、ありがとうございました」灰色のジャケットを羽は織おりながら、アッシュは玄関先で見送るエリーに礼を言う。それから、ふと思い出した。「──あ、そうだ。エリー先生」

「なに？」

「これ、どうぞ」上着のポケットから封ふう筒とうを取り出し、手渡す。「招しよう待たい状じようです。身内や関係者を集めて、今度の映画の完成記念パーティを開くことになっているので。よければ、ぜひ。試し写しや会かいもありますよ」

　日頃世せ話わになっている彼女にも渡しておこうと思っていたのだ。

「素敵ね」と、エリーは喜んだ。「一度行ってみたかったの、そういう華はなやかな場所」





◆◆◆






　アッシュの一日は多忙だ。

　仕事の合間をぬってカウンセリングを受けたあと、今度はマネージャーの車で大型のショッピングモールへと向かった。

　今日はアッシュの写真集の発売日だった。施し設せつの中央にあるイベント会場で、午後から発売記念のサイン会が開かれることになっている。会場の広場には、アッシュを一目見ようと大勢の人が集まっていた。整理券を持ったファンが長ちよう蛇だの列を成している。アッシュが登場するやいなや、黄色い歓かん声せいが沸わいた。女性がほとんどだが、中には男性もいた。

　アッシュは椅い子すに座り、にっこりといつもの愛あい想そ笑いを浮かべた。テーブルを挟はさんだ向かい側では、ファンたちが今か今かと触れ合いの番を待ち構えている。そのひとりひとりとアッシュは丁てい寧ねいに握あく手しゆを交わし、写真集にサインを書き込んだ。ファンからの「大好きです」「応おう援えんしてます」「かっこいいです」という熱のこもった言葉に、「ありがとう」と軽く笑みを返していく。

　流れ作業のようにファンサービスを続け、30人あまりを消化した頃だった。サインを書こうと俯いた瞬間、不意に、右目が痛んだ。

　目にゴミが入ったわけではないことは、すぐに気付いた。覚えのある痛みだった。とっさに両目を瞑つむると──映像が、瞼の裏に広がった。




　────────────

　木が見える。いくつもの木々に、噴ふん水すい。走り回る子ども。ベンチに蹲うずくまって眠っているホームレス。

　公園のようだ。見覚えがある。──ここは、セントラルパークか。




　公園の真ん中には、男が立っている。ライフルを手にもっている。

　男はそれを構え、引き金を引く。

　銃じゆう声せい。

　銃声、銃声、銃声。

　次いで、女や子どもの悲ひ鳴めいが響き渡る。




　今度は、別の映像に切り替わった。テレビが見える。夕方のニュース番組だ。

　──セントラルパークで銃乱射事件、８人死亡、の文字テロツプ。

　事件の日付は────今日だ。

　────────────




　はっと我に返り、アッシュは息を吐き出した。

　今のは、と思い返す。

　──僕はまた、【未来】を視たのか？

　ほんの数秒の映像だった。

　その間、動きを止めていたアッシュを、目の前のファンや周囲のスタッフたちが不ふ思し議ぎそうに見つめている。しまった、と思いつつ、アッシュは笑顔で誤ご魔ま化かした。慌あわてて手を動かし、サインを書き終える。

「ありがとう」

　にっこりと微笑むと、女性ファンは照れたように頰ほおを染そめ、写真集を大事そうに受け取った。

　笑顔でファンとの交流を続けながらも、アッシュの頭の中は今しがた視た【未来】の映像に囚とらわれていた。

　──公園で、男が銃を乱射していた。８人が死ぬ。今日中に。

　わかってはいても、どうしようもなかった。







　サイン会を終えたのは、その２時間後のことだった。

「お疲れ、アッシュ」控ひかえ室に戻ると、マネージャーが飲み物を手渡してきた。「次の仕事までは時間があるから、ゆっくり休むといいよ」

　そうは言われたものの、寛くつろげるような気分ではない。あの【未来】のことが、どうしても気がかりだった。

　いてもたってもいられなかった。

　すみません、とマネージャーに声をかける。「車を出してもらえますか」
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　これまで視てきた【未来】とは違って、今回は事件が起こる日付も場所も、映像の中から読み取れた。

　マネージャーに頼み、アッシュはセントラルパークへと車で向かった。ところが、その途中で渋じゆう滞たいに引っかかり、車は動かなくなってしまった。

「なにか事故でもあったのかなぁ」

　ふとマネージャーが口にした言葉に、アッシュはぴくりと灰色の耳を動かす。

　──事故？

　まさか、あの事件が起こったのか？

　厭いやな予感がする。

「ここからは歩きます」

　マネージャーの返事を待たずに、アッシュは車から降りた。中折れ帽ぼうを深くかぶり、首に巻いたストールで口元を覆おおう。さすがのアッシュでも、ここまで顔を隠してしまえば、誰も彼の正体には気付かなかった。

　人の間を縫ぬうようにして、アッシュは歩道を走った。間に合うだろうか、と焦あせりに駆かられる。と同時に、間に合ったところで、どうするつもりだ、とも思う。

　──自分が行ったところで、なにができるというのだ？

　いくら自問したって、答えは見つからなかった。







　しばらく進むと、人だかりが見えてきた。セントラルパークの前に野や次じ馬うまが集まっている。入り口にはバリケードテープが張り巡らされ、軍警察が現場を調べ回っていた。

「……遅かったか」アッシュは思わず呟いた。

　やはり、すでに事件は起こっていた。

　野次馬の中に紛まぎれて、アッシュは呆ぼう然ぜんと現場を見つめる。

　──わかっていたことだ。【未来】を視たところで、運命は変えられない。結局、自分はなにもできないのだ。

　無力感に打ちひしがれていると、

「──なにかあったの？」

　不意に、背後で女の声がした。

　話しかけられたのかと思ったが、違った。見知らぬ女が、アッシュの隣にいた男に声をかけている。相手は作業着姿で、掃そう除じ用の道具を持っている中年男だった。どうやら公園のスタッフらしく、作業着の背中には【CENTRAL PARK】の文字が書かれている。

「ああ」その男は頷いた。「誰かが銃をぶっ放したらしい。８人撃うたれた」

「そんな」と、女は息を吞のんだ。

「トイレを掃除してたら、銃声が聞こえてきたんだ。急いで駆けつけてみれば、この有様だった」男は青い顔で言った。

　公園での銃乱射、８人の被害者──男の話は、自分が視た通りの【未来】だった。

　ビニールシートに覆われて運び出される死体を尻しり目めに、アッシュはその場を後にした。





◆◆◆






　マネージャーの車で自宅に戻ると、アッシュはすぐに寝室へと向かった。広いベッドの上に、力なく横たわる。気分が冴さえなかった。手足が重い。なんだかひどく疲れているし、Ψが発動したせいで空腹も感じる。人の死を視たせいで、精神的にも疲ひ弊へいしていた。

　次の仕事までは、まだ時間がある。このままでは、夜の仕事に支し障しようが出てしまいそうだ。少しの間でも休んで、気力と体力を取り戻さなければ。

　一眠りしようと、アッシュは目を閉じた。すると──再び、右目に痛みが走った。

　まただ、と思った。

　誰かの【未来】が、頭に流れ込んでくる。アッシュは強く両目をつぶり、映像を追いかけた。




　────────────

　……ここは、どこだ？




　なにかの店だ。看板が見える。【Pussycat】と書かれている。

　──どうやら、バーのようだ。

　店の中で、大柄な男が暴れている。薬を出せ、と叫んでいる。




　店には、客はいない。店主の女がひとりだけだ。

　男は、彼女に襲い掛かった。

　彼女の細い首を摑つかみ、そのまま力ずくでへし折ってしまった。

　────────────




　その女店主の顔には、見覚えがあった。今日、公園の野次馬の中にいた、あの女だ。

　上体を起こし、アッシュは頭を抱える。

　ひどいものを視てしまった。

　──このままでは、彼女が殺されてしまう。

　女はバーの中にいた。看板には【Pussycat】と書かれていた。せめて、店の場所さえわかれば、と思った。彼女に会って、一言、忠ちゆう告こくすることができれば──あの結末を、変えることができるかもしれない。

　すぐにアッシュは、マネージャーに電話をかけた。

「頼みがあります」と告げる。「【Pussycat】っていう名前のバーを、探してください」

　事務所の伝つ手てを使えば、どんなに小さな店でも見つけられるだろう。アッシュの唐とう突とつな頼みにマネージャーは訝いぶかしげだったが、「調べてみる」と答えて電話を切った。結局のところ、周囲の人間は皆、自分に甘い。事務所の稼かせぎ頭がしらであるアッシュの我わが儘ままは、大抵聞き入れてもらえる。

　アッシュはベッドから起き上がり、リビングへと移動した。テレビの電源を入れる。ニュース番組では、すでにセントラルパークでの事件が速報として報道されていた。被ひ害がい者しやの名前と、どこから入手したのかわからない彼らの写真が画面に並んでいる。

　罪のない犠ぎ牲せい者しやたち。その７人分の顔写真を眺める。

　──７人？

　おかしい、と首を捻ひねる。アッシュの視た【未来】では、銃乱射事件の被害者は８人だったはずだが。

　ふと、アッシュは気付いた。被害者の中に、サイン会に来ていたファンがいたのだ。デビュー当初からのファンなので、顔もよく知っていた。きっと彼女は、アッシュの写真集を入手した後で、ふと休きゆう憩けいがてらセントラルパークを訪おとずれたのだろう。そこで、事件に巻き込まれてしまったのだ。やるせない気分になる。

　──サイン会に来ていたファン……そのファンが立ち寄ったセントラルパーク……そこで起こった銃乱射事件。

　そういえば、先せん刻こく視たバーの映像は、彼が公園の前で見かけた女のものだった。

　もしかしたら自分は、一度会ったことがある（もしくは、見かけたことがある）人物が関わっている【未来】を視ているのかもしれない。

　ひとつ、自分の能力の法則性が見えてきたような気がした。
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　マネージャーから連絡があったのは、その30分後のことだった。店の場所を教えてもらい、すぐにアッシュは愛車に乗り込んだ。

　──急がなければ。手遅れになる前に。

　自然と気持ちが逸はやる。

　シートベルトを締しめたところで、不意に痛みが襲ってきた。アッシュは小さく呻うめいた。顔をしかめ、掌で目を覆う。

　眼球が焼かれるような激痛。いつもの痛みだ。

　ところが、今回は左目だった。

　これまでは右目だけが痛みを覚えていたのに。なぜだ、と首を捻ひねる。とうとう、両目ともやられたのか。嫌な予感がして、耳や尻尾しつぽが自然と垂たれ下がる。自分の体がどんどんΨに蝕むしばまれていくような感覚に、アッシュは寒さむ気けを感じた。

　今回の映像は、またあの店のものだった。




　────────────

　看板が見える。【Pussycat】と書かれている。さっきのバーだ。

　そこで、男が暴れている。男は店のものを壊し、薬を出せと喚わめいている。ここまでは、前回視た【未来】と同じだった。




　ところが、それ以降は違っていた。

　暴れる男の前に、別の男が立ちはだかる。

　黒猫の男だった。『ほら、かかってこいよ』と挑ちよう発はつしている。

　その黒猫は、圧倒的な強さだった。

　素す手でで、その暴ぼう漢かんを退治してしまった。




　──場面が切り替わる。

　暴漢が銃を向けている。黒猫を狙ねらっていた。引き金が引かれた。銃声が鳴る。

　その瞬間、黒猫と男の位置が入れ替わった。

　暴漢は自らが放った弾丸を受け、その場に倒れ込んだ。




　黒猫が口を開く。『あんたの言った通りだ。なかなか役に立つな、この能力』

　────────────




　そこで、映像は途と切ぎれた。

　これまで視たものと同じ、ほんの数秒の映像だった。しかし──

　──どういうことだ？

　アッシュは首を捻った。

　今しがた視た【未来】の中では、あの女店主は生きていた。誰も死なないという結末は、これが初めてだ。

　それだけじゃない。今回の【未来】には、別の第三者が存在していた。

　あの黒猫の男は、いなかったはずだ。

　前に視たものとは違う。二つの映像は、矛む盾じゆんしている。

　まさか、と思う。




　──まさか、【未来】が変わったのか？




　これまでの法則が無視された映像に、アッシュは戸と惑まどいを隠せなかった。

　──とにかく、あの場に行って確かめなければ。

　アッシュは愛車のハンドルを握り、アクセルを踏ふみ込んだ。







　バー【Pussycat】は、たしかに実在した。アッシュの能力で視たものと、外観も内装もまったく同じだった。【CLOSE】の札が掛かっていたが、ドアの鍵かぎは開いていたので、アッシュは構わず中に押し入った。

　中にいたのは、やはり彼女だった。昼間、公園の前で見かけた、あの女。ちゃんと生きている。

　血けつ相そうを変えて店に飛び込んできたアッシュに、女は驚いていた。

「ごめんなさい、今日は──」

　なにかを言いかけたところで、彼女はさらに目を大きく見開いた。

「あなた、まさか──アッシュじゃない？」

　……しまった。

　顔を隠すのをすっかり忘れていた。

　女はアッシュをまじまじと見つめ、「うそ、やだ、本物？」と目を丸くしている。

　顔はしっかり見られてしまった。いまさら正体を誤魔化しても無駄だろう。アッシュは正直に認めることにした。

「突然押しかけて、すみません。実は今、悪あく質しつなファンに追われていて……ご迷惑でなければ、少しの間、ここで匿かくまってもらえませんか？」

　女は事情を察さつしたようで、「ええ、いいわよ」と快かい諾だくしてくれた。いい人だな、とアッシュは思った。自分に対してミーハーな態度をとらない、思し慮りよ深い大人の女性だ。

　アッシュをカウンター席へと促すと、「こんな状態でごめんなさいね」と、彼女は苦笑した。

　スツールに腰かけながら、アッシュは店内を見渡した。店のあちこちが壊れている。壁にはひびが入り、テーブルのひとつは真っ二つに割れていた。

「これは──」

　あの暴漢の仕し業わざだろうと察しはついた。アッシュが視た通りの未来が、この場で起こったのだろう。

　怪あやしまれないよう、アッシュは知らないふりをした。「なにがあったんですか？」

「マタタビ中毒の男が、派手に暴れてくれたのよ。迷惑な話でしょう？」

「ええ、まったくですね」

　アッシュは頷いた。

「ですが、ご無事で何よりです」

「助けてくれた人がいたから」

　──あの、黒猫の男か。

「なにがあったのか、詳くわしく教えてもらえませんか？」アッシュは尋ねた。

　女は彼に飲み物を差し出すと、カウンター席に腰かけ、話をはじめた。

　彼女の名前はドーラというそうだ。

　今日の昼下がりに、その男はやって来た。黒猫の浮ふ浪ろう者しやで、彼はクロと名乗った。なにか食わせてほしいと言った彼に、ドーラは渋しぶ々しぶ応じた。

　クロに食料を提供し、しばらく言葉を交わしていたところ、強盗まがいの男が店を襲しゆう撃げきした。薬を出せと怒ど鳴なり散らし、店の物を壊した。その暴漢は薬物中毒者であり、Ψの能力を持っていたらしい。

　そんな男に、黒猫は立ち向かった。どうやら彼自身も能力者で、腕っぷしにも自信があったようだ。

　その先は、アッシュが視た通りの結末だった。クロは能力を使い、暴漢に勝利した。

　やっぱりそうだ、とアッシュは確信する。

　変わるはずのなかった【未来】が、変わっていた。クロという謎なぞの黒猫は暴漢を撃げき退たいし、未来を変えたのだ。

　どくん、と心臓が高鳴った。汗が滲にじむ掌を握り締める。尻尾をぴんと立て、身を乗り出しながらアッシュは尋ねた。

「その黒猫は、今どこに？」

　会ってみたい、と思った。クロという黒猫に。未来を変えたその男に。会って、話がしたい。彼ならば、自分の力になってくれるかもしれない。見知らぬ男に思いを馳はせ、胸の鼓こ動どうが自然と速くなる。

「たぶん、モーテルに行ったわ。32番通りのね」

　ドーラが答えた。
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　体調が悪いと噓うそを吐つき、夜の仕事はキャンセルした。事務所と先方には申し訳ないが、自分にはやらなければならないことがある。未来を変えた男に会うため、アッシュは車を走らせた。

　32番通りを突き進むと、２階建ての建物が見えてきた。どうやらここが、件くだんのモーテルらしい。

　モーテルのオーナーである黒猫の夫ふ妻さいに話を聞くと、たしかに今日の夕方頃、黒猫の若い男が泊まりにきたという。ドーラの言う通りだった。アッシュはチップを払い、男の部屋番号を聞き出した。

　６号室──１階の中央あたりの部屋。

　ドアをノックすると、しばらくして、男が顔を出した。

　──黒猫だ。

　黒い短髪に、黒い肌。長身で、筋肉質な体型。歳は自分と同じくらいか、それより上に見える。着ているものはみすぼらしく、チャコールグレーの薄うす手でのカットソーには穴が空いていた。下は黒いスラックスを穿はいている。足元はワークブーツだ。

　いかにも低所得労働者、といった格かつ好こうをしている、仏ぶつ頂ちよう面づらの黒猫の男。──まさに、先刻の【未来】の中に登場した人物だった。

「君が、クロだね？」

　アッシュが訊きくと、クロは低い声で返した。「……誰だ、あんた」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、じろりと睨にらまれる。当然だな、と思った。突然、見知らぬ男が訪ねてきたら、誰だって警けい戒かいするだろう。

「僕の名前はアッシュ。ドーラさんに聞いて、ここに来た」
















　ドーラの名前を出すと、彼の黒い耳がぴくりと反応した。少しばかり警戒心が薄らいだようだ。

「……まあいいや。とりあえず、入れよ」クロは肩をすくめ、アッシュを中に招き入れた。

　モーテルの部屋は然さ程ほど広くはないが、小こ綺ぎ麗れいなものだった。「適当に座ってくれ」と言いながら、クロはベッドに腰を下ろす。

　それから、テレビを見み遣やり、彼は目を丸めて画面を指差した。「あんたが映ってる」

　ちょうど、ワイドショーの時間だった。

　音量が絞しぼってあったので出演者の声は聞こえなかったが、どうやら自分のことがネタにされているらしい。画面の端に『アッシュ、ヘレン・ワイヤーと熱愛か』というテロップが表示されている。安いゴシップを引っ張り出し、あることないこと騒ぎ立てているだけの、くだらない番組だった。

「ああ」とアッシュは頷く。「それ、僕だよ」

「役者なのか」

「まあね。熱愛はガセだけど」

　苦笑を浮かべて答えると、クロは「知らなかった」と返した。

「悪いな。最近、この街に来たばかりなんだ」

「構わないよ」

　とアッシュが答えた、そのときだった。

「──おい！　うるせえぞ、静かにしろ！」隣の部屋から、怒鳴り声が聞こえてきた。それとともに、壁を叩く音が鳴り響く。

「……なに、今の」

　驚いてアッシュが眉を顰ひそめると、クロは「気にするな」と呆あきれたような顔で言った。

「隣の部屋に泊まってる男が、どうも神経質な奴みたいでさ。こっちの音が気になるんだと」

　クロはため息をつき、「場所を変えよう」と提案した。







　ちょうど腹も減っていたので、アッシュの行きつけの店で食事をとることにした。街の北側にある高級肉料理店で、シェフの腕も客層も悪くない。いくつもの個室が設もうけられているため、著ちよ名めい人じんの常連客を多く抱えている有名店だ。

　夜景の見える個室を宛あてがわれ、２人はテーブルを挟んで座った。

　黒と銀を基き調ちようとしたシックな内装を見渡し、「高そうな店だ」と、クロは顔をしかめた。

「心配しないで、僕の奢おごりだから。好きなだけ食べてくれ」

　適当に注文を済すませると、しばらくして料理が運ばれてきた。クロは相当空腹だったようだ。テーブルに置かれた料理を次から次へと平らげてしまう。

「そんなに急いで食べなくても、料理は逃げないよ」アッシュは苦笑した。

「いや」クロは首を振った。「さっさと食って、店を出ようと思ってさ」

　どういうことだ、とアッシュは眉をひそめる。なにか気に障さわったのだろうか。

「もしかして、僕と食事をするのは嫌だった？」

「そういうわけじゃない」クロは薄く笑った。「店員の顔が、早く帰れって言ってるんだ」

「……え？」

「注文をとりに来たウェイター、あんたとばっか喋しやべってたろ？」

　そう言われてみれば、と頷く。あの店員は「ご注文は何になさいますか」とアッシュだけに訊いた。料理の説明をするときも、その顔を自分の方に向けていた。だがそれは、アッシュがこの店の常連客だからだと思っていた。

「あいつ、俺の方を一度も見なかった」

　そう言われてようやく、クロの言葉の意い図とがわかった。

　彼が黒猫だから、だ。

　あの店員の態度がどれだけ失礼なものだったか、今更になって気付く。

「……すまない」アッシュは視線を落とし、謝しや罪ざいした。そこまで気が回らなかった自分が情けない。「もっと品のある店を選ぶべきだった」

　この店は二度と利用しない、と心に決める。

　すると、クロはフォークを持つ手を止め、

「──あんたさ」じろりとアッシュの顔を睨んだ。「なんでそんなに、俺に優しいんだ？」

　自じ嘲ちよう気味な声こわ色いろだった。

「優しくしてはいけない理由が、あるのかな？」

「黒猫は差別されるもんだ」

「キャットランドに、そんな法律はないはずだけど」

「慣かん習しゆうってのは、法律より強い」

　たしかに、この街には黒猫に対する差別が根強く残っている。芸能界でもそうだ。ハイソサエティな同業者の中にも、黒猫フォビアは腐くさるほどいる。

　だけど、自分は違う。そのことだけでも、彼には理解してもらいたかった。

「黒彼猫らは独特の感性をもってるし、身体能力も優れてる。アーティストやスポーツ選手も多い。本来なら尊そん敬けいすべき存在だと思うよ」

　アッシュにとってみれば、クロ自身だって尊敬に値する男だ。彼はドーラを助け、未来を変えた英雄なのだから。

「変わってるな、あんた」

「そうかな」

「お人よしだ。芸能人のくせに」

　クロの言葉に、アッシュは「それこそ偏へん見けんだよ」と笑った。

　クロはそれ以上なにも言わず、ただナイフとフォークを動かし、皿の上のステーキに齧かじりついていた。

「──そういえば」と、アッシュはさりげなく本題に入った。「ドーラさんから聞いたよ。彼女を助けたんだって？」

「たいしたことはしてない」クロは謙けん遜そんした。「迷惑な客に、ちょっと注意しただけだ」

「君があの場に居合わせたのは、まったくの偶ぐう然ぜんだったの？」

「ああ」

　それがどうした、とクロは視線で問いかける。

「……実は」アッシュは自分のΨについて打ち明けることにした。「僕には【未来】が視えるんだ。それも、人の死ぬ未来が」

　アッシュの言葉に、クロの耳が微かすかに反応した。「……未来？」

「そう。僕はドーラさんが死ぬ【未来】を視た。だけど、彼女は死ななかった。君がそれを防いだんだ。君は【未来】を変えたんだよ」

　クロは無表情のまま、「それで？」と促す。意外な反応だった。

「驚かないんだね。……もしかして、噓だと思ってる？」

　彼は「いや」と否定した。

「この世には、いろんなΨがある。未来が視えたっておかしくはないさ。まあ、そんなことより──」黄色い目が、鋭くアッシュを睨む。「目的は、なんだ？」

　こちらの意図を探ろうとする強い眼まな差ざしに、アッシュは思わず息を吞んだ。

「わざわざドーラさんから居場所を訊き出して、俺に会いにきた理由は、何なんだ？」

　彼はおそらく警戒しているのだろう。何の目的で、どんな狙いがあって、アッシュが自分に近付いてきたのか、と。

　アッシュは息を吐き、クロをまっすぐに見み据すえて、その目的を告げた。「僕に、協力してくれないか」

　カウンセラーの、あの言葉を思い出す。

　──あなたのことを助けられる人に頼ってみるのも、たまにはいいんじゃないかしら？

　アッシュには、協力者が必要だった。警察にも事務所にも力を借りずに、未来を変えられるだけの力をもった存在が。

「君に、【未来】を変える手伝いをしてほしい」

　真剣に頼んだつもりだった。それなのに、クロの反応は冷ややかなものだった。「なんのために？」と鼻で笑う。

「不条理に殺される人たちを、助けたいんだ」

「ただの自己満足だな」クロは肩をすくめている。

　たしかに彼の言う通り、自己満足に過ぎないだろう。人知れず未来を変えて、誰かに感謝されたいわけでも、街を救った気になりたいわけでもない。ただ、見て見ぬふりができないだけだ。

　ここで折れるわけにはいかない。アッシュは懸けん命めいに説得を続ける。「報ほう酬しゆうなら、ちゃんと払うから」

「金の問題じゃない」クロは一いつ蹴しゆうした。まったく興味がない、といった声色で。「ほっとけよ。人は、いつかは死ぬんだから」

「そんな──」

　容よう赦しやのない言葉に、アッシュは啞あ然ぜんとした。

「なんだよ、その言い方は」むきになって言い返す。「それが自分の大事な人だったとしても、君は同じことが言えるのか？」

「言えるね」クロは即答した。こちらを見ようともしなかった。料理を平らげ、ナイフを置く。「そんな風にΨに振り回されるのは、よくない」

「別に、振り回されてるわけじゃ──」

「いつまでも未来に拘こだわってると、今を失うぞ」

　独り言のように呟き、クロは椅子から立ち上がる。

「──待ってくれ！」

　立ち去ろうとする彼を、慌あわてて呼び止めた、そのときだった。激痛が走った。いつもの痛みだ。前回と同じく、左目がずきりと痛んだ。

　──また、【未来】か。




　────────────

　男の姿が見える。見覚えのある、黒猫の男。

　────クロだ。

　これは、彼の未来なのか？




　クロは怪け我がをしていた。胸元を押さえている。そこから、血が溢あふれ出す。

　近くにいた少女に向かって、「逃げろ」と叫んだ。女の子を庇かばって撃たれたようだ。




　彼はよろめき、吐血した。

　地面に横たわり、ゆっくりと目を閉じる。

　クロはそのまま動かなくなった。

　────────────




　映像が途切れ、はっと目を開ける。うそだろ、とアッシュは瞠どう目もくした。顔を覆う掌が、震えている。

「──おい、大丈夫か」ようすがおかしいアッシュが気になったのか、クロは足を止めて振り返った。訝しげに声をかけてくる。「具合でも悪いのか」

「……大変だ」

「どうした？」

「今、【未来】を視たんだ」アッシュは震える唇で、言葉の続きを告げた。「──君は、もうすぐ死ぬ」





◆◆◆






「……なんだって？」

　いきなり死を宣告され、クロは首を捻っていた。

「君が死ぬ瞬間を視たんだ」包み隠したところで、彼のためにはならないだろう。アッシュは正直に話した。「君は女の子を庇って、銃で撃たれて、死ぬ」

　ところが、クロの反応は薄かった。「あ、そう」と呟くだけだ。

　信じられない。自分が死ぬ未来が待っているというのに、なんて無関心なんだ。アッシュは語気を強めた。「真ま面じ目めに聞いてくれよ」

「聞いてる」

「君、もうすぐ死ぬんだよ？」

「そうか」

「まさか、僕の話を信じていないのか？」

　苛立ちを滲ませた声で尋ねると、クロは「信じてるさ」と答えた。

「だったら、どうして──」

　そんなに風に、平然としていられるんだ？　近い将来、自分が死ぬというのに。

　すると、クロは口の端はしを上げた。

「人は、いつかは死ぬんだ」

　先刻と同じ一言を持ち出した男に、アッシュは言葉を失った。宣言通りの反応だった。

　クロは「ごちそうさん」と言い残し、店を去っていった。







　自宅に帰り着いたアッシュは、すぐにシャワーを浴び、ベッドに横になった。明日の夜はパーティがある。主演映画の完成記念パーティだ。それまでは珍しく予定もないので、ゆっくり休んでおこうと思った。

　目を閉じるが、なかなか寝付けなかった。キングサイズのベッドに寝転がったまま、今日一日の出来事を反はん芻すうする。

　気がかりなのは、クロという名の、あの黒猫。

　未来を変える協力を頼んだが、説得は失敗した。それどころか、彼が死ぬ【未来】まで視てしまった。

　本人に直接忠告したにも拘かかわらず、クロは自分に差し迫っている【未来】に無む頓とん着ちやくで、まるで死を受け入れているかのようにすら見えた。

　──人は、いつかは死ぬんだ。

　彼はそう言った。それも、二度も。

　だが、本当にそう思っているのだろうか。あれが彼の本心なのだろうか。

　クロの目を思い出す。どこか遠くを見つめているような、光のない黄色い目。すべてを諦あきらめたような色を浮かべていた。

　だが、自分は、そんな風には割り切れない。

　助けなければ、と思った。

　──どうすれば、彼を死なせずに済むのだろうか？





◆◆◆






「──やあ」

　翌日、アッシュはクロが泊まっているモーテルを訪れた。

「……また、あんたか」ドアを開け、アッシュの顔を見た途と端たん、クロは心底嫌そうな顔をした。「今度は何の用だ？」

　露ろ骨こつにうんざりしている相手に向かって、アッシュはめげずに笑顔を返す。「今日の夜、パーティがあるんだ」

「……パーティ？」

「そう。僕が出演してる映画の、完成記念パーティ」

　その言葉に、だからそんな格好してるのか、とクロが呟く。

　アッシュはグレーのタキシードを着ていた。ベストの色はやや濃い目で、うっすらとストライプが入っている。テーラーメイドの一品だ。

「それで、そのパーティがどうしたって？」

「君を、パーティに招待したい」

　笑顔で告げると、クロはさらに顔をしかめた。「どうして俺が、そんなところに行かなきゃいけないんだ」

「いいじゃないか。別に忙しいわけじゃないだろう？」

　クロは呆れたように肩をすくめる。「セレブ連中が集まるパーティなんかに、黒猫俺が行けるわけがない」

「主役僕の招待客なんだ。周りに文句は言わせない」どうしても、彼をパーティに連れて行きたかった。アッシュはしつこく説得を続ける。「只ただ飯めしが食べられるよ。美お味いしい料理も、お酒も、好きなだけ楽しめる」

　クロは黙り込んだ。こちらの狙いを図はかりあぐねているような表情だ。

「お願いだ。来てくれよ」もうひと押し、と相手の顔を覗き込み、黄色の瞳をじっと見つめる。「昨日の食事の礼だと思ってさ」

　しばらく黙り込んだあとで、

「…………すぐ帰ってもいいか？」

　クロは渋々承しよう諾だくしてくれた。どうやら彼は、借りは返さなくては気が済まない性た質ちのようだ。

　よし、とアッシュは小さく拳こぶしを握った。「それじゃあ、さっそくこれに着替えて」と、スーツケースを差し出す。

　小汚い格好のまま、クロをパーティに連れていくわけにはいかない。アッシュは持っている礼服の中のひとつを彼に貸し、半ば強制的に着替えさせた。

「……なんで俺が、こんな格好をしなきゃいけないんだ」漆しつ黒こくのタキシードに身を包んだクロが顔をしかめた。尻尾も不機嫌そうに左右に揺れている。

「いいじゃないか、よく似合ってるよ」

「そういう問題じゃない。おだてても無む駄だだ」

　世せ辞じではなく、本当に似合っていた。よく見れば、彼は元の造つくりがいい。顔も整っているし、上うわ背ぜいもあるので礼服が映はえる。穴の空いた服を着ていた先刻までの彼とは、まるで別人だ。アッシュの事務所にいる男性モデルたちと比べても、引けを取らないだろう。

「サイズもぴったり……ではないけど、まあ、悪くないね」

　クロの背丈は自分と同じくらいなので、手足の長さはぴったりだが、やや肩かた幅はばのあたりが窮きゆう屈くつそうだ。

「こういう堅かた苦くるしいのは苦手だよ」と愚痴をこぼしながら、彼は首元のタイを緩ゆるめた。

「ドレスコードがあるからね。我が慢まんしてくれ」

　アッシュが一いつ笑しようすると、

「……あんた、なにを企たくらんでるんだ？」

　クロが横目で睨んできた。

「別に、なにも？」

　目を逸そらしながら笑顔を繕つくろうアッシュを、クロは鼻で笑う。「まあ、どうせ、俺の未来を変えようとしてるんだろ」

　図星だった。

「……やっぱり、お見通しか」アッシュは両手を広げ、肩をすくめてみせた。「これまで僕が視た【未来】は、どれも24時間以内に起こった。だから、君も近い内に襲われる」

「それで、こうして俺をタキシードに着替えさせて、パーティに誘って、その未来を変えたつもりか？　ずいぶんお手て軽がるだな」

　呆れたような顔で言われ、アッシュは口を尖とがらせる。「仕方がないじゃないか。僕が視た映像では、君がいつどこで殺されるのか、わからなかったんだから」

　クロが殺される時間と場所、その理由がわかれば、手の打ちようがあるのだが。昨夜、一晩中悩み抜いて思いついた策は、これしかなかったのだ。

「少なくとも、僕が視た君と今の君の姿は、まったく違うものだ。未来が変わったということは事実だよ」

　だからといって、クロの身の安全がこれで完璧に保ほ証しようされたわけではない。なぜ彼が殺されるのか、犯人の動どう機きがわからなければ、意味がなかった。

　たとえば、あれがただの通り魔的犯行で、犯人は無差別に相手を狙ったのだとしたら、クロの未来を変えたことで彼の死を回かい避ひできる可能性は高くなる。

　だが、万が一、犯人の目的がクロ自身だったとしたら、これだけでは解決しない。またどこかでクロは命を狙われ、アッシュがその【未来】を視ることになるかもしれない。

　いずれにせよ、今はようすを見るしかなかった。





◆◆◆






　映画の試写会が終わり、パーティが始まった。制作会社が企画したものなので、アッシュら出演者も来らい賓ひん扱いだ。好きに過ごしていいと言われている。

　アッシュは入り口付近の壁にもたれるようにして立ち、会場に入ってくる客の姿を眺ながめていた。そんな彼に気付いた同業者たちが、「主役がそんな隅すみっこにいていいのか」とからかってくる。彼らの言葉を笑って受け流し、アッシュはクロが現れるのを待った。

　数十分後、クロが現れた。耳や尻尾の毛並みは、いつものようにぼさぼさではなかった。一応、髪の毛といっしょに整えてきてくれたようだ。

　慣れないタキシードを着て、居心地が悪そうな顔で会場を見渡している男に、アッシュは声をかけた。

「クロ」よかった、と安あん堵どの息を吐く。「ちゃんと来てくれたんだね」

「来いって言われたからな」

「それは、そうなんだけど」アッシュは苦笑した。

　クロは約束を守ってくれた。見かけによらず、律りち儀ぎな男なのだろう。

「それにしても、すごいな」煌きらびやかな世界に圧倒され、クロは唸うなる。「こんなに豪ごう華かなパーティだとは思わなかった」

「そうかたくならなくていい。ただの打ち上げみたいなものだから、気楽に過ごしてくれ」

「あんた、本当に芸能人なんだな」クロは感心している。

　いまさらな彼の言葉に、「まあ、そうだね」とアッシュは笑った。周囲の人間は皆、自分に取り入ろうとするものだが、クロの気き取どらない態度は新鮮だった。この街のスーパースターとしてではなく、ただひとりの人間として接してくれる存在は貴重だ。

「なにか食べるかい？」

　パーティは立食形式で、会場の壁の前には豪華な料理の数々が並んでいる。アッシュが促すと、クロはさっそくローストビーフに飛びついた。

「こんなところに俺を連れてきて、本当によかったのか？」皿の上に大量に盛られた肉に齧りつきながら、クロが尋ねた。

「どうして？」

「みんな、俺らをジロジロ見てる」

　そう言われ、アッシュは周囲を見渡してみた。

　広々としたフロアに、着飾った著名人がひしめき合っている。たしかに、彼らのほとんどがこちらに不ぶ躾しつけな視線を向けている。中には、擦すれ違い様にわざとクロの尻尾にぶつかっていくような無礼な輩やからもいた。

　ただ、クロが黒猫だから、というだけで。

「気を悪くさせたなら、申し訳ない」

「別に」クロは肩をすくめた。「慣れてるよ、こういうのは」

　しばらく料理と酒を楽しんでいると、

「──アッシュ」

　背後から声をかけられた。

　共演者の女優、ヘレン・ワイヤーだ。白いマーメイドドレスを身にまとい、胸元には大きなダイヤのネックレスを下げている。尻尾の先には愛らしいリボンが輝いていた。

「やあ、ヘレン」アッシュは微笑んだ。「素敵なドレスだね。よく似合ってるよ」

「ありがとう。あなたも素敵よ」

　試写会が始まる前に、ヘレンがストーカーに襲われるという悶もん着ちやくがあったが、彼女についていた護衛がそれを撃退した。悪質なファンが捕まったからか、ヘレンの機嫌はよさそうだった。

　アッシュは隣を一いち瞥べつし、

「紹介するよ。彼はクロ」と、ローストビーフに夢中になっている男を紹介した。「クロ、彼女はヘレン。僕の共演者だよ」

「初めまして」とヘレンが微笑む。「初めてお会いするわね。アッシュのお友達？」

　彼女が手を差し出すと、「よろしく」とクロは口の中のものを飲み込み、握手に応じた。

　いくつか言葉を交わしてから、

「それじゃ、楽しんでね」

　ヘレンはクロに微笑みかけた。「どうも」と彼も片手を上げて答える。

　長いドレスを引きずる後ろ姿を見送っていた、その直後──右の眼球に、激痛が走った。

「い、……っ」アッシュは小さく呻いた。とっさに顔を押さえる。

　まただ、とすぐに察した。

　また、【未来】が視える。




　────────────

　今の状況と、同じだ。広いホールの中に、着飾った人々が大勢いる。──まさに、このパーティ会場だった。

　その中に、ヘレンの姿が見える。映画の監督と楽しげに話をしている。




　そんな彼女に、忍び寄る影があった。

　パーティの客の男が、ヘレンに向かって突き進む。その手には、刃物を持っていた。ローストビーフ用のナイフだ。




　次の瞬間、ナイフがヘレンの胸を貫つらぬいた。

　何度も、何度も、メッタ刺しにする。

　会場が悲鳴に包まれた。




　ヘレンが倒れた。

　息はない。純じゆん白ぱくのドレスが、真っ赤に染まっていた。

　────────────




「──おい」

　声をかけられ、はっと我に返る。「大丈夫か？」と、クロが顔を覗のぞき込んできた。

「……大丈夫じゃない」アッシュは掠かすれた声で答えた。

「だろうな。顔が真っ青だ」

「【未来】を視た」周囲に聞こえないよう、アッシュは声をひそめて告げた。「大変なんだ。ヘレンが、殺される。この会場で」

　とんでもない【未来】を視てしまった。

　ところが、クロは「そうか」と答えるだけだった。驚きも、取り乱しもしない。平然としている。

「なんとかしないと」

　どうにかして、【未来】を変えなければ。

「助けてくれ、クロ」アッシュは顔を寄せ、彼に詰つめ寄った。「頼む、僕に協力してくれ」
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　だが、彼は頷かなかった。代わりに肩をすくめ、「放っておけ」と吐き捨てるだけだ。

「人が殺されるんだぞ！」

　思わず声を荒らげてしまった。

　アッシュははっとして口を押さえてから、声を落として言葉を続ける。「手伝ってくれよ、お願いだから」

「嫌だね」

　クロはそう突っぱね、踵きびすを返した。

「ちょっと待って」慌てて彼の尻尾を摑み、呼び止める。「ドーラさんのことは、助けたじゃないか」
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「あの人には恩があったからな。それを返したまでのことだ」それに、と続ける。「あの女優は、俺にとっては赤の他人だ。俺には関係ない。関わりたくない。あんただってそうだ。俺があんたを手伝う義ぎ理りはない」

「そんな……」

　きっぱりと拒きよ絶ぜつされ、アッシュは言葉を失った。

　わからなかった。彼が頑かたくなに拒む理由が。どうして自分の頼みを聞いてくれないんだ、という理不尽な怒りまでもが込み上げてくる。

「そんなに【未来】を変えたきゃ、自分でなんとかしな」クロは冷ややかな表情で、アッシュを見つめ返した。

「手を離してくれよ」と、アッシュの掌を払う。「ここには、只飯を食いに来ただけだ。あんただって、それでいいって言ったじゃないか」

　それを言われると、もう何も言い返せなかった。







　クロに協力を断られたからといって、簡単に諦めるわけにはいかなかった。この場でヘレンが──自分の知り合いが殺されるかもしれないのだ。そんな【未来】を視てしまった以上、見過ごすことはできなかった。

　──自分で、なんとかするしかない。

　アッシュは先刻の映像を思い返す。【未来】の中のヘレンは、このパーティ会場で殺されていた。ということは、手っ取り早く結末を変えるには、彼女を会場の外へと連れ出してしまえばいい。

　アッシュはフロアを見渡した。大勢の客の中からヘレンを見つけ出すと、彼女の元へと向かった。

　ヘレンはプロデューサーと談だん笑しようしていた。話が途切れたところで、彼女を呼び出す。

「ヘレン、ちょっといいかな」

　ヘレンは小首を傾かしげた。「どうしたの、アッシュ」

　彼女の耳に顔を寄せ、アッシュは囁ささやいた。

「これから、２人で抜け出さないかい？　パーティにも飽あきちゃったし。いいイタリアンの店を知ってるんだ」

　挨あい拶さつ回りもほとんど済んだ。パーティもあと数十分でお開きになるだろう。すでに帰りはじめている客もいる。

　映画の主役級である自分たちが、揃そろって早々に消えることには気が引けるが、今回は致いたし方ない。ヘレンが自分に少なからず好意を抱いていることは薄々勘かん付づいていた。２人きりで食事をしようと言えば、喜んで食いついてくるはずだ。

「ええ、いいわよ」案の定、ヘレンは快かい諾だくした。「行きましょう」

「裏口を出たところで待ってるから、君はあとから来てくれ」

「わかったわ」とヘレンは目を細めた。





◆◆◆






　アッシュは会場を出て、裏口の前でヘレンを待った。関係者専用の出入り口なので、一般人の姿はない。念のため、周囲を確認してみるが、マスコミが潜ひそんでいる気配もなかった。もちろん、ヘレンを狙いそうな男も見当たらなかった。

　しばらくして、

「お待たせ、アッシュ」

　と、ヘレンが姿を見せた。

「行こうか」アッシュも笑顔を返した。

　本来ならば会場にいるはずのヘレンが、いなくなった。これで、彼女の未来は変わったはずだ。

　大通りに出てからタクシーを拾おう。談笑しながら、ほの暗い路地を連れ立って歩く。

　角を曲がったところで、アッシュはふと足を止めた。目の前に、男が立っている。ボロ布のような服を身にまとった、老おいた男だ。おそらく、この辺りで暮らしているホームレスだろう。

「……なに、あの男」気味が悪いとばかりに、ヘレンが眉を顰める。

　男は、ようすがおかしかった。目の焦点が合っていない。どこか上の空だ。

　次の瞬間、男は襲い掛かってきた。刃物を振り上げ、ヘレンに向かって突とつ進しんする。──同じだ。自分が視た映像と。

　まさか、とアッシュは目を剝むいた。

　──【未来】が、ヘレンを追いかけてきたのか？

　このままでは、彼女が死んでしまう。あの通りの結末になってしまう。

　とっさに、体が動いた。

「ヘレン！」

　アッシュはヘレンの前に飛び出していた。細い体を突き飛ばし、身を呈ていして彼女を庇う。

　男の勢いは止まらない。刃やいばの切っ先が今にも、自分の体に届きそうだった。刺される、と思った。

　そのときだった。

　どこからともなく、パチン、という音が聞こえた。




　──いつまで経たっても痛みは襲ってこない。

「え──」

　驚いた。

　アッシュは移動していた。ヘレンの隣にいたはずなのに、なぜか、彼女から数メートルほど離れていた。

　代わりに彼女の傍そばにいたのは、クロだった。




　場所の移動──これは、彼の能力だ。覚えがあった。以前視た、あの未来の映像。ドーラの店で、クロはまったく同じΨを使っていた。

「──いやあっ」

　ヘレンの悲鳴が聞こえ、はっとする。

　クロは、胸を刺されていた。

「──逃げろ」ヘレンに向かって、クロが叫ぶ。「早く、逃げろ！」

　弾はじかれたようにヘレンが反応した。アッシュに背を向け、ヒールの音を打ち鳴らし、走り去っていく。

「うわああっ」と悲鳴をあげたのは、ホームレスだった。彼はまるで自分の行動に驚いているかのようだった。ナイフを投げ捨て、逃げ出してしまった。

　クロの体がふらつき、その場にくずおれた。仕立てのいいタキシードが、血で黒ずんでいく。

「クロ！」

　アッシュは彼の元に駆け寄った。

「すぐに、救急車を──」

「俺のことはいい」クロは首を振った。「いいから、早く女を追え」

「喋っちゃだめだ！」

「いいから聞け！」

　クロが声を張り上げたので、アッシュは開きかけた口を閉じた。

「あのホームレスは、誰かに操られてたみたいだった……他にも、あの女を狙ってる奴が、いるはずだ」

「そんな、まさか」

　つまり、彼女のあの【未来】は、まだ続いているというのか。

「俺なら大丈夫だ……傷は深くない、救急車も自分で呼べる」

　だから、早く女を追いかけろ。

　クロの言葉に、アッシュは頷くしかなかった。







　クロをその場に残し、アッシュはヘレンを追いかけた。

「ヘレン！」街を走り回り、名前を叫ぶ。

　だが、いくら探しても、彼女の姿はどこにもなかった。時間だけが過ぎていき、焦あせりが募つのる。しばらく探し回り、アッシュは腕時計を見遣った。ヘレンを見つけられないまま、もう20分が過ぎている。

　そのとき、どこからかパトカーのサイレンが聞こえてきた。この近くで、なにか事件があったようだ。嫌な予感がする。

　──まさか、ヘレンが？

　音のする方向へ、アッシュは走った。

　野次馬が集まっている。ビルの前に、数台のパトカーが停まっているのが見えた。アッシュは遠巻きにそれを眺めた。

　その中に、ヘレンの姿があった。軍警察の捜査官に肩を抱かれ、パトカーに乗せられていた。よかった、彼女は無事のようだ。アッシュは安堵の息を吐いた。

　どうやらヘレンは警察に保護され、同時に、彼女を狙った犯人も捕まったらしい。手て錠じようを掛けられた女が連行されていた。どこかで見たような女だったが、目め隠かくしをされているので、顔がよくわからなかった。

　走り去るパトカーと護送車を見つめながら、はっと思い出す。

　──クロは、どうなった？

　彼は無事だろうか。

　早く、クロの元に戻らなければ。アッシュは踵を返し、来た道を戻った。街がい灯とうの少ないほの暗い夜道を、ひた走る。

　──そのときだった。右目に痛みが走った。思わず足が止まる。くそ、こんなときに、とアッシュは奥歯を嚙かみ締めた。




　───────

　店が見える。安っぽいパブだ。32番通りに面している。看板には、Ｔから始まる５文字の単語。店の名前だろう。

　数人の男が、酒を飲んでいる。

　壁の時計は夜の11時を差していた。




　そのとき、男が２人やって来た。銃を持っている。

『金を出せ』と、２人組は店主に銃口を向け、脅おどした。

　──強盗だ。




　バーの店員のひとりが、警察に通報しようとした。それを見た強盗の片方が、とっさに引き金を引いた。

　銃声が鳴る。

　店員は胸から血を噴ふき出し、倒れた。

　──────




　この街のどこかで、また人が死ぬ。

　だが、今はそれどころじゃない。他人の【未来】どころじゃないんだ。──頭にこびりついた映像を振り払い、走り出す。

　やがて、先刻の現場である裏路地に辿り着き、アッシュは足を止めた。

　──クロがいない。

　クロの姿はなかった。あるのは血だまりだけだ。薄明かりの中、アッシュは目を凝こらした。コンクリートの地面に、点々と血の痕あとが続いている。どうやら、クロは自力で移動したようだ。

　──どこに行ったんだ？

　血けつ痕こんを辿り、クロのあとを追いかける。

「クロ！」

　名前を呼ぶが、返事はなかった。

「どこにいるんだ、クロ！」

　しばらく進むと、人通りのない細い路地が続いていた。

　その先に、黒い塊かたまりが見えた。

　──クロだ。

　道の途中に、彼は倒れていた。

「クロ！」

　アッシュは急いで駆け寄った。クロは呼びかけても答えない。肩を揺すっても、反応はない。

　クロの胸に手を当て、アッシュは目を見開いた。「うそだろ、そんな──」

　彼の心臓は、動いていなかった。尻尾を引っ張っても、耳を摑んでも、ぴくりとも反応しない。

「うそ、だ」

　信じられなかった。

「……クロ、頼むよ」

　冷たくなった体に、アッシュは覆いかぶさった。

「お願いだから……目を、開けてくれよ……っ！」

　無駄だということは、心のどこかでわかっていた。

　クロは、死んだのだ。




　──これが、僕の目指していた【未来】なのか？




　自分自身を問い詰め、頭かぶりを振る。

　クロと食事をしたあの夜、彼が死ぬ【未来】を、たしかに自分は視た。だが、今の状況とは違っていたはずだ。あの映像の中では、クロは少女を庇って、銃で撃たれて死んでいた。

　それなのに、クロは今、アッシュを庇って死んだ。ナイフで心臓を刺されて。

　自分が巻き込んだせいで、クロの命は奪われたのだ。彼が死なない【未来】から死ぬ【未来】へと、他でもない自分自身が、彼の運命を変えてしまった。




　──いつまでも未来に拘ってると、今を失うぞ。




　あのときのクロの言葉が、今更になって胸を貫く。

　自分は、どうすればよかったんだ？　どう動けば正解だったんだ？　いくら自じ問もんしても、答えはわからない。

　ドーラは生きている。ヘレンも殺されなかった。目的は果はたした。

　だが、これが正しい【未来】だとは、どうしても思えなかった。
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　──ああ、くそ。

　クロは舌打ちした。そして、後こう悔かいする。

　──ちくしょう、やっちまった。

　余計なことしやがって、と心の中で罵ののしる。罵る相手は他でもない、自分自身だ。

　──俺は、馬ば鹿かか？

　首を突っ込むな。他人と深く関わるな。そう言い聞かせ続け、あれほど自分を戒いましめてきたというのに。なんだ、この有様は。

　柄がらにもなくタキシードなんかを着て、胸元から血を流している自分の姿は、あまりにも滑こつ稽けいだった。こんな状況にもかかわらず、クロは思わず笑ってしまった。







　──俺は、馬鹿だ。

「自分でなんとかしろ」などと言ってアッシュを突き放しておきながら、どうしても気になってしまったのだ。

　理由はわかっている。彼がいい奴だからだ。

　すべては、飯のせいだ。食べ物をくれる奴は、いい奴だ。自分に美う味まい飯を奢おごってくれたこの男を、どうしても放ってはおけなかった。簡単に餌え付づけされるこの野の良ら猫ねこ性しよう分ぶんには、自分でも呆あきれてしまう。

　ワインと食べかけのローストビーフをテーブルの上に置き、クロはパーティ会場を飛び出し、アッシュを追いかけた。

　裏口を出た先の路地で、アッシュの姿を見つけた。女優を連れている。そして、彼らは今まさに、薄汚い男に襲われているところだった。

　男が刃物で女を刺さそうとした、そのときだった。アッシュが動いた。女を庇かばうように、男の前へと躍おどり出た。

　──気付けば、クロは指を鳴らしていた。

　[image: ]サイを発動し、視界が変わる。目の前には、刃物を持った男の顔。クロとアッシュの位置が、一瞬にして入れ替わった。

　──と同時に、胸元に衝しよう撃げきが走る。

　クロの心臓を、ナイフが垂直に貫つらぬいていた。

「逃げろ」クロは女に向かって声を張り上げた。「早く、逃げろ！」

　女優が走り去るのを見届け、クロは相手と向かい合う。ホームレスははっとし、血を流すクロを見て「うわああっ」と悲鳴をあげた。そのまま転がるように逃げていく。

　──なんだよ、「うわああっ」って。お前が刺したんだろうが。

　ふざけんな、と心の中で悪あく態たいをつく。痛い思いさせやがって。

「クロ！」

　体の力が抜け、その場に倒れ込んだクロに、アッシュが血けつ相そうを変えて駆かけ寄ってきた。

「すぐに、救急車を──」

　彼の顔は青ざめていた。

「俺のことはいい」言葉を遮さえぎり、クロは告げた。「いいから、早く女を追え」

「喋しやべっちゃだめだ！」

「いいから聞け！」

　力を振り絞しぼって声を張ると、アッシュは驚おどろき、口を閉じた。

「あのホームレスは、誰かに操られてたみたいだった……他にも、あの女を狙ってる奴が、いるはずだ」

「そんな、まさか」

「俺なら大丈夫だ……傷は深くない、救急車も自分で呼べる」

　だから、早く女を追いかけろ。

　どうにか説得できたようで、アッシュは頷うなずいてくれた。

　走り去る彼の足音を聞きながら、クロは力を振り絞る。

　──くそ、こんなところで死ねるかよ。

　クロは歯を喰くいしばり、胸元のナイフを引き抜いた。くそ、と呟つぶやく。借りもののタキシードなのに、穴あけちまった。

　傷は深くない、救急車も自分で呼べるなんて、大おお噓うそだ。ナイフは心臓を貫いていた。出血が多すぎる。救急車を呼ぶつもりは毛もう頭とうない。

　あと数分で自分は死ぬだろう。

　その数分の間に、どれだけ移動できるか。

　壁に手をつき、体を支えながら、クロは一歩ずつ歩いていく。年寄りのような覚おぼ束つかない足取りで。だんだんと、指先の感覚が麻ま痺ひしてきた。体の末まつ端たんまで血液が届いていないせいだろう。

　──ここでは死ねない。こんな、人通りの多いところでは。

　とにかく、誰もいない場所、誰にも見られない場所へ──足を引きずり、よろつき、歩いていく。

　その間にも、血はとめどなく溢あふれ続けた。体が冷えていくのをひしひしと感じる。視界がかすみはじめた。胸の鼓こ動どうも弱まっている。

　やっとのことで辿り着いたのは、街がい灯とうのない細い路地裏だった。

　足が、止まる。

　──くそ、限界か。

　体に力が入らなくなり、膝ひざが折れる。クロはその場に倒れ込んだ。仰あお向むけに転がり、夜空を眺ながめながら、命が消えゆく瞬間を五感で感じていた。

　なにも見えなくなり、目の前が真っ暗になった。人の声も、街の音も、なにも聞こえなくなった。

　そこにあるのは、無だった。

　自身の意識すら存在しない、深い闇やみ。────死だ。

　────……










　──しばらくしてから、無の中に、再び意識が浮き上がる。




　──クロ、──




　声が聞こえる。

　誰かが呼んでいる。この声は、あの男だ。




　──うそだろ、そんな──




　アッシュの気配を感じる。

　涙なみだ声ごえで、懸けん命めいに呼びかけている。

　アッシュはクロの尻尾しつぽを強く引っ張った。それから、耳や腕を摑つかみ、激しく揺さぶっていた。アッシュの掌てのひらの熱が、じわりと肌に沁しみ込んできた。体の感覚が戻りはじめている。




　──クロ、頼たのむよ、お願いだから、目を開けてくれよ──




　不意に胸元に負ふ荷かがかかり、クロは心の中で「うっ」と呻うめいた。

　うっすらと目を開けてみれば、アッシュの頭と灰色の耳が見える。彼はクロの体に覆おおいかぶさり、胸元に顔を埋うずめていた。このまま死んだふりでもしようかと思ったが、こんな状態の彼を騙だまし続けるのはさすがに気の毒に思えた。

「…………重い」

　クロがぼそりと呟くと、アッシュの耳がびくっと動いた。

　勢いよく顔を上げ、クロを見た途と端たん、彼は目を丸くした。

「うわああぁああっ！」

　夜の街に、アッシュの悲鳴が響き渡る。

「……うるさい」

　耳元で叫ばれ、クロは顔をしかめた。

「なに驚いてんだ」ゆっくりと上体を起こしながら、肩をすくめる。「目を開けろって言ったのは、あんたじゃねえか」

「だ、だって、君、死んで」アッシュは取り乱している。「なんで、生きて──」

「あー……これは、まあ……」
















　頰ほおを搔かきながら、クロは言葉を探した。

　──たしかに、俺はさっき、死んだ。

　ところが、今は生きている。胸の傷はいつの間にか塞ふさがり、心臓は再び動き出し、体温もすっかり元通りになっていた。

　この不ふ可か思し議ぎな現象を、どう説明したらいいものか。

「どういうことなんだ、これは」アッシュは少々落ち着きを取り戻したようで、訝いぶかしげにクロを睨にらみつけた。

　自分が一度死んだところは、彼にしっかり見られてしまっている。いまさら誤ご魔ま化かせそうな雰ふん囲い気きではなかった。クロは正直に話すことにした。

「わかった、説明するよ」

　長くなる話だ。

「とりあえず、飯でも食いに行かねえか？」クロはアッシュの尻尾を摑むと、軽く引っ張り、促うながした。「腹が減って、死にそうなんだ」





◆◆◆






　クロがこの街に来たのは、数日ほど前のことだった。

　来て早々、路上強ごう盗とうに遭あった。

「金を出せ」とナイフを突きつけて脅おどしてきた相手は、黒猫の中年だった。着ている服は小こ汚ぎたなく、体はやせ細っていて、頰はこけていた。しばらく食ってないんだろうなと、男の顔を見ればすぐにわかった。

　命にも金にも執しゆう着ちやくはない。このまま強盗に殺されようが、財さい布ふを奪うばわれようが、クロにとってはどうでもよかった。ただ、相手の格かつ好こうがあまりにもみすぼらしかったので、かわいそうに思ったのだ。

　両手を上げて抵抗するつもりのない意思を示すと、強盗はクロの財布とコートを奪って逃走した。




　無む一いち文もんになってしまった。

　クロはこの街に来たばかりで、住む部屋もなかった。加えて、ホテルやモーテルに泊まる金もない。

　となると、野の宿じゆくするしかなかった。

　しばらく歩いていると、大きな公園が見えてきた。入り口の看板には【セントラルパーク】と書かれている。

　クロは公園のベンチの上に横たわった。しばらくは、ここでホームレス生活をすることになりそうだ。




　公園で寝泊まりするようになって、３日後のことだった。

　クロは死んだ。





◆◆◆






　それは、長閑のどかな昼下がりのことだった。クロはいつものように、公園のベンチに横になった。体を小さく丸め、太陽の光を浴あびながら昼寝をしていた。

　そのとき、不意に銃声が聞こえ、クロは目を開けた。

　噴ふん水すいの前に、ライフルを持った男が立っている。クロと同じ、黒猫の男だ。男は何かを叫んでいた。支し離り滅めつ裂れつな言葉だったが、おおよそ社会への不満を連つらねていたようだった。

　叫びながら、男は銃の引き金を引いた。

　銃口から放たれる弾丸は、その場にいた人々に向かって、容よう赦しやなく飛んでいく。

　公園を散歩する老夫婦に。ランニングしている男に。噴水の傍で戯たわむれていた親子に。犬の散歩をしている主婦に。ベンチに腰掛け、本を読んでいる若い女に。

　そして、銃口が幼い少女に向けられた瞬間、クロは無意識のうちに動いていた。

　少女を庇い、クロは撃うたれた。

「早く逃げろ」と彼女を促す。少女は泣きながら、公園の外へ走り去った。小さな背中を見届けて安あん堵どしていると、クロを再び弾丸が襲ってきた。

　胸元に鉛なまりの弾が埋め込まれ、痛みとともに息苦しさを覚える。

　──ああ、これは、死んだな。

　過去の経験でわかった。これは、致ち命めい傷しようだ。

　だが、クロは冷静だった。

　──くそ、三発もぶち込みやがって。服が穴だらけじゃねえか。

　彼にとっては、自身の死など、どうでもよかった。

　なぜなら──死なないからだ。

　クロの能力のひとつ、【蘇そ生せい】のΨが、彼を死なせてはくれなかった。







　問題は、この蘇生の瞬間を、誰にも見られずにやり過ごさなければならない、ということだ。この能力のことは、他人に知られてはいけない。知られたら、何をされるかわかったものではない。

　犯人が逃走したところで、入れ替わりに作業着姿の男がやってきた。とりあえず、クロはその場に倒れたまま、死んだふりをした。血の臭においが充満する公園で、冷静にその場を観察し、逃げる隙すきを窺うかがっていた。

「おい、うそだろ──」惨さん状じようを目の当たりにして、作業着の男は呆ぼう然ぜんとしていた。「なんだ、こりゃあ」

　男は電話を掛けはじめた。警察に通報するのだろう。それか、救急車か。

「すぐに来てくれ！　人が、血ぃ流して、たくさん倒れてるんだ、撃たれたみたいで」辺りを見渡し、男は人数を数えていた。「１台じゃ足りねえよ！　１、２、３、４、………８人もいるんだ！」

　どうやら、救急車を呼んだようだ。

　男はそれから、倒れている小さな子どもに駆け寄った。「しっかりしろ！」と声をかけている。

　彼に気付かれないよう、クロは地面を這はいつくばって移動した。木々が生い茂しげる死角に辿り着くと、しずかに起き上がり、公園を立ち去った。







　黒っぽい服を着ていたおかげで、血はあまり目立たなかった。すでに固まり、黒い染しみと化している。カットソーに空いた穴はどうしようもなかった。水路を流れる水で肌についた血を洗い流し、できるだけ身み綺ぎ麗れいにしてから、クロは街を彷徨さまよった。

　能力を使うと、きまって腹が減る。中でも【蘇生】のΨは特に膨ぼう大だいなエネルギーを消費するようで、生き返った直後はいつも激しい飢うえに苛さいなまれた。

　体が、とにかく食料を欲しがっている。

　クロは食事をとることにした。だが、適当に足を踏み入れた食堂ダイナーは酷ひどいもので、ウェイターが注文を取りにこなかった。どうやら黒猫はお呼びじゃないらしい。馬鹿にしやがって、とクロは舌打ちした。

　店を出てから、そういえば自分が無む一いち文もんだったことに気付いた。危うく無む銭せん飲食になるところだった。

　その後もクロは街を彷徨い続けた。残ざん飯ぱんでもいいからありつけやしないかと、ゴミ捨て場を漁あさりながら徘はい徊かいする。

　いつの間にか、彼は物ぶつ騒そうな雰囲気を醸かもし出している路地裏に辿り着いた。

　腹の虫が盛大に鳴る。

　──ああ、腹減った。

　──力が出ねえ。もう動けねえや。

　やがて、クロは転がるように倒れた。起き上がる気力もなかった。ひんやりしたコンクリートの感触を覚えながら、壁かべにもたれかかるようにして、クロは目を閉じた。




「──ちょっと、あなた」

　不意に、声をかけられた。

　三角形の黒い耳を動かし、音のする方へと向ける。

「わたしの店の前で、なにやってるの」

　──店？

　──そうか、俺は店の前で倒れたのか。

　それは好こう都つ合ごうだ、と思った。

　クロは顔を上げ、うっすらと目をあけた。目の前に、女が立っている。

「腹が減って、死にそうなんだ」クロは言った。「なあ、頼む。なにか食わせてくれよ」





◆◆◆






　その店は、【Pussycat】という名前のバーだった。

　ドーラという女店主のおかげで、ようやく飯にありつけたクロだったが、そこでまたもや事件が起こった。麻薬中毒の男が、薬を求めてドーラの店を襲しゆう撃げきしたのだ。

　路上強盗に無差別殺人、そして今度はこの強盗。なんて物騒な街なんだ、とクロは辟へき易えきする。ここへ来てまだ１週間も経っていないが、立て続けに面倒事に巻き込まれてしまっていた。

　クロの能力を使って男を撃退すると、ドーラは軍警察に通報した。すぐに護送車がやってきて、警官たちが男に薬を投与した。なにやら、Ψの能力を抑える効果があるものらしい。鎮ちん静せい剤ざいを打たれ大人しくなった暴漢を、警官らは手て際ぎわよく連行した。

　彼らを見届けると、

「ありがとう、助かったわ」

　ドーラが礼を言った。

「これで美味しいものでも食べて」と彼女が手渡したのは、数枚の紙し幣へいだった。「ほんのお礼よ」とドーラは言うが、それにしては多すぎる。

「こんなにもらえないよ」

「公園で寝泊まりしてるんでしょ？　そのお金で、ちゃんとしたところに泊まりなさい」

　せっかくの厚こう意いを無む下げにするわけにもいかず、クロは遠えん慮りよなく受け取ることにした。「恩に着る」と懐ふところにしまい込む。彼女のおかげで、今夜は久しぶりに屋根のある部屋で眠れそうだ。

「この辺にモーテルはないか？」と、クロは尋ねた。

「32番通りに、黒猫の夫ふう婦ふが経営してるモーテルがあるわ。そこなら、黒猫あなたも喜んで泊めてもらえるはずよ」

「そりゃあいいな。行ってみるよ」クロは店を後にした。







　ドーラの話通り、そのモーテルの夫婦は親切だった。黒猫の自分を見ても嫌な顔ひとつ見せず、すんなりと部屋を宛あてがってくれた。

　部屋に入り、狭いベッドの上に腰を下ろす。特にすることがなかったので、クロはテレビをつけた。ワイドショーをぼんやりと眺めていると、部屋のドアが乱暴に叩かれた。

　いったい何事だ、と腰を上げ、扉を開ける。ドアの前には、男が立っていた。黒猫の中年だ。どうやら彼は、隣の部屋の宿泊客のようだ。

「おい、うるせえぞ！　静かにしろ！」

　彼はなぜか怒っていた。

「静かにしてますけど」

「テレビの音がうるせえんだよ！」

　クロは首を傾かしげた。うるさくしているつもりはなかった。

「俺はな、普通の奴より耳がいいんだ。だから、お前の部屋の音が耳みみ障ざわりなんだよ」

　知るか、そんなの。耳みみ栓せんでもしてればいいじゃないか。心の中で悪あく態たいをつく。

　男の態度には腹が立ったが、これ以上揉もめるのは面倒だ。しかたなくテレビの音量を下げると、男は満足したのか、自分の部屋に戻っていった。

　ドアを閉め、再びベッドに転がる。クロはテレビに目を向けた。ワイドショーは続いていたが、まるで無声映画でも観みているかのような気分だ。

　テレビを消そうと、リモコンに手を伸ばしたところで、再びドアをノックする音が聞こえてきた。またあの男か、今度は何の文句があるのだろうか、とクロはうんざりした気分になったが、違った。

　ドアの前に立っていたのは、小綺麗な格好をした若い男だった。

「君が、クロだね？」

　彼はなぜか、自分の名前を知っていた。





◆◆◆






　翌日、クロが目を覚ましたときには、とうに昼を過ぎていた。顔を洗いながら、昨夜のことを思い返す。

　モーテルを訪おとずれた男は、アッシュと名乗った。この街の役者だという。たしかに、女に好かれそうな、見目のいい男だった。

　アッシュには【未来】を視るΨがあるという。彼はその能力でいつも「誰かが死ぬ」未来を視るらしい。

　アッシュはクロに頼んだ。人々を救う手伝いをしてほしい、と。

　冗談じゃない、と思った。

　人の命を助けたところで、何になる？　どうせ、そのうち死ぬのだから。自分よりも先に。

　クロはこれまで、意図して他人とは関わらないように生きてきた。助けるなんてもってのほかだ。勝手にやってくれ、と思う。

　物思いに耽ふけっていると、来客があった。ノックする音に呼ばれ、ドアを開ける。

「あっ、お休み中すいませんねー」

　軍服姿の若い男が立っていた。

「俺、麻薬局のアビゲイル・ハイレ特別捜そう査さ官かんっていう者なんすけど、今ちょっとした事件があって」

「はあ」

　何事かと身み構がまえたクロだったが、捜査官のラフな態度に拍子抜けしてしまった。

「この部屋の隣に泊まってる男、見たことあります？」

「はあ、まあ」クロは頷いた。

　すると、捜査官は１枚の写真を見せてきた。「こんな顔でした？」

　写真には、昨日の男の顔が写っている。「そんな顔でした」

「話をしたことは？」

「ありますよ」と答えて、クロは説明する。「昨日、そいつが怒ど鳴なり込んできました」

「怒鳴り込んできた？　なんでまた」

　こっちが訊ききたい、と思った。「ただテレビを観てただけなのに、『うるせえ、静かにしろ』って。『静かにしてますけど』って言ったら、『俺は耳がいいんだ。お前の部屋の音が耳障りなんだよ』とか何とか言われました」

「ほうほう、なるほど」

「妙みように神しん経けい質しつな男でしたよ。喋しやべってるだけでも、『うるせえ』って壁を叩いてきたりして」

　捜査官は「ご協力ありがとうございました」と軍ぐん帽ぼうを取り、立ち去っていった。

　クロはドアを閉めた。

　──あの男、なにか事件でも起こしたのだろうか。たしかに怒りっぽい奴だし、かっとなって人を殴るくらいのことはやりそうだな。

　そんなことを考えながら、再びベッドに横たわる。もう一眠りするか、と目を閉じると、また誰かがドアをノックした。

　──今度は誰だ？

　首を捻りながら扉を開けると、知った顔が現れた。

「──やあ」

　アッシュだった。

　なぜか、彼はタキシードを着ていた。

「今度は何の用だ？」

　訊けば、アッシュはにっこりと微笑ほほえんでから、突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出した。

「君を、パーティに招待したい」





◆◆◆






　正直、行かなければよかった、と後悔している。

　でなければ、こんなことにはならなかった。

　自分の最大の秘密を、こうして他人に知られることには。




　２人はまず、血だらけのタキシードから普段着へと着替えた。

　その後、アッシュの選んだ古いパブに入った。【Tabby】という名前の、安酒を飲みに柄がらの悪い客が集まるような店だったが、黒猫であるクロを白い目で見る者はいなかった。アッシュのようなセレブが、こんな場ば末すえの店を知っているとは驚きだ。わざわざ自分に似合う店を探してくれたのだろうか、とクロは思った。

　酒を飲みながら、これまでの経緯を簡かん潔けつに説明すると、

「──……つまり君は【相手のΨをコピーする】能力をもっていて、【死んでも生き返る】能力をコピーしたせいで、君自身も不死身になった、っていうことかい？」

　アッシュは目を丸くしていた。

　そうだ、と頷く。「この街に来てからは、もう２回死んだ」

　クロが「信じられないか？」と問えば、アッシュは首を左右に振った。

「いや、信じるよ。能力に関しては、お互い様だ」

　たしかにな、と思った。アッシュ自身も能力者で、未来が視える力がある。クロの能力を否定することはできないだろう。

「それに、納得がいく」アッシュは言った。「僕が君の死を忠ちゆう告こくしたとき、君はまったく動じなかった。おかしいと思ったんだ。その理由が、よくわかったよ。死なない人間が、死を恐れるはずがないからね」

　クロはアッシュの忠告を思い返し、口を開く。「あんたが視たのは、俺の未来じゃない」

「え？」

「過去だ」クロは続けた。「公園の事件で、俺は女の子を庇って、撃たれて死んだ。あんたはたぶん、それを視たんだ」

　ただの憶おく測そくに過ぎなかったが、アッシュは「なるほど」と唸うなった。なにか思い当たることがあるようだ。

「そういうことだったのか。……いや、おかしいと思ってたんだよ。いつもは右目が痛むのに、君の死を視たときは、左目が痛くなったから」

「へえ」とクロは声をあげる。「あんたの右目は未来を、左目は過去を視ることができる、ってわけか」

　面白い能力だ、と思った。

　だが、コピーして自分の物にしたいとは思わない。これ以上、人が死ぬ瞬間を見るのは御ご免めんだ。たとえそれが、自分の頭の中に流れ込んでくる映像だったとしても。

「……そうか、だから７人だったんだ」アッシュが呟くように言った。

「なんだ？」

「僕が視た【未来】では、セントラルパークで起きた銃乱射事件の被害者は８人いた。だけど、実際に殺されたのは７人だ。君があの場にいて、女の子を死から救ったから、未来が変わったんだ」

　実のところ、少女の代わりに自分が殺されたので、被害者が８人という事実は変わらない。ただ、自分が死なないというだけで。

「何度も未来を変えてる。君はすごいよ。それに、不ふ死じ身みだなんて、すごい能力だ」

「そんなことはない」クロは否定し、失しつ笑しようする。「呪のろわれた力だ」

　褒ほめられるような能力ではなかった。むしろ、嫌けん悪お感かんすら覚える。

　クロがアッシュに話したのは、この街に来てからのことだ。肝かん心じんな部分を話し損そこねていた。自分がなぜ、キャットランドを訪れたのか、ということを。

「このΨを消すために、俺はこの街に来たんだ」

　呪われた力──【蘇生】の能力を、自分の中から取り除くために。

　この街には能力者が多いと聞いた。だから、ここに来れば、なにか手がかりを得られるのではないか、という考えがあった。

「どうして、消すの？」アッシュは驚いていた。

「必要ないからだ」クロは簡かん潔けつに答えた。

「死にたい、ってこと？」

「いや、別に死にたいわけじゃない。ただ、生き返りたくないだけだ」

　すると、アッシュは小さく顔をしかめ、

「……死ぬために、生きているんだね、君は」　と、呟くように言った。

「そうだな」

　まさにその通りだ、とクロは思った。いつか死ねるようになるために、今を生きている。だが、別にそれでよかった。もう十分なほど生きてきたのだから。

「十分すぎるくらいだ」と、独りごちる。

　人は、いつかは死ぬものだ。それが、人のあるべき姿なのだ。

「君は、そんな人生でいいと思ってるの？」

　アッシュの言葉に、クロは頷く。「別に、構わない」

　生きることに疲れたのかもしれない。

　いつ来るかわからない寿じゆ命みように、終わりのない人生に、嫌いや気けがさしたのかもしれない。

　何度も死を経験した。そして、何度も生き返った。そのうち、死に対する恐怖もなくなった。同時に、生きている喜びも薄れていった。

　人は、死があるからこそ、今を必死に生きようとする。一度きりの人生を、後悔のないよう、懸けん命めいに全まつとうしようとする。だが、死が失われてしまえば、命の輝かがやきは消えてしまう。なにかに必死になることも、誰かに対して執しゆう着ちやくすることも、なくなった。

「……俺は、死に過ぎた」だから、いつの間にか、こうして心まで死んでしまったのだろう。「あまりに多くの死に、触れ過ぎたんだ」

　自分自身の死──それから、先立つ家族や友人、恋人の死。

　死は常にクロにとって身近なものであり、同時に遠いものでもあった。

「君が僕の頼みを断った理由が、よくわかったよ。君が他人に心を開かないわけも」

　人を『共に生きるもの』ではなく、『いつか死ぬもの』としか思ってないからだ。アッシュはそんなことを言った。

　たしかに、そうなのかもしれない。

「寂さびしくはないのかい？」

　クロは「別に」と素そっ気けなく否定した。寂しいなんて言葉は、忘れてしまった。これが当たり前だと思って、生きてきた。

　なんてことはない。失うことに比べたら。失って悲しい思いをするくらいなら、最初から手に入れなければいい。

「死を諦あきらめて、孤独を選んだわけか」

　胸の内を言い当てられ、クロはただ黙だまり込んだ。

「──クロ」不意に、力強い声でアッシュが名前を呼ぶ。「僕も、君の目的に協力するよ」

　どういうつもりだ、と視線で問えば、アッシュは続けた。

「僕も、自分の能力を消したいんだ。君の言う通り、【未来】にとらわれ過ぎていて、今を失いそうだった。だから、君と一緒に、Ψを消す方法を探したい」さらに、アッシュは付け加える。「能力が消えるまでの間、僕はたぶん、何度も他人の【未来】を視ると思う。だけど、それを放っておくことはできない。だから、君にも未来を変える手伝いをしてほしい。その代わり、僕も一緒に能力を消す方法を探す」

　交こう換かん条件というわけか。クロは突っぱねた。

「俺は誰かと手を組む気はない」

「そうは言っても、今の君は、一文無しのただのホームレスじゃないか。金もない、コネもない、仲間もいない。そんな状態で、どうやってΨを消す方法を見つけ出すつもりなんだい？」

　それを言われると、返す言葉がなかった。

「人と慣なれ合いたくないっていう君の気持ちは、よくわかる。だけど、もう心配しなくていい。能力を消す方法は、絶対に見つけてみせるから。僕が死ぬまでの間にね」

　彼の意外な言葉に驚き、クロは息を吞んだ。

「何度生き返ったとしても、君の人生だって、一度きりのものなんだ。そんな風に殻からにこもってないで、もっと毎日を楽しむべきだよ。いろんなものに触れて、たくさん友達を作って、美味しいものを食べて、死ぬまでの人生を満まん喫きつしないと」アッシュは微笑んだ。「その手伝いを、僕にさせてもらえないかな。君の友人第１号ナンバーワンとして」

　自分はずっと、孤独だった。

　それが、当たり前だと思っていた。

「もう、孤独を選ばなくていい」
















　それを、アッシュは否定する。

　これまでにも、クロの心に踏み込もうとした者はいた。彼らはクロを孤独から救い出そうと、手を差し伸べてきた。

　だが、初めてだった。クロが生きることだけでなく、死ぬことにも協力する、なんて言い出した者は。

　アッシュは真っ直ぐにクロを見み据すえ、力強く告げる。

「約束するよ。僕は必ず、君の葬そう式しきに出席する」

　俺の負けだ、と思った。

　２色の真しん摯しな瞳ひとみを前にして、反論の言葉を見つけ出すことはできなかった。代わりに、思わず笑いがこぼれそうになる。

　一いつ拍ぱく置いて、

「……ははっ」

　堪こらえ切れず、クロは笑ってしまった。

「なにが可お笑かしいの」アッシュは目を丸くしている。

「葬式に出席する、か」彼の言葉を反はん芻すうし、アッシュは口の端を上げた。「いい台詞せりふだ。さすがは役者だな」

「や、やめてよ、恥ずかしい」アッシュは視線を彷徨わせた。

　この男、やっぱり変わっている。

「本当に見つけてくれるんだろうな？　Ψを消す方法」

　挑ちよう発はつ的てきな視線を向けると、アッシュは胸を張った。「僕を誰だと思ってるんだ。キャットランドのスーパースターだよ」

　自分で言うな、と軽く吹き出す。

「芸能界はもちろん、政界に財界、コネクションには自信がある」

「そりゃあいい。よろしく頼むよ」

　頷き、クロたちは酒をもう一杯、注文した。

　新しいグラスが運ばれてきてから、

「──それで、なにか手がかりはあるのかい？」

　アッシュが尋ねた。

「……そういや」手がかりというほどのたいした情報ではないが、クロは口にした。「ドーラの店で暴れてた能力者を逮捕するときに、警察が薬を使ってたな」

「薬？」

「鎮ちん静せい剤ざいだ。なんでも、Ψを抑える効果があるらしい。軍警が独自に開発したものじゃないか？」

「なるほど」

「まずは、それを試してみようと思う。どうにかして、手に入れられたらいいんだが」

「……軍警、か。そういえば、警護局の局長の愛まな娘むすめが、僕の大ファンらしいんだ。知り合い伝づてに、サインが欲しいって頼まれていてね」そう言って、にやりと笑う。「サイン入りの写真集を贈おくる代わりに、薬を横流しするよう頼んでみるよ」

　あくどい笑みを浮かべる相手に、

「頼りにしてるぜ、第１号ナンバーワン」

　クロはグラスを掲かかげた。

　乾かん杯ぱい、と小さく呟く。ぶつかり合った二つのグラスが、鮮あざやかな音を奏かなでた。

「──あ、そうだ」アッシュがふと、思い出したように言う。「実は、君にまだ言ってないことがあるんだ」

「なんだ？」

　訊けば、アッシュは壁かべの時計を一いち瞥べつしてから、苦く笑しようした。




「もうすぐこの店に、強盗が来る」




　なんだって、と訊き返したときには、もう遅かった。

「──動くな！」

　突然、銃を構えた２人組が、店に押し入ってきた。店員や客に銃口を向け、「金を出せ」と脅している。

「……視たのか？」

　小声で尋ねると、アッシュは頷いた。「この後、店員が撃たれて死ぬんだ」

　やっぱりな、とクロはため息をつく。おかしいと思っていたのだ。彼のようなお上品なセレブが、こんな柄がらの悪い店を好んで利用するなんて。

　強盗の叫び声が響き渡る中、

「さっそくで悪いんだけど、未来を変えてくれないか？」

　アッシュはそう言って、にっこりと微笑んだ。
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　協力者ができたことをカウンセラーに報ほう告こくしようとしたが、叶かなわなかった。驚おどろいたことに、彼女はヘレン・ワイヤー殺人未み遂すいの容疑で逮たい捕ほされてしまったのだ。

　軍警察の聴ちよう取しゆを受けたときに捜そう査さ官かんから話を聞いたが、どうやら彼女はアッシュに思いを寄せていたらしい。カウンセラーである彼女自身も、どこか心に闇やみを抱えていたのだろう。アッシュへの思いが行き過ぎた故ゆえの犯行だった。

　新しいカウンセラーを雇やとわなければと思う反面、必要ないような気もしていた。最近では、なにか悩みがあれば協力者に聞いてもらうことができる。他人に興きよう味みのない彼は、当然ながら他人の悩みにも興味がないので、アッシュの愚ぐ痴ちを「へえ」「あ、そう」と軽く聞き流してばかりだが、かえってそれが心地よかった。




　アッシュは自宅マンションに黒猫の男を招き入れ、約束通り注射器を渡した。クロは躊躇ためらうことなくその針を自分の腕に突き刺し、中の液体を血管に押し込んだ。

　しばらくしてから、

「試ためしてみるか」

　パチン、とクロが指を鳴らす。

　その直後、視界が変わった。ソファに座っていたアッシュとクロの位置が、入れ替わっている。クロのもつ能力のひとつ、【他人と自分の場所を入れ替える】[image: ]サイを使ったのだろう。

　Ψが発動できた、ということは──

「……駄だ目めみたいだな」クロは肩をすくめた。

「やっぱりか」と、アッシュもため息をつく。

　警護局の局長から横流ししてもらった鎮ちん静せい剤ざいだが、これはΨの能力を消す薬ではないらしい。興奮を抑えて脳の働きを鈍にぶらせ、Ψの発動をしばらくの間制限するためのものだそうだ。念ねんのため、と使ってみたが、クロには効果はなかった。

「この薬、かなり強力なものらしいよ」

「そうか？　なんともなかったな」

「……君、薬が効きにくい体質なんじゃない？」

　Ψを消す方法は、そう簡単には見つからないようだ。

「ま、気長に探そうぜ」

　と、クロは笑った。




「時間は、まだある」


See you again someday, somecat...












[image: ]




　本作はＷＥＢ小説サイト「pixiv mint!」にて連れん載さいしておりましたお話を文庫化し、書き下ろし短編を加えたものでございます。

　実は、この『ノラネコシティ』の企画を最初に担当編集さまに提てい出しゆつしたのは、なんと２０１４年のことでした。当時は「ビーズログ文庫向きではないよね」ということでお蔵くら入りになってしまいましたが、その後、月日は流れ、姉妹レーベルであるビーズログ文庫アリスが創そう刊かんしたことによって、「この話も書いてもいいかもね」という流れになり、さらにpixiv mint!もオープンしたことによって、本作『ノラネコシティ』を連れん載さいさせていただく運びとなりました。

　担当さまからの最初のオーダーは、「視点移動の少ないスタイリッシュな群ぐん像ぞう劇げきにしてほしい」とのことでした。実のところ群像劇が得意というわけではないので、プロットを立てる際さいにはものすごく悩みました。私のへっぽこな実力では視点移動を減らすとどうしても群像感も薄れてしまい、結局のところコンセプト自体が台無しになってしまいそうな気もしましたので、ここは思い切って各話ごとに主人公を変えて連作短編っぽい感じにしてみようかなと思い立ち、このような形となりました。

　もうひとつのご注文である「スタイリッシュさ」は、私わたくしめの文才ではどうしようもできませんでした…………が！　大変ありがたいことに、本作の挿そう画がを担当してくださった鈴すず木き次じ郎ろう先生に助けていただいております。チャーミングなキャラクターたちにドラマチックな挿さし絵え、最高にクールな表紙などなど、素敵なイラストが満まん載さいのスタイリッシュな一冊にしていただきまして、著ちよ者しやとしてもお気に入りの一作となりました。鈴木先生、本当にありがとうございます！

　また、今回よりお世せ話わになっております担当編集さま、校こう閲えつさま、デザイナーさまなどなど、多くの方々にご尽じん力りよくいただき、無事にこうして皆さまのお手元に届けることができました。此こ度たびの連載・刊行に携たずさわってくださったすべての方に深くお礼申し上げます。

　最後になりましたが、読者さまへ。連載を追いかけてくださった方もそうでない方も、こうしてお手に取っていただき、本当にありがとうございます！　少しでも楽しいお時間を提供できていればいいのですが……。もしお気に召めしましたら、ご感想などいただけますと幸さいわいです。

　それでは、またお会いできますことを心より願っております。

　See you again someday, somecat...!!!


木き崎さきちあき　
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　その強ごう盗とうは２人組の男で、覆ふく面めんで顔を隠かくしていた。拳けん銃じゆうを持って店に押し入ると、大きな声で次々と店員や客を脅おどした。店員は両手を上げ、客はその場で硬こう直ちよくしている。

　──未来を変えてくれないか？

　目の前に座っているスーパースターの言葉を反はん芻すうし、クロは小さくため息をついた。

　まったく、とんでもないことを言いやがる。

　彼の話によると、この後、警察に通報しようとした店員が撃うたれ、命を落とすことになっているらしい。この店に従業員は３人いる。年とし老おいた店主と、中年のバーテンダー、それから若い女のウェイトレス。この中の誰が撃たれることになるのかはわからないが、その前に強盗を制せい圧あつしてしまえばいい。

「──おい、そこのお前ら」

　強盗の片割れが、クロとアッシュが座っているテーブル席に近付いてきた。

「財さい布ふを出せ」

　銃を突きつけ、脅した。

　もう片方の男は、レジの中の売上金をバッグに詰つめているところだった。店からも客からも金を奪うのが、どうやら彼らの手口らしい。

「財布はもってない」クロは素そっ気けなく答えた。「財布に入れる金がないからな」

　クロの言葉に相手が苛いら立だっていることは、その覆面越しにも読み取れた。強盗は近くにいた女の店員を強引に捕まえ、彼女のこめかみに銃口を押し付けた。

「言う通りにしろ。この女を撃つぞ」

　今だ、と思った。

　クロは指を鳴らした。

　その瞬しゆん間かん、クロと女の位置が入れ替わる。──ドーラからコピーした[image: ]サイだ。

　視界が変わり、クロは強盗に銃を突きつけられる体勢になっていた。なにが起こったのか理解できず、強盗は啞あ然ぜんとしている。その隙すきを突き、クロは相手に襲おそい掛かった。怪かい力りきのΨを発動して力任せに拳銃を奪うばい取ると、反撃しようとする強盗の鳩みぞ尾おちに一撃を食らわせた。

　強盗は呻うめき声をあげて気き絶ぜつし、その場に倒れた。

「テメェ、なにしやがる！」

　クロの反撃に気付き、もうひとりの強盗が怒ど鳴なり声をあげる。大おお柄がらの男だった。拳銃をクロに向け、引き金を引く。

　発砲音が鳴り響くと同時に、クロは指を鳴らした。再び位置が入れ替わり、クロを狙っていたはずの銃弾が強盗に命中する。腿もものあたりを撃たれ、強盗はがくりと膝ひざをついた。その隙に銃を奪い取る。

　あっという間に２人の強盗を伸のしてしまったクロに、アッシュ以外のその場にいた全員が呆あつ気けにとられていた。

「素す晴ばらしい」と、アッシュはクロに拍手を送る。「君、アクション映画のスタントマンになれるよ」

「働き口に困ったときは、仕事を紹介してくれ」

　軽口を叩いてから、

「──おい」

　と、クロは呆ほうけている店主に向かって声をかけた。

「警察に通報してくれ」





◆◆◆






《──32番通りにて強盗事件発生。近くのパトカーは至急現場に急行せよ》

　ある事件の取り調べが終わり、ちょうどパトカーで見回りをしている最中だった。警察無線に大きな耳を傾かたむけながら、麻薬局特別捜査官アビゲイル・ハイレは車のアクセルを緩ゆるめた。

「32番通りって、この辺じゃん」

　無線で伝えられた現場の住所は、アビーの現在地と２ブロックほどしか離れていない。

「そうですね」助手席に座っている同どう僚りようの捜そう査さ官かんブルース・ロジオノワが頷うなずいた。「この先を、右に曲がったところです」

「オレらが行ってみるか」

　アビーは車をゆっくりと減げん速そくさせ、路ろ肩かたに停とめる。それから、無線に返答した。「えー、こちら麻薬局のハイレ捜査官。現在32番通りを南下中。現場には５分ほどで到着予定」

《──了解》

　本部と連絡を取り合い、アビーたちはさっそく事件現場へと向かった。

　その店は【Tabby】という名前で、いかにも治安の悪そうな地域で重ちよう宝ほうされそうな安っぽいバーだった。

　強盗に襲われたと聞いていたが、店に変わったようすは見られなかった。通常通り営業しているようだ。客たちは皆、何事もなかったかのように楽しげに飲み食いしている。

「妙みようですね」と、ブルースが首を傾かしげている。

「本当にこの店であってんの？」

　無線で本部と連絡を取ったときは、たしかにこの店だと聞いたのだが。

「とりあえず、中入ってみるか」

「そうですね」

「念のため、気を付けろよ」と言って、アビーは拳銃を抜いた。

「はい」

　ドアを開け、慎しん重ちように中へと足を踏ふみ入れる。

　店員や客の視線が、一斉にアビーたちに集中した。

　店の中に異常は見られなかった。店員はいつも通りに働いているし、数人の客も酒を楽しんでいる。

　アビーは軍警察の身分証を高く掲かかげ、「警察でーす」と告げた。

　すると、店主がほっとした顔をみせた。「お待ちしてました」

「強盗に襲われたって聞いたけど？」

「ええ。あそこです」

　と店主が指差した方向には、覆面の男が２人。縄なわでぐるぐる巻きにされ、拘こう束そくされている。

「……あらら？　どゆこと？」

　すでに制せい圧あつされている強盗の姿に、アビーは首を傾げた。

　ブルースは眼鏡めがねを外し、「いったい、なにがあったんですか？」と店主に問いかけた。心を読む能力を発動させているようだ。

「腕っぷしの強い黒猫の青年が、こいつらを捕まえてくれたんです」年老いた店主はそう答えた。

　その場に居合わせた店員や客たちから事情を聞いたところ、客のひとりが応戦し、強盗を倒してしまったのだという。黒猫の若い男で、不思議な能力を使っていたそうだ。おそらくΨの能力者だろう。特殊な力をもつ者ならば、その能力によっては拳銃を所持した男２人を相手に戦えないこともないだろう。実際、ここキャットランド市では、Ψをもつ一般人が警察に頼らず犯罪者を捕まえるケースも少なくなかった。

　背中合わせに縛しばり上げられている２人組に近付き、アビーは彼らの覆面を剝はぎ取った。強盗の顔をじっと観察する。ひとりは気絶していて、もうひとりは足から血を流し、ぐったりしている。

「２人とも、ヤク中には見えないよなぁ」

「臭においもしませんね」と、ブルースも頷く。

　鼻をひくつかせてみたが、マタタビ臭はしなかった。

「ウチの仕事じゃなさそうだな」

　薬物検査をしてみなければ正しい結果は得られないが、アビーの勘かんではこの２人はシロだった。犯人に薬物使用の痕こん跡せきがなければ、麻薬局の出番はない。

「あとは捜査局の連中に引き継つぐか」

　と言ったところで、店のドアが開いた。

　この場に似つかわしくない、タキシード姿の２人組が入ってきた。





◆◆◆






　ヘレン・ワイヤーの殺人未み遂すい事件も解決し、無事に警護対象を自宅へと送り届けたその後、警けい護ご官かんメイ・ウィッカーシャムは「一いつ杯ぱいやろうぜ」というベンの言葉に無理やり付き合わされる破は目めになった。

「……まったく」夜の路ろ地じを歩きながら、ウィッカーシャムは隣の男を睨にらみつける。「なぜこの私が、貴き様さまと酒を酌くみ交わさなければならないんだ……」

「まあまあ、いいじゃないの。事件が解決したお祝いにさ」

　ウィッカーシャムの文もん句くを受け流し、ベンはへらへらと笑った。

　ベンに連れられてやって来たのは、32番通りにある【Tabby】という小さな店だった。

「なんだ、この小こ汚ぎたないバーは……」

　愕がく然ぜんとしながら古い外観を眺ながめていると、

「俺の行きつけ。この場ば末すえ感かんがいい味出してるでしょ」

　と、ベンは楽しげに答えた。

　こんな店が「行きつけ」だなんて。ウィッカーシャムは「貴様のセンスは最悪だな」と顔をしかめた。

　ドアを開けて中に入ると、軍服を着た若い男が２人いた。

　──ウィッカーシャムたちと同じ、軍警察の人間のようだ。

「おっ？」ベンの耳がぴくりと動く。「なにか事件でもあったのか？」

　すると、眼鏡をかけた捜査官が、こちらを見て「あ」と声をあげた。

「あなたは、捜査局の──」

「あっ！」ベンも気付き、相手の顔に向かって指差した。「麻薬局の新人ちゃん！」

　その青年には、ウィッカーシャムも見覚えがあった。ジョンソンの取り調べを手伝ってくれた麻薬局の新米捜査官だ。心を読み取るΨをもっている。たしか、名前は『ロジオノワ』だったか。

「なになにー？　捜査局ぅ？」

　隣にいたもうひとりの捜査官が、ロジオノワに尋たずねた。

「こんなセレブ気取りの連中がぁ？」

「いや、私は──」

　と首を振るウィッカーシャムの言葉を遮さえぎり、ベンが「そうだよ」と頷いた。

　赤毛の捜査官は「マジか、ラッキー」と声を弾ませている。

「実は、この店で強盗事件があったらしいんすよ。オレら、近くにいたから駆かけつけたんすけど、もう犯人捕まっちゃってて」

　と言って、捜査官が店の奥を一いち瞥べつする。そこには、縄で縛られた２人組がいた。おそらく彼らが強盗犯だろう。

「んで、薬も絡からんでなさそうだし、捜査局に引き継いで、オレらはお暇いとましようと思ってたんですよ」

　一通り事情を説明した捜査官に、「なるほどな」とベンが頷く。

「一応、護送車は呼んどいたんで。あとはお願いしまーす」

「おう、任せとけ」

　その場をベンに託たくし、２人の捜査官は店を出ていった。

　強盗のおかげで、この男と酒を酌み交わさずに済すみそうだ。

　安やす請うけ合いしたベンを尻しり目めに、ウィッカーシャムも店を出ようとしたところ、

「──って、こら、待ちなさい」

　尻尾しつぽを摑つかまれ、呼び止められてしまった。

「どこ行くのよ、メイちゃん」

「帰る」ウィッカーシャムは即答した。「警護局の私には関係ない事件だ」

　ベンは「えー」と眉まゆを下げている。

「ここまで付き合っといて、冷たいんじゃないのぉ」

「貴様の行きつけの店なんだろう。貴様ひとりで何とかしろ」

「そう言うなって。これからはメイちゃんも行きつけになるわけだからさ」

　どういう意味だ、と眉間に皺しわを寄せるウィッカーシャムを余よ所そに、ベンはずかずかと店の奥に足を踏み入れていく。「ほらほら、さっさと捜査はじめるよ」と手を叩いた。ウィッカーシャムはため息をついた。結局、付き合わされるのか。

「こんな高級なタキシードで現場検証なんて……」ウィッカーシャムは頭を抱えた。「汚してしまったらどうするんだ」

「大丈夫、大丈夫。クリーニング代は捜査局が払うから」

「払うわけがないだろう」

　部ぶ署しよが違うのだ。一介の警護官なんかのために、わざわざ捜査局が経けい費ひを落としてくれるわけがない。適当なことを言いやがって、とウィッカーシャムは顔をしかめた。





◆◆◆






　強盗をロープで拘束してから、アッシュとクロの２人はそそくさとバー【Tabby】を後にした。警察が来てしまったら事情聴取やら何やらと面倒なので、その前に姿を消すことにしたのだった。

「……あんたのせいで酷ひどい目に遭あった」

　路地を歩きながら、クロはむっとしている。無理もないだろう。強盗が襲ってくるとわかっている場所に、半ば強制的に彼を連れてきてしまったのだから。

「ごめんね、クロ」

「……次からは、ちゃんと予あらかじめ言ってくれよ」クロはため息混じりに言った。

　次から──彼は次も手伝ってくれるつもりらしい。その言葉が嬉うれしかった。

「うん」アッシュは頷いた。「約束する」

　それから、

「せっかくだし、別の店で飲み直そうか？」

　と、提案する。

「そうだな」と、クロも同意した。







「行きたい店があるんだ」と言ってアッシュがクロを連れてきたのは、この街でひっそりと店を構えている【Pussycat】という名の店──ドーラが営いとなむバーだった。

　この店に来るのは二度目だ。ドアを開けて中に入ると、

「──いらっしゃい」

　美人店主が出迎えた。

　アッシュとクロを見比べ、「あら、珍しい組み合わせね」と目を丸めている。

「こんばんは、ドーラさん」

　挨あい拶さつを交わし、２人はカウンターに腰を下ろした。

　アッシュたちを招き入れると、ドーラは店のドアに【CLOSE】の札を掛かけた。

　カウンターの中に戻ってきた店主に、クロが「もう店じまいか？」と尋ねると、

「貸し切りにしてあげるわ」

　と、彼女は片目をつぶって答えた。

「ありがとうございます」

　粋いきな心こころ遣づかいに、アッシュも笑顔をこぼす。

「それで、なに飲む？」

　注文を訊きかれ、

「シャンパンはあります？」

　と、アッシュは訊き返した。

　ドーラは業務用の冷蔵庫を一瞥し、「ええ、ちょうど一本残ってるわ。高級品よ」と答えた。

「じゃあ、それをいただこうかな」

「おい」と、クロが口を挟はさんできた。「そんな金ねえぞ」

「もちろん、僕の奢おごりだよ」

　クロは「……さすがセレブ」と肩をすくめた。

「今日はおめでたい日なんだ。シャンパンでお祝いしないとね。ドーラさんも一緒にどうです？」

「ありがとう、いただくわ」

　ドーラはグラスを三つ取り出し、それぞれにシャンパンを注いだ。

「乾かん杯ぱいしよう」

　グラスを持ち上げ、アッシュは言った。

「何に？」

「新たな友情に」

　乾杯、と三つのグラスがぶつかり合った。


See you again someday, somecat...
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